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この取巧説明書について 


この取扱説明書では、主に付属の簡単 U モコンのボタ 
ンを使った操作のしかたを説明しています。リモコン 
と同じ名前の本体のボタンは、同じ働さをします。 

付属の電源コードについて 

付属の電源コードは本機専用です。他の電気機器では 
使用でさません。 

A このマークは「高温ま意 （Hot 
Surface )」 を意味します。 

動作中に、この面をさわると熱く感じる 
-ことびありまず。 

商標について 

本機はドルビー*デジタルデコーダー EX ) およびド 
ルビープ□□ジック川、 llx 、 llz ) Dolby Digital 
円 us、Dolby TrueHD デコーダー、 MPEG -2 AAC 
( LC ) デコーダー、 DTS ** ( DTS - ES および DTS 96/ 
24) デコーダー、 DTS - HD デコーダーを搭載していま 
す。 

* ドルビーラボラト I 」ーズか日の実施権に基づを聲造され 
ていまず。 

Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic、Surround EX ' AAC 
□ゴ及びダブル D 記号はドルビーラボラト1」ーズの商標 
です。 

* * 米国特許番号 5,451,942; 5,956,674; 5,974,380; 
5,978,762; 6,226,616; 6,487,535; 7,212,872; 
7,333,929; 7,392,195; 7,272,567、 その他米国および 
米国外で特許申請中の実施権に基づを製造されています。 
DTS は登録商標です。また DTS nd '. シンボル、 
DTS-HD および DTS-HD Master Audio は DTS 社の 
商標です。 ODTS , Inc . All Rights Reserved . 

マルチチャンネルインテグレートアンプは、 High - 
Definition Multimedia Interface ( HDMI ™) 技術を 
搭載しています。 

HDMI、HDMI ロゴ、及び High-Definition 
Multimedia Interface は 、 HDMI Licensing LLC 
の商標または、登録商標です。 

本製品に搭載されているフォントの書体「新ゴ R 」 は 
株式会社モ U サワより提供を受けており、これらの名 
称は同社の商標であり、フォントの著作権ち同社に帰 
属します。 

Bluetooth ワードマークと□コ'は 、 Bluetooth S に， 
INC . の商標であり、ソニー株式会社はライセンスに基 
づさこのマークを使用しています。他のトレードマー 
クおよびトレード名称については、ここの所有者に帰 
属するちのとします。 


DLNA、DLNA CERTIFIED は 、 Digital Living 
Network Alliance の商標でず。 

Microsoft 、 Windows、Windows V 旧 ta、Windows 
Media は、米国 Microsoft Corporation の米国及びそ 
の他の国における登録商標または商標です。 

Intel、Intel Core 、 Pentium は米国およびその他の国に 
おける Intel Corporation の登録商標または商標です。 

SHOUTcast ® は A 0 L LLC . の登録商標です。 

本製品は 、 MPEG LA , LLC . びライセンス活動を行つ 
ている VC -1 PATENT PORTFOLIO UCENSE の下、 
次の用途に限りライセンスされています： 

( i ) 消費者び個人的、非営利の使用目的で、 VC -1 親 
格に合致したビデオ信号似下、 VC -1 VIDEO といい 
ます）にエンコードずること。 

川） VC -1 VIDEO (消費者び個人的に非営利目的でエ 
ンコードしたもの、若しくは MPEG LA よりライセン 
スを取得したプ□バイダーびエンコードしたちのに限 
られます）をデコードずること。 

なお、その他の用途に関してはライセンスされていま 
せん。プ□モーション、商業的に利用ずることに関ず 
る詳細な情報につきましては 、 MPEG LA , LLC . の 
ホームページをご参照下さい。 

MPEG Layer -3 オーディオコーディング技術とその特 
許は 、 Fraunhofer HS および Thomson から許諾され 
ています。 

"ブラビアリンク"および "BRAVIA Link " □ゴはソ 
二一株式会社の登録商標でず。 

VAIO は ソニー 株式会社の登録商標です。 

" x . v . Color " および " x . v . Color " □コ'は、 ソニー株 
式会社の商標です。 

"プレイステーション®"は株式会社ソニー.コン 
ピュータエンタテインメントの登録商標です。 
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各部の名前と働を 


本巧前面 



<ださい。 


丘 ] I/Cl) ( 電源オン / スタンバイ） 

本機（アンプ）の電源を入/切します。電源が入るとボタ 
ンの上にあるランプが緑色に点灯します。 

スタンバイ状態時の消費電力をおさえるには 
[Control for HDMU (96 ぺージ ）、 「Server Function 」 
(98 ぺージ )、 「Network Standby 」（99 ぺージ)、および 
「 RS 232 C Control 」（1 日〇ぺージ）を、それぞれ 「 OFF 」 
に設定し、 2 ricl /3「 cl ゾーンの電源を切ってください。 
[Control for HDMU.「Server Function 」 または 
「Network Standby 」 が 「 ON 」 に設定されている場合 
は、スタンバイ状態時に本体表示窓に 「 A . STNDB 丫」と 
表示されます。このとさ天板が熱くなることがあ0ます 
が、これは内部の回路が部分的に通電状態にあるためで、 
異常ではあ0ません。 

回 TONE MODE 、 TONE つまみ 

フ□ント/センター/サラウンド/サラウンドバックス 
ピーカー/フ□ント八イから出力される高音域 
( TREBLE ) と、低音域 （ BASS ) を調節します 。 TONE 
MODE をくり返し押して、 BASS または TREBLE を選び 
ます。続けて TONE つまみを回してレベルを調節します。 

固 LEVEL MODE 、 LEVEL つまみ （ 102 ぺージ） 

LEVEL MODE をくり返し押して調整するスピーカーを 
選びまず。続けて LEVEL つまみを回してレベルを調節し 
まず。 


团 IJ モコン受光部 

リモコンからの信号を受信します。 

固 CALTYPE 

自動音場補正機能の補正タイプを設定します （39 ペー 
ジ)。 

固 DIMMER 

表示窓の明るさを切0換えます。 

回 DISPLAY 

表示窓に表示される情報を切0換えます。 

图 INPUT MODE (75 ぺージ） 

图表示窓 （ 7 ぺージ） 

圆 2CH/A.DIRECT 、 A.F.D. 、 MOVIE/HD-D.C.S .、 
MUSIC (49 、 50 、 51 、 53 ぺージ） 

回 HD Digital Cinema Sound ランプ （ 53 ぺージ） 

サウンドフィールドに HD - D . C . S . が選ばれているときに 
点灯します。 

画 ZONE/SELECT、POWER (65 ページ） 

SELECT をくり返し巧して、 2 nd ゾーン、 3 rd ゾーン、ま 
たは六インゾーンを選びます。 POWER を巧すたびに、 
選んだゾーンへの信号出力を入/切します。 

圃 HDMI IN (19 ぺージ） 

HDMI IN 端子への入力信号を選びます。 





































































圆 HDMI OUT (19 、 74 ぺージ） 

画 PHONES 端子 

へッドホンをつなぎます。 

画 SPEAKERS (A/B/A+B/OFF) (35 ぺージ） 

回 AUTO CAL M に端子 （ 36 ぺージ） 

画 VIDEO 2 IN 端子 （ 24 ぺージ） 

画 MULTI CHANNEL DECODING ランプ 

マルチチヤンネル音声がデコードされているとさに点なし 
ます。 


國 INPUT SELECTOR つまみ 

再生する入カソースを選びまず。 

2 nd ゾーンまたは 3 rd ゾーンの入カソースを逞ぶには、 
ZONE SELECT (回）を巧して先に 2 nd ゾーンまたは 
3 rd ゾーンを選び（表示窓に 「ZONE 2 [入力名]」または 
「ZONE 3 [入力名]」と表示されまず 。）、 INPUT 
SE に CTOR つまみを回して入カソースを選びまず。 

國 MASTER VOLUME つまみ 

すべてのスピーカーの音量を同時に調節します。 

國 HDMI IN 6 り 9 ぺージ） 
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因因 


(SERVER) 


ZONE 2 
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田 sw 

アクティブサブウーファーをつないでいる場含、音声信号 
が SUBWOOFER 端子から出力されているときに点灯し 
ます。 

回 再生チャンネル表示 

現在本機び出力しているチャンネルを表示します。 

文字（し C 、 R など）は ソース 音源を、文字の周りの枠 
は、 ソース 音源び、 スピーカー セッティングに基づくダウ 
ンミックス処理で、どのチャンネルから出力されているの 
かを示します。 

L 

フ□ント左 

R 

フ□ントち 

C 

センター（モノラル） 

LH 

フ□ント八イ左 

RH 

フ□ント八イち 

SL 

サラウンド左 

SR 

サラウンドち 

S 

サラウンド（モノラル/プ□□ジック処理されたサラウン 
ド成分） 

SBL 

サラウンドパック左 

SBR 

サラウンドバックち 

SB 

サラウンドバック （6.1 チャンネル処理されたサラウンド 
バック成分） 

例：記録お式（フ□ント/サラウンド）： 3/2.1 
再生チャンネル：サラウンドスピーカーなし 
サウンドフィールド： A . F . D . Auto 


图入力表示 

現在、本機に入力されている信号を表示します。 

INPUT 

入カランプととちに常に点灯します。 

AUTO 

INPUT MODE が 「 AUTO 」 に設定されているときに点 
灯します。 

HDMI 

HDMI IN 端子につないだ機器が認識されているとさに点 
打しまず。 

COAX 

デジタル信号が COAXIAL 端子から入力されているとさに 
点灯します。 

OPT 

デジタル信号び OPT に AL 端子から入力されているときに 
点灯します。 

MULTI 

マルチチャンネル入力が選ばれているとをに点打します。 

ARC (75 ぺージ） 

テレビ入力が選ばれ、オーディオ U ターンチャンネル 
( ARC ) 信号が検出されているときに点灯します。 

团 HDMI OUT A+B 口 4 ぺージ） 

HDMI OUT A 端子または B 端子から信号が出力されてい 
るとさに点灯します。両方の端子から信号が出力されてい 
るとをは、 A 、 B ととちに+ち点灯します。 

固 SLEEP 

ス U —プタイマーが働いているとをに点灯します。 

固 MEMORY 

Name Inp 山などの六モリー機能が働いているときに点灯 
します （46 ページ)。 

囚 ZONE 2、 ZONE 3 

Snd ゾーン、 3「 cl ゾーンが操作可能な状態のとをに点灯し 
ます。 

固 SERVER (59 ぺージ） 

サーバー機能が働いているとをに点灯します。 


厂 SW \ fL II C || R ] 

SL SR 

























































回 L.F.E. 

入力信号に L . F . E . (重低音効果）のチャンネルが存在して 
いるとをに 「 L . F . E 」 の文字が点丹します。また、実際に 
L . F . E . 信号の音が再生されているとをには、文字の下の 
バーが信号のレベルに応じて点灯します。 L . F . E . 信号は、 
すべての部分に記録されているとは限らないため、多<の 
場含、バーは点丹と消灯をくり返します。 

晒 SP AB (35 ぺージ） 

因 ] BI-AMP 

サラウンドバックスピーカーの設定を 「 BI - AMP 」 に設定 
しているときに点灯します。 

回 D.C.A.C. 

自動音場補正機能が働いているとをに点灯します。 

回 D 丄丄 . 

Digital Legato Linear ( D . LL ) 機能が働いているとき 
に点灯します。 

回 H.A.TS. 

H . A . T . S . (High quality digital Audio Transmission 
System ) 機能が働いているとをに点灯しまず。 

圆 VOLUME 

現在の音量を表示します。 

陋 D.RANGE 

ダイナ S ックレンジの圧縮が働いているとをに点灯しま 
す。 

回ドルビーデジタルサラウンド表示 

ドルビーデジタルフォーマットの信号をデコードしている 
ときに、該当ずる表示が点灯します。 

ドルビーデジタルフォーマットのディスクを再生するとを 
は、デジタル接続していること 、 INPUT MODE が 
「 ANALOG 」 になっていないことを確認してください。 
□□D 

Dolby Digital 
□□D+ 

Dolby Digital Plus 

□□D EX 

Dolby Digital Surround EX 

圆 DTS-HD 表示 

DTS - HD 信号をデコードしているときに点灯します。 

DTS-HD 

次の表示ととわに点灯します。 

MSTR 

DTS-HD Master Audio 

HI RES 

DTS-HD High Resolution Audio 

画 □□TrueHD 

Dolby TrueHD 信号をデコードしているとをに点灯しま 
す。 

國ドルビープ□□ジック表示 

ドルビープ□□ジック処理をしているときに、該当するい 
ずれかの表示が点灯します。マト U ックスサラウンドデ 
コード巧術によって、入力信号を 5.1 チャンネルまたは 
7.1 チャンネルに拡張します。 

センタースピーカーとサラウンドスピーカーが接続されて 
いない場合は、点灯しません。 


nnPL 

Dolby Pro Logic 

nnPLII 

Dolby Pro Logic II 

nnPLIIx 

Dolby Pro Logic I lx 

nnPLIIz 

Dolby Pro Logic llz 
國 A.RM (85 ぺージ） 

A . P . M . (Automatic Phase Matching (自動位相マッチ 
ング )） 機能が働いているとをに点灯します。 

國 EQ 

イコライヴーが働いているとをに点灯します。 

國 L-PCM 

U ニア PCM 信号び入力されたとをに点灯します。 

國 AAC 

MPEG 2 AAC 信号が入力されたとをに点灯します。 

國 DSD 

DSD (Direct Stream Digital ) 信号を受信しているとき 
に点灯します。 

國 DTS (-ES ) 表示 

DTS または DTS - ES 信号を入力しているときに点灯しま 
す。 

DTS フォーマットのディスクを再生するとをは、デジタ 
ル接続していること 、 INPUT MODE が 「 ANALOG 」 に 
なっていないことを確認してください。 

DTS 

DTS 信号をデコードしているとをに点灯します。信号や 
デコードのフォーマットによって、次の表示ち点灯しま 
す。 

DTS-ES 

デコードのフォーマットよって、次の表示ととちに点灯し 
まず。 

96/24 

DTS 96 kHz /24 ビット信号をデ]-ドしているときに点 
灯しまず。 

DISCRETE 

DTS-ES Discrete 6.1 

MATRIX 

DTS-ES Matrix 6.1 
NE0:6 

DTS Neo :6 Cinema/Music 
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本巧を面 


面 


を 


圧]デジタル入出力部（18、22、26ぺージ） 

OPT に AL (光）デジタル音青入出力端子 


巨 


0 COAXIAL (同軸）デジタル音青入力端子 
HDMI 入出力端モ * (18、19ぺージ） 


回 ソニー 製機器、その他が部機器のコントロール端子 

◎ 旧 REMOTE 入出力端子（29、65ぺージ） 

© TRIGGER OUT 端子 （92 ぺージ） 

12 V 卜 I 」ガ対応の化の機器や、 2 nd ゾーンまたはみづゾー 
ンにあるアンプの電源を連動してオン/オフするとをにつ 
なぎまず。 

回 DMPORT 巧6ぺージ） 


团 LAN ポート（スイッチング A ブ） （31 ぺージ） 


巧 


回 


固映像と音青の入出力部（18、22ページ） 

L© 


，◎ 

◎ 


圆 

教 


IN 

© 


音声入出力端モ 

映像入出力端テ* 

音声出力端子 
映像出力端モ 
(65 ぺージ） 

EXT VIDEO IN 端子 


PIP (円 cture In Picture ) 画面を使いたいとをに映像機 
器をつなぎます。 

固コンポーネント映像入出力部（18、22ページ） 


◎ ' 
◎’ 
◎’ 


Y 、 Pb 、 Pr 入出力端テ* 


团音青入出力部 

L © 

，© 


風 j © j © © ‘ 


音声入出力端モに8ページ） 

マルチチャンネル入力端子に7ぺージ） 


©!©(© 


]© 

© 


© 


PREOUT (プリアウト）出力端子 


© ©j© © 

WWT lsuft)tV<D huB Ml tgBTCgFU) 

外部のパワーアンプなどとつなぎます。 



图 


固 

固 


团 


田 


国 


图 


の 














































































































































































































固 RS232C 端子 



保守、サービス用です。 

回スピーカー出力部 （ 16 ページ ) 



* お持ちのテレビを HDMI OUT 端子や MONITOR OUT 端子 
につなぐと、還んだ入力の映像を見ることびでさます （18 
ページ）。 


リモコン_ 

付属の U モコンを使って、本機の操作びでさます。ま 
た、 U モコンに登録したソニー製機器を操作でさます 
(11 5ぺージ)。 

簡単リモコン ( RM - AAU 061) 

本機の操作専用の U モコンです。主な機能をシンプル 
な操作で使ラことびでさます。 



田 I/ の （電源オン / スタンバイ） 

本体の電源を入/切します。 

图 2CH/A.DIRECT 、 A.F.D. 、 MOVIE、MUSIC (49 、 
50 、 51 、 53 ぺージ） 


[3] QUICK CLICK (105 ぺージ） 

团 @ */*/♦/♦ 

♦/*/♦/* で項目を選びます。続いて©を巧して、還択を 
ミま定します。 

固 OPTIONS (44 ぺージ） 

固 MENU (33 、 43 ぺージ） 

因 DMPORT/NETWORK 、 ► 、 ■ 、 W/W (47、58 
ぺージ） 

图 INPUT SELECTOR 

再生する入カソースを選びます。 

图 MASTER VOLUME +/- (46 ぺージ） 

画 MUTING (46 ぺージ） 

回 RETURN/EXIT ^ (43 ぺージ） 

回 DISPLAY 

表示窓の情報を切0換えるとさに巧します。 
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画 GUI MODE (43 ぺージ ) 







































る機能リモコン ( RM - AAL 033) 



丘 ] AVi/C!) ( 電源オン / スタンバイ） 

U モコンに登録されている機器の電源を入/切します 
(11 5ぺージ)。 

I / Cl ) (回）と同時に巧すと、 2 nd ゾーンまたは 3 rd ゾーン 
のアンプを含むすべての機器の電源が切れます 
(SYSTEM STANDS 丫)。 

回 I / Cl ) ( 電源オン / スタンバイ） 

本体の電源を入/切します。 

ZONE (团）を押してリモコンを 2 nd ゾーン （3 rd ゾー 
ン）に切り換えると、1/むで 2 nd ゾーン （3 rcl ゾーン）の 
電源を入/切することがでをます。 


图 ZONE (65 ぺージ） 

团 AMP 

本機メインゾーンのリモコン操作を有効にします。 

固入力切り換え用ボタン 

使用する機器を選びまず。 

入力切0換え用ボタンを押すと、本体の電源が入0ます。 
工場出荷時は、ソニー製機器の操作がでをるよラに設定さ 
れています （46 ページ)。 U モコンに登録すると、他社製 
の機器を操作することわでをます。詳しくは、「お使いの 
機器に含わせて U モコンコードを設定する」 （115 ページ） 
をご覧ください。 

固 TV INPUT 

TV (國）を押したあと TV INPUT を押して、テレビの入 
力信号を選びます。 

回 GUIDE 

SHIFT (國）を巧したあと GUIDE を押して、番組表を表 

7 J \ U cK 9 〇 

图 D.TUNING 

SHIFT (図）を巧したあと D . TUNING を巧して、放送局 
を手動受信するモードにします。 

回 MEMORY 

SHIFT (図）を巧したあと MEMORY を巧して、チュー 
ナ一をメモ U —モードにします。 

画 ENTER 

数字ボタンでチャンネルやディスク、トラックを還び、 
SHIFT (図）を巧したあと ENTER を巧して決定します。 

回 SOURCE (69 ぺージ） 

SHIFT (図）を巧してか 5 S 0 URCE を巧すと、メイン 
ゾーンで逞んでいるソース機器の信号を 2 nd ゾーンおよび 
3 rd ゾーンに出力することびでをます。 

回 SOUND FIELD+/- (49 、 50 、 51 、 53 ぺージ） 

サウンドフィールドを還びまず。 

画カラーボタン 

カラーボタンび使えるときは、テレビ画面に操作ガイドび 
表示されます。操作ガイドにしたびい、選んだ操作を実行 
します。 

U QUICK CLICK 

圆 © 

*/*/♦/* を押して項目を選びます。続いて©を押して、 
選択を決定します。 

圆 TOOLS/OPTIONS 

本機や DVD プレーヤー、ブルー レイディスク レコーダー 
のオプションメニューを表示、選択します。 

圃 MENU、HOME 

つないだオーディオ/映像機器やテレビの六ニューを表示 
します。 


ごま意 

• 機器によっては使えない機能もあります。 • AVI / C !) (田）の機能は、入力切り撰え用ボタン（固）を押す 

• 機能の説明は、例としてあげています。お使いの機器によって たびに自動的に切0換わ0ます。 

は、上記の操作びでさなかったり、説明されているとお0に動 
かない場合びあ0ます。 
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圆 ◄◄/ ►►リ 、 ■ぅ)、 111) 、 ►1)2) 、 I◄◄/ ►Wl) 

DVD プレーヤーやブルーレイディスクレコーダー 、 CD 
プレーヤー、 MD デッキ、カセットデッキ、デジタル 
ディアポートアダプターにつないだ機器などを操作しま 
す。 

画 PRESET +2)/-、 TV CH + 2 )/- 

つないだ機器のチャンネルなどを切0換えます。詳し< 

は、「多機能リモコンで化機を操作する」 （114 ページ）を 
ご覧ください。 

國 F1/F2 

BD または DVD (固）をす甲したあと、 F 1 または F 2 を巧し 
て操作モードを切0換えます。 

• 八ードディスクレつーダー 

F 1 : HDD 

F 2 : DVD プレーヤー、ブルーレイディスクレコーダー 
• DVD / VHS コンボプレーヤー 
F 1 : DVD プレーヤー、ブルーレイディスクレコーダー 

F 2 : VHS 

SLEEP (78 ぺージ） 

AMP (囲）を押したあと SLEEP を押して、ス U - プタ 
イマーを有効にし、本機の電源が自動的に切れるまでの時 
間を設定します。 

國 RM SETUP (81 ぺージ） 

國 THEATER 

"ブラビアリンク"対応製品とつないだとを、シアター機 
能を入/切します。 

國 TV 

テレビの操作を有効にします。 

國 SHIFT 

押してボタンを点灯させると、ピンク色でボタン名が表記 
されたボタンの操作が有効にな0ます。 

國 数字ボタン 

操作する機器の入力切0換え用ボタン（固）を巧したあ 
と 、 SHIFT (國）を押します。そのあとに数字ボタンを 
押して、 DVD プレーヤーやブルーレイディスクレコー 
ダー、 CD プレーヤー、 MD デッキのトラック、またはビ 
デオデッキや BS デジタルチューナーのチャンネルを選び 
ます。 

0/1日ボタンは、操作する機器によって0または1日として 
働をます。 

ヒント 

操作する機器がテレビの場を （TV (國）を押した場合）は、 
SHIFT (國）を巧さなくても、数字ボタンを押してチャンネ 
ルを選べます。 

國 V — 

を押してから数字ボタンを押すと、10於上の数字の 
DVD プレーヤーやブルーレイディスクレコーダー 、 CD 
プレーヤー、 MD デッキのトラック、またはテレビやビデ 
オデッキ、 BS デジタルチューナーのチャンネルを選べま 
す。 

機器によっては、 -/- を押さずに数字ボタンを押して選べ 
る場含わあります。 


國 PIP 

SHIFT (國）を押したあと PIP を押して、子画面 （PIP 
(Picture In Picture )) を表示します。 円 P を巧すと、子 
画面の表示び下のよラに変わ0ます。 

OFF (解除）一 EXT VIDEO IN 一 ZONE 2一 OFF (解 
除） 

國 HDMI OUTPUT CM ぺージ） 

國 GUI MODE (43 ぺージ） 

國 D に PLAY/d 

本体の表示窓やテレビ画面に表示される接続機器の情報を 
切り換えます。 

圃 RETURN/EXIT 八 

ブルーレイディスクレコーダーや DVD プレーヤー、 BS デ 
ジタルチューナーの六ニューやガイドがテレビ画面に表示 
されている場含、前の六ニューに戻るとをや六ニューを消 
すとをに押します。 

國寺 ‘ A * 

アルバムを選びます。 

國 use SKIP 

マルチディスクチェンジャーを使っているとをに、ディス 
クを選びます。 

國 MASTER VOL +/_ (46 ぺージ） 

TV VOL +/- 

TV (國）を押したあと TV VOL +/—を押して、テレビ 
の音量を調節します。 

國 MUTING (46 ぺージ） 

國 BD/DVD TOP MENU 、 巨 D/DVD MENU 

ブルーレイディスクレコーダーや DVD プレーヤー、テレ 
ビのメニューやガイドをテレビ画面に表示させるときに押 
します。 */♦/♦/*/ の （圆） を使って二：!一操作を行い 
まず。 

MACRO 1、 MACRO 2 (11 8 ぺージ） 

AMP (团）を押したあと MACRO "1 または MACRO 2を 
押してマク□操作を設定または実行します。 

1 ) 各機器を操作でをるその他のボタンについては、114ページ 
の表をご覧ください。 

2) 数字ボタンの日 / VIDEO 2および ►、 PRESET +/TV CH + 
には、己点（突起）が付いています。操作の目印として、お 
使いください。 


ごま意 

主画面で HDMI 入力を選んでいるとをは、® (固）を押しても、 
主画面と子画面の映像の入れ撰えはでさません。 
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接続とを備 


機器に合つた接続方法を確認ずる 

本機の天板にごま意文び記載された紙び貼日れている場合は、必ずはびしてか6本機をご使用ください。 
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5.1 チヤンネル 

映画館のよラなマルチチャンネル音声を巧分に楽しむ 
には、5本の スピーカー (フ□ント スピーカー : 2本、 
センター スピーカー： 1本、サラウンド スピーカー ：2 
本）およびアクティブサブウーファーび必要です （5.1 
チャンネル）。 

田フ□ントス ピーカー （ L ) 

回フ□ント スピーカー ( R ) 

因センタースピーカー 
囚ヴ ラウンド スピーカー （ L ) 

且ヴ ラウンド スピーカー 旧） 

田アクティブサブウーファー 


準備！：スピーカーを設置する 

本機では最大 7.1 チャンネル（スピーカー7本とアク 
ティブサブウーファー1本）のスピーカーシステムを 
構成でさます。 


スピーカーシステムの設置例 


7.1 チヤンネル(サラウンドバックスピーカー接 
続） 

5.1 チヤンネルにサラウンドバックスピーカーを1本 
(6.1 チヤンネル）または2本 （7.1 チヤンネル）追加す 
ることによって、 DVD やブルーレイソフトに記録され 
た 6. 1チヤンみレまたは 7. 1チヤンみレの音声を忠実に 
再現できるようになります。 

凸フ□ントス ピーカー （ L ) 

回フ□ントス ピーカー （ R ) 

因センタースピーカー 
旧 サラウンド スピーカー （ L ) 

且ヴラウンド スピーカー （ R ) 

白サラウンドバックスピーカー （ L ) 

旧 サラウンドバックスピーカー （ R ) 

田アクティブサブウーファー 

7.1 チヤンネル(フ□ント八イスピーカー接続） 

5.1 チヤンネルにフ□ント八イスピーカーを2本追加ず 
ることによって 、 Pro Logic llz モードなどの垂直ち向 
のヴウンドエフエクトを楽しむことびでさまず。 

凸フ□ントス ピーカー （ L ) 

回フ□ントス ピーカー （ R ) 

因センタースピーカー 
旧 サラウンド スピーカー （ L ) 

且ヴラウンド スピーカー 旧） 

田フ□ント八イスピーカー （ L ) 

D フ□ント八イスピーカ-旧） 

田アクティブサブウーファー 
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ちょっと一言 

• サラウンドスピーカーの推奨配置角度は11日'^です。また、ち 
よ0 30 cm 上高い位置に配置すると音場感び向上します。 

• サラウンドバックスピーカーはサラウンドスピーカーよ0後ち 
に配置し、サラウンドスピーカーと同じか、さらに高い位置に 
配置します。 

• 〇の角度はなるべく同じにします。後ちの壁びおい場合は、 
サラウンドバックスピーカーを高い位置に配置します。 



• 理想的な角度び確保でさない場含は、ヴウランドスピーカーお 
よびサラウンドバックスピーカーの位置び近づさすざないよラ 
に分散させて、なるべく左ち対称になるよラに配置してくださ 
い。 

• 理想的な角度び確保できない場をでも 、 「Speaker 
Relocation 」 を使って音源の位置を補正することびでをます 
(8 己ぺージ )。 ["Speaker Relocation 」 を有効に機能させるた 
めには、サラウンドスピーカーおよびサラウンドバックスピー 
カーの各ペアは、 9(7 より後方に配置してください。 

• フ□ント八イスピーカーは、なるべく前ちの壁におい位置に取 
り付けます。角度は2己〜3护、高さは16日〜20日 cm (推 
奨19日 cm ) です。スク U —ンをご使用の場合は、左ちはスク 
U —ンの両端のかし外の位置に配置します。 



• 6.1 チヤンネルのスピーカーシステムを構成する場をは、サラ 
ウンドバックスピーカーをリスニングポジションの真後ろに配 
置します。 



• アクティブサブウーファーには指向性があ0ませんので、お好 
みの場所に設置でをます。 





















スピーカー を接続する 

スピーカーコード類をつなぐとさは、必ず電源コードを抜いてください。 



因センタースピーカー 


囚ヴラウンド スピーカー （ L ) 

且ヴラウンド スピーカー （ R ) 

己サラウンドバックスピーカー （ L ) 2)4) 
囚ヴラウンドバックスピーカー旧） 2)4) 
田フ□ント八イスピーカー （ L ) 3)4) 


リ追加のフ□ントスピーカーを使用するとさは、 FRONT 回/ 
FRONT HIGH 端子につないでください。使用するフ□ント 
スピーカーを本機前面の SPEAKERS ( A / B / A + B / OF 円で 
選べます （35 ページ)。 

2) サラウンドバックスピーカーを1本のみ使用するとさは、 
SURROUND BACK (ZONE 2) L 端子につなし、でくた'さし、 


ごを意 

• ずべて80 L ツ上のスピーカーをつないだ場合は 、 Speaker メ 
こューの 「 Impedance 」 を「80」に設定してください。そ 
れがの場合は「40」に設定してください。詳しくは「準備 
8 :スピーカーを設定する」 （33 ページ）をご覧ください。 

• 電源コードをつなぐ前に、各スピーカー端モ間でコードの金属 
線び接触していないことを確認してください。 


ちよつと一言 

• 別のパワーアンプにつないでいるスピーカーに出力するために 
は 、 PRE OUT 端子を使用してください。 SPEAKERS 端子と 
PRE OUT 端子の両方から同じ信号び出力されます。例えば、 
フ□ントスピーカーだけを別のアンプにつなざたい場をは、そ 
のアンプを PRE OUT FRONT し R 端子につなざます。 

• 付属のスピーカーコード取付補助具を使ラと、楽に 
SPEAKERS 端テを緩めたり、締め付けたりできます。 


緩むが-力-]-隱補願 
稀まる 
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3) フ□ント八イスピーカーを使う場合は、 FRONT 回 / FRONT 
HIGH 端テにつないで<ださい。 

4) サラウンドバックスピーカーおよびフ□ントノ V イスピーカー 
を両方つなぐことびでさます。ただし、サラウンドバックス 
ピーカーおよびフ□ント八イスピーカーか5同時に音を出力 
することはでさません。 

おオートスタンバイ機能びあるアクティブサブウーファーをお 
使いの場合、映画鑑賞中はオートスタンバイ機能を OFF にし 
てください。オートスタンバイ機能び ON になっていると、 
アクティブサブウーファーへの入力信号のレベルによって自 
動的にスタンバイ状態にな0、音び出なくなることがあ0ま 
す。 


2 nd ゾーンの接続 


SURROUND BACK (ZONE 2) L R 端テを 2 nd 
ゾーンのスピーカー用に割り当てることがでさます。 
Speake 「_>< ニューの 「 Su 「 目 ack Assign 」 を 
rZ 0 NE 2 J に設定してください。 2 nd ゾーンの接続と 
操作について詳しくは、「マルチゾーン機能を使ラ」 
(65 ページ）をご覧ください。 


ごま意 

サラウンドバックスピーカーまたはフ□ント八イスピーカーあ0 
のスピーカーパターンを選んでいる場合、 2 nd ゾーンのスピー 
カーは使えません。 
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準備 2: テレビを接続する 

お持ちのテレビを HDMI OUT 端モや MONITOR OUT 端モにつなぐと、選んだ入力の映像を見ることがでさます。 
GUI (Graphical User Interface ) を使って本機を操作できます。 

すべての コー ドをつなぐ必要はありません。お持ちの機種にある端モにをわせて音声/映像 コー ドをつないで<ださ 
い。 



コンポーネント 
映像コード 
( 別売 ) 



HDMI 端子のないテレビ 


リオーディオリターンチャンネル （ ARC ) 機能対応のテレビの場合、テレビの音声は HDMI OUT A 端子を経由して本機につないだス 
ピーカーから出力されます。この場をは、 HDMI 設定メこューの 「Control for HDMI 」 を 「 ON 」 に設定してください （9 目ぺージ)。 
光デジタル接続コードまたは音声コードなど、 HDMI ケーブルし:!がから入力された音声信号を選びたい場をは 、 INPUT MODE で音声 
入カモードを切り換えてください （75 ページ)。 

2) 本機をオーディオ U ターンチャンネル （ ARC ) 機能対応のテレビと HDMI 接続している場合、テレビと本機を光デジタル接続コード 
でつなぐ必要はあ0ません。 

* ソニー 製の HDMI ケーブルをおすすめします。 
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テレビの 7 ルチチヤンネルサラウンドサウンド 
がちを楽しむには 

本機につないだスピーカーからテレビのマルチチヤン 
ネルサラウンド放送の音声を聞くことびでさます。テ 
レビの OPT に AL OUT 端テと本機の OPT に AL IN 端モ 
をつなぐか、オーデイオ U ターンチヤンネル （ ARC ) 
機能対応テレビの HDM I IN 端子と本機の HDM I OUT 
A 端子をつないでください。 


準備3:映像機器を接続ずる 


HDMI 端子のおる機おと接続ずる 


HDMI とは High-Definition Multimedia Interface の 
略で、映像信号と音声信号をデジタルで伝送するイン 
ターフェースです。 


HDMI 接続ででまること 

• 本機では HDMI で転送されたデジタル音声信号をス 
ピーカー端テと PRE OUT から出力できます。ドル 
ビーデジタル、 DTS 、 DSD 、 リニア戶 CM 、 AAC の 
各フォーマットに対応しています。詳しくは、「本機 
が再生でさる音声フォーマット」 （55 ページ）をご 
覧ください。 

•映像端テ、コンポーネント映像端子に入力したアナ 
□グ映像信号を、 HDMI に変換して出力でさます。 
映像を変換したとさ、音声信号は HDMI OUT 端テか 
ら出力されません。 

•本機は Deep Color 、" x . v . Color " および 3 D 伝送に 
対応しています。 

• 本機は HDMI 機器制御機能に対応しています。ただ 
し 、 HDMI OUT 目端子は HDMI 機器制御機能に対応 
していません。 


ごま 意 

• ケーブル類をつなぐとさは、必ず電源コードを抜いてくださ 
い。 

• MONITOR VIDEO OUT 端テにはテレビやプ□ジエクターな 
どの映像機器をつないでください。録画機器をつないでも、録 
画でをないことびあ0ます。 

•「Pass Through 」 を 「 OFF 」 に設定している場合、電源が 
入っていないと、映像わ音青わ伝送されません。再生機器の映 
像や音青を、本機を通してテレビに出力している場合は、本機 
の電源を入れてください。 

• テレビのアンテナのつなざかたによってはテレビの映像び乱れ 
ることびあります。この場合、アンテナを本機か5離して設置 
して < ださい。 


ちよつと一言 

• 本機は映像信号の変換機能を持っています。詳しくは、「映像 
の変換機能のごま意」 （2 日ページ）をご覧ください。 

• テレビの音声出力端子を本機の TV IN 端子につなぐと、テレ 
ビの音声を本機につないだスピーカーで聞けます。テレビの音 
声出力端子び巧変/固定切り換えの場合には、固定にします。 


筋誰かお話 
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DVD プレーヤー、ブルーレイディスクレコーダー、プレイステーシヨン 3 、八ードディスクレコーダー、 
BS デジタル / デジタル CS チューナーなど 





HDMI ヶーブル **( 別売） 

- 、 , -- 1 — 



审本機の HDMI IN 端子には HDMI 出力端子のあるあらゆる機器をつなぐことびでをますが 、 HDMI IN 4および日端テは、特に音質に 
配慮した入力端テです。 

ホ*ソこ一 製の HDMI ケーブルをおすすめします。 


ごま意 ちょっと一言 

ケーブル類をつなぐとをは、必ず電源コードを抜いてください。 ビデオカメラを HDMI IN 1、2および6端子につなぐと、簡単 

にビデオカメラの映像を見ることびでさます （72 ページ)。 
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接続ケーフルについて 

• High Speed HDMI ケーブルをご利用ください。 
Standard HDMI ケーブルの場合、1080 p、Deep 
Color または 3 D の映像び正しく表示できない場合び 
あります。 

• 認証を受けた HDMI ケーブルまたは ソニー 製の 
HDMI ケーブルをおすすめします。 

• HDMI - DVI 変換ケーブルの使用はおすすめしません。 
HDMI - DV 唆換ケーブルで DVI - D 機器をつないだ場 
合、音声や映像び出力されないことびあります。音 
声び正し<出力されない場合は、他の種類の音声 
コードやデジタル接続]-ドでつなざ、「百 Input 」 
の Option メニューにある 「Input Assign 」 の設定 
を行ってください。 

HDMI 端モのち続のごま意 

• HDMI IN 端テに入力された音声信号はスピーカー出 
力端テ、 PHONES 端子 、 HDMI OUT 端子 、 PRE 
OUT 端モか日出力ずることびでさます。他の音声端 
モか!5は出力されません。 

• HDMI IN 端テに入力された映像信号は 、 HDMI 
OUT 端モからのみ出力されます 。 VIDEO OUT 端モ 
と MONITOR VIDEO OUT 端子からは出力されませ 
ん。 

• テレビのスピーカーか6音声を出すときは 、 HDMI 
メニューの 「Audio Out 」 を nv + AMPJ に設定し 
てください。 「 AMP 」 に設定ずると、音声はテレビ 
のスピーカーから出力されません。本機か6マルチ 
チャンネル音声を出力する場合は、 「 AMP 」 に設定 
してください。 

•「Pass Through 」 を 「 OFF 」 に設定している場合、 
電源び入っていないと、映像ち音声ち伝送されませ 
ん。再生機器の映像や音声を、本機を通してテレビ 
に出力している場合は、本機の電源を入れてくださ 
い。 

• HDMI 端子からの音声信号（フォーマット、ヴンプ 
U ング周波数、ビット長など）は、つないだ機器に 
より制限されることびあります。 HDMI ケーブルで 
つないだ機器の映像びされいに映らなかったり、音 
び出力されないとさは、つないだ機器側の設定をご 
お認ください。 

• 再生機器から出力される音声のヴンプ U ング周波数 
やチャンネル数、音声フォーマットび切り換わった 
とさに、音声び途切れる場合びあります。 

• 接続機器び著作権保護技術 （ HDCP ) に対応してい 
ないために、本機の HDMI 出力端子からの映像や音 
声び乱れたり再生でさない場合びあります。このよ 
ラな場合は、接続機器の仕様をごお認ください。 

• High Bitrate Audio ( DTS-HD Master Audio 、 
Dolby TrueHD ) を楽しむには、プレーヤーの映像 
解像度を 720 p /1080 im 上に設定してください。 


DSD 、 マルチチヤンネル U ニア PCM を楽しむには、 
プレーヤーの映像解像度の設定び必要な場合びあり 
まず。プレーヤーの取扱説明書を参照してください。 
High Bitrate Audio ( DTS-HD Master Audio 、 
Dolby TrueHD )、 DSD 、 マルチチヤンネルリニア 
PCM は HDM 胺続でのみ楽しめます。 

3 D 映像を楽しむには、 3 D 表示に対応したテレビお 
よび映像機器（ブルーレイディスクレコーダー、"プ 
レイステーション 3" など）と本機を HDMI ケーブル 
でつなざ、 3 D メガネを装着したラえで、 3 D 対応の 
ブルーレイディスクなどを再生してください。 

各 HDMI 機器は、表記されている HDMI の Version で 
定義されている機能をすべて包括しているちのでは 
ありません。例えば Version 1.3 a 対応機器びすべて 
Deep Color に対応しているわけではありません。 

本機につないだ機器について詳しくは、各機器の取 
扱説明書を参照してください。 


筋誰か協話 


21 


同卽 

( COAXIAL ) 

デジタル 
接続コード 
(別売） 


：0AXIAL 

ぉ©^ 



ASSIQNABLEWPUTONU 



巧 ( OPT に AL 

デジタル接お 
コード(別売 



八 II II 




II V. 

7* - 

— ^ 


1 し 





- 


音青コード(別売） モノラル音青コード(別売） 

审 OPT に AL 端子のある機器をつなぐときは、 Inp 山メニューの 「 InputAssian 」 を設定してください （76 ぺージ)。 


ごま意 

• ケーブル類をつなぐとさは、必ず電源コードを抜いてくださ 
い。 

• マルチチャンネルのデジタル音声を出力するために、 DVD プ 
レーヤー、ブルーレイディスクレコーダー側でデジタル音声出 
力の設定をする必要びあります。詳しくは、 DVD プレーヤー、 
ブルーレイディスクレコーダーの取扱説明書を参照して<ださ 
し、。 


DVD プレーヤーやブルーレイディスクレコーダーには 
SURROUND BACK 端テがないことびあります。 


HDMI 端子のない機器と接続する 


DVD ブ レー ヤ ー、 ブルーレイディスクレコーダーをち続ずる 

すべての コー ドをつなぐ必要はありません。お持ちの機種にある端テに合わせて音声/映像 コー ドをつないでくださ 
い。 


DVD プレーヤー、ブルーレイディスクレコーダー 
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BS デジタル/デジタル CS チューナ ー、 ケーブルテレビ(セットトップボックス)を接続ずる 

すべての コー ドをつなぐ必要はありません。お持ちの機種にある端テに合わせて音声/映像 コー ドをつないでくださ 
し、。 


TUNER \ ^ 
'«© © 


SPEAKERS 




BS デジタル / デジタル CS チューナー、ケーブルテレビ ( セットトップボックス)など 
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お (OPTICAL) 

デジタル接続 
コード ( 別売） 



音青コード 
( 別売） 


映像コード 
( 別売） 


コンポーネント 
映像コード ( 別売 ) 




ごま 意 

ケーブル類をつなぐとをは、必ず電源コードを抜いてください。 
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ビデオカメラ、テレビゲームを接続ずる 



ごま意 

ケーブル類をつなぐとをは、必ず電源コードを抜いてください。 


DVD レコーダー、ビデオデッキを接続ずる 

すべての コー ドをつなぐ必要はありません。お持ちの機種にある端モにをわせて音声/映像 コー ドをつないで<ださ 
い。 




音声コード 
(別就 



映像コード 
( 別売） 
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映像信号の巧換機能について 

本機には映像信号の変換機能びあります。 

• コンポジット映像信号を HDMI 映像信号、コンポーネント映像信号に変換でさます。 

• コンポーネント映像信号を HDMI 映像信号、コンポジット映像信号に変換でさます。 

初期設定では、下の表のよラに、つないだ機器か6の映像信号を HDMI OUT 端モまたは MONITOR OUT 端モか6 
出力します。お使いのモニターの解像度にあった映像変換機能に設定することをおすずめしまず。映像変換機能の詳 
細については、映像設定 （ Video )」（94 ページ）をご覧ください。 


^-^-^__ 出力端子 

入力信号（つなぐ端子 r ^-^-^ 

HDMI OUT A/B 

COMPONENT VIDEO 

MONITOR OUT 

MONITOR VIDEO OUT 

HDMI 映像 

(HDMI IN 1/2/3/4/5/6*) 

O 

X 

X 

コンポジット映像 (VIDEO IN ) 

O 

O 

O 

コンポーネント映像 （COMPONENT 
VIDEO IN ) 

o 

O 

O 


〇 :映像信号を出力します。 

X :映像信号を出力しません。 

* HDMI 信号は、コンポーネント映像信号、コンポジット映像信号に変換でさません。 


映像の変換機能のごを意 

• ビデオデッキか日のコンポジット映像信号を変換し 
たちのをテレビにつないでいる場合、映像信号の状 
態によってはテレビの映像び横ち向にずれたり、映 
像び出なくなる場合びあります。 

• 変換された映像信号は VIDEO 1 OUT 端テからは出 
力されません。 

• 画質向上回路 （ TBC など）を搭載したビデオデッキ 
などを再生するとさ、映像び乱れたり出なくなるこ 
とびあります。 

この場合、ビデオデッキなどの画質向上回路 （TBC 
など）をオフにしてお使いください。 

• COMPONENT VIDEO MONITOR OUT 端テへ出 
力される信号の解像度は11251 (10801) まで、 
HDMI OUT 端テへ出力される信号の解像度は 
1125 p (1080 p ) まで変換でさまず。 

. 著作権保護情報び入っている映像信号の解像度を変 
換するとき 、 COMPONENT VIDEO MONITOR 
OUT 端テには解像度の制限びあります。 
COMPONENT VIDEO MONITOR OUT 端テへの 
出力は 5 2 5 p (480 p ) /625 p (576 p ) の解像度ま 
でとなりまず 。 HDMI OUT 端テには制限びありませ 
ん。 

• 解像度変換した映像信号は 、 COMPONENT 
VIDEO MONITOR OUT 端テと HDMI OUT 端テに 
同時に出力でさません。両方につないでいる場合は、 
映像信号は HDMI OUT 端子から出力されまず。 


• MONITOR VIDEO OUT 端テ 、 COMPONENT 
VIDEO MONITOR OUT 端テの両方の端テから映像 
を出力したい場合は、 Video メニューの 
「 Resolution 」 の設定を 「 AUTO 」 または「4801/ 
5761」に設定してください。 

録画機器をごなぐには 

録画する場合は、録画機器を本機の VIDEO OUT 端テ 
につないでください 。 VIDEO OUT 端テには映像変換 
機能びないので、入力信号と出力信号は同じ種類の端 
子につないでください。 


ごを 意 

HDMI OUT 端モや MONITOR OUT 端テからの出力信号は、正 
しく録画でさない場合びあります。 
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ください。スーパーオーディオ CD プレーヤーの取扱 
説明書ちあわせて参照してください。 

• スー；（ーオーディオ CD のデジタル音声はデジタル録 
音でさません。 

複数のデジタル機器を同時につなぞたいとを 
に、巧いている入力端子がない場合は 

r 他の入力か S の音声/映像を楽しむ （Input 
Assian)」（76 ぺージ）をご覧ください。 
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スーパーオーディオ CD プレーヤーでスーパー 
才ーディオ CD を再をずるとをのごを意 

• 本機の COAXIAL SA-CD/CD IN 端テにつないだ 
スーノ（ーオーディオ CD プレーヤーでスーノ（一才一 
ディオ CD を再生してち、音声は出力されません。 
スーパーオーディオ CD のディスクを再生するには、 
本機の MULTI CHANNEL INPUT または SA-CD/ 
CD IN 端テにつなぐか、 HDMI 端テから DSD 信号名 
出力でさる機器と本機を HDMI ケーブルでつないで 
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デジタルメディア 
ポー トアダプター 



ごま意 

• ケーブル類をつなぐとさは、必ず電源コードを抜いてくださ 
い。 

• 光デジタル接続コードをつなぐとさは、カチッと音びするまで 
まっすぐにプラグを差し込んでください。 

• 光デジタル接続コードを折0巧げた0、結んだ0しないでくだ 
さい。 

• デジタルメディアポートアダプターをはずすとさは、コネクタ 
の側面を押しなび5はずしてください。コネクタは□ックで固 
定されています。 


ちよつと一言 

本機の DIGITAL 音靑入力端子はすべて、 32 kHz、44.1 kHz、 
48 kHz、88.2 kHz、96 kHz のサンプリング周波数に対応して 
います。 


準備 4 :才ーデイオ機器を接続する 


デジタル音声出入力端子のおる機器 _ 

スーパーオーディオ CD/CD プレーヤーや MD デッキ、デジタルメディアポートアダプターの接続例です。 
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, _ SURROUND _ + 



お持ちのスーパーオーディオ CD プレーヤーなどにマルチチャンネル音声出力端子がある場をは、本機の MULTI 
CHANNEL INPUT 端子につないで、マルチチヤンネル音声を楽しむことがでさます。外部のマルチチヤンネルデ 
コーダーとつなぐためにマルチチヤンネル入力端テを使用することをでさます。 


MULTI CHANNEL OUT スーパーオーデイオ CD プレー 



ごま意 

• ケーブル類をつなぐとさは、必ず電源コードを抜いてくださ 
い。 

• スーパーオーディオ CD プレーヤーには SURROUND 
目 ACK 端子びないことびあります。 


• サラウンドバックスピーカーなしのスピーカーパターンを選ん 
でいる場合、 SUR 巨 ACK 端テに入力した信号は無効になりま 
す。 

• MULTI CHANNEL INPUT 端子に入力された音声信号は、録 
音出力端モか5は出力されません。音声信号は録音でさませ 
ん>。 


マルチチヤンネル音声出力端子のある機器 
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C ilTAL 



アナログ音声出力端子のある機器 


スーパーオーデイオ CD プレーヤーや CD プレーヤー、 MD デッキ、カセットデッキ、レコードプレーヤーなどアナ □ 
グ端モのある機器の接続例です。 



音声コード(別売) 





レコードブレーヤー 



ごま 意 

• ケーブル類をつなぐとさは、必ず電源コードを抜いてくださ 
い。 

• お持ちのレコードプレーヤーにアース線び付いているとさは、 

ノ Vム音を防ぐために、アース線を本機の/^ SIGNAL GND 端 
テにつないで < ださい。 


本機の PHONO 入力は MM カートリツジに対応しています。 



召 

曰 

曰 

C5 


1接。"◎③ 



◎③ 



還！^ ◎ ◎ 
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準備 5: AV マウスを接続する 

付属の AV マウスを本機につないだ機器に取り付けてください。本機につないだ機器を AV マウスをかして画面 U モコ 
ン（クイッククリック）で操作できまず。 



AV マウス(付属) 


赤外線送信部 

U モコン受巧部 


AV マウスで2台の機器を操作したいときは、機器と AV 
マウスを下の図のように設置してください。 


AV マウス 



2台の機器の U モコン受光部び左の図のよラに並んだ 
位置にない場合、 AV マウス （ VM -50、 別売）を別途1 
台お買いホめのラえ取り付けていただく必要びありま 
す。 


本機につないだ機器の取扱説明書を参照して U モコン 
受光部の位置をお認し、受光部の真上または真下に AV 
マウスを置さます。ソニー製レコーダーおよび他のソ 
ニー製品の U モコン受光部は回マークで識別でさま 
す。このとさ、 AV マウスの裏面シールはまだはびさな 
いで < ださい。 

設定を行つたあと、 AV マウスの裏面シールをはびし、 
AV マウスを所定の位置に固定してください。 


ごを意 

本機につないだ機器の設定について詳しくは、各機器の取扱説明 
書を参照してください。 
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準備 6: ネットワークに接続ずる 

ホームネットワークと DLNA 巧麻機器の設定をします。 
お使いのパソコンびインターネットに接続されている 
場合は、本機ち有線 LAN 経由でインターネットに接続 
することびでさます。 


必要なシステム構成 


本機のネットワーク機能を使ラには、 LU 下のシステム 
環境び必要です。 

ブ□-ドバンド回線 

SHOUTcast を聞いたり、本機のソフトウエアアップ 
デート機能を使ったりするためには、インターネット 
に接続でさるブ□ー ドバンド回線び必要です。 

モデム 

ブ□ー ドバンド回線に接続し、インターネットで通信 
するための機器です。ルーターと一体型のモデムちあ 
ります。 


ルータ_ 

• ネットワーク上のコンテンツを楽しむためには、 

100 MbpsU •(上の通信速度に対応したルーターをお 
使いください。 

• DHCP サーバー機能内蔵のルーターをおすすめしま 
す。 DHCP サーバー機能は LAN 上の IP アドレスを自 
動的に割0当てるちのです。 

LAN ケースレ 

• カテゴ U — 5準拠の LAN ケーブルをおすすめします。 
フラットタイプの LAN ケーブルにはノイズの影響を 
受けやすいちのびあります。ノーマルタイプの LAN 
ケーブルをおすすめします。 

• 電気機器か!5の電源ノイズのある環境やノイズのを 
いネットワーク環境で本機をお使いの場合は、シー 
ルドタイプの LAN ケースレをお使いください。 


ごを 意 

インターネットへの接続ち法は、お使いの機器、プ□バイダー、 
バソコン、ルーターによって異なります。 
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ごま意 

• 無線接続していると、パソコンでの音声の再生びとをどさ逮切 
れることびお0ます。 


ルーターは1本の LAN ケーブルで本機のポート1から4のい 
ずれか1つにつないでください。同じルーターと本機を2本 
似上の LAN ケーブルでつなびないで<ださい。故障の原因と 
なります。 


本機とパソコンで構成したホームネットワークの接続例です。 
有線での接続をおすすめします。 



ち続の例 


1 "©。"© © 
ii ©" i @ ◎ 
i "© i "© © 


i "© i "© © 


li ® ii ◎戀 
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準備 7: 本体とリモコンを準 
備する 


電源コードをつなぐ 


付属の電源コードを本機後面の AC IN 端子につなざ、 
電源コードのプラグを壁のコンセントにつなざます。 
また、お持ちの機器の電源コードを本機の電源コンセ 
ント （AC OUTLET 端テ）につなぐことびできます。 




本機後面に電源コードを奥まで差し込んでち、プラグ 
と本機後面の間に数5 U の隙間びでさますび、これで 
正し< つなびれていまず。 

電源コードについて 



付属の電源コードには、上の図の位置に A マークびあ 
ります。これはよりよい音質にずるために、壁のコン 
セントの差し込み□との極性を合わせるためです。壁 
のコンセントの差し込み□に長短びある場合は 、 A 
マークのある側を長い穴に差し込んでください。 


本機を初めておほいになるとをは 
(本機を初期設定状態にする） 


本機を初めてお使いになるとさは、必ず LU 下の手順で 
本機を初期設定状態にしてください。 

また、本機をお使いになったあと、設定した内容など 
をお買い上げ時の状態に戻したいとさち、 LU 下の手順 
を行ってください。 


1 /( 1 ) 


TONE MODE HDMI IN 



11/ のを巧して、本機の電源を切る。 

2 TONE MODE と HDMI IN を巧しなび5、 
1/のを巧して、本機の電源を入れる。 

3 2、3秒後に TONEMODE と HDMIIN を離 
ず。 

表お窓に 「MEMORY CLEARING ..」 と表示さ 
れたあと 、 「MEMORY CLEARED !」 と表示され 
ます。 

初期設定から変更、調整された設定はすべて初期 
化されます。 


本機を再起動する 

本機の不具をで本機またはリモコンのボタンが働かな 
くなった場をは、本機を再起動してください。 

11 /(!) を押して、本機の電源を切る。 

2 1 / のを10秒押し続ける。 

本機が再起動します。1/のの上のランプが緑色で点滅 
すると、再起動完了です。 


ごま意 

• お持ちの機器の電源コードに極性びある（白線または刻印び付 
いている）とさは、白線のある側を本機の AC OUTLET の白 
線のある側（アース側）へ差し込みます。 

• 本機後面の電源コンセントは連動 （SWITCHED) です。本機 
の電源び入っているときのみ、つないだ機器に電源を供給でき 
ます。 

• AC OUTLET 端テにつなぐ機器の消費電力のを計び100 W を 
超えないよラにしてください。また、テレビや家電製品（アイ 
□ンなど）は、つなびないで<ださい。故障の原因とな0ま 
す。 


• 電源コードを差す前に、各スピーカー端子間でコードの金属線 
が接触していないことを確認してください。 

• 電源コードをしっかり差し込んでください。 

• 初期化が完了するまで30砂ほどかかります。表示窓に 
「MEMORY CLEARED!」 と表示されるまで電源を切らない 
で < ださい。 
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リモコンに電池を入れる 


® と©の向さををわせて、多機能リモコン、簡単リモ 
コンのぞれぞれに単3形マンガン乾電池（付属）2個を 
入れます。 



準備8:スピーカーを設定す 
る 


スピーカーインピーダンスを設定する 


お使いの スピーカーにを わせて スピーカーインピーダ 
ンスを 設定してください。 



. */*/*、@ 


MENU 


MENU を巧ず。 

ニューがテレビ画面に表示されます。 


旦> 

Input 

〇 BD 

n 

〇 DVD 

田 

SAT/CATV 


ごま意 

• 極端に温度や湿度の高い場所にリモコンを放置しないでくださ 
い。 

• 乾電池の使いかたを誤ると、液われや破裂の恐れびあ0ます。 
次のことを必ず守ってください。 

一 ® と©の向をを正し<入れて<ださい。 

一新しい乾電池と使った乾電池、または種類の違ラ乾電池を 
混ぜて使わないでください。 

一乾電池は充電しないでください。 

一長い間 U モコンを使わないとさは、乾電池を取0出してく 
ださい。 

一液もれしたとさは、電池入れに付いた液をよくふさ取って 
から新しい乾電池を入れてください。 

• 電池交換時に、 U モコンにプ□グラムした内容び消える場をび 
あ0ます。その場をは、再登録してください （118 ページ)。 

• U モコンを使ラとをは、リモコン受光部回に直射日光や照明器 
具などの強い光び当たらないよラにごミ主意ください。誤動作の 
原因とな0ます。 


ちよつと一言 

乾電池の残りびかなくなると U モコンで操作でさる範囲が狭くな 
0ます。これを目安にして、新しい乾電池に交換してください。 


筋諭かお誦 
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2 ♦/* をくり返し巧して「さ jSettings 」 を選 
び、任)または■►を巧す。 

Se 扣 ngs メニューび表示されます。 



3 ♦/* をくり返し巧して 「 Speaker 」 を選び、 
贷または*を巧す。 



Speaker 


〇 Impedance 80 

お手持ちのスビーカーに合わせ 
インビータンスを設定しまず。 


な Speaker Pattern 
〇 Center Mix OFF 


4 ♦/* をくり返し巧して 「 Impedance 」 を選 
び、©を押す。 



5 ♦/* をくり返し巧してお使いのスピーカー 
に合わせて「 40 」または rsn 」 を選び、©を 
巧ず。 

還んだ数値でお定します。 


〇 

□ □ speaker ► 

Impedance 40 


お手持ちのスビーカーに合〇せ 


インビーダンスを設定します。 


〇 speaker Pattern 


Q Center Mix OFF 


メニューを消ずには 


MENU を巧します。 


スピーカー パ ター ンを選ぶ 


お使いの スピーカー システムに合わせて スピーカー パ 
ターンを選んでください。 

1 MENU を巧ず。 

メニューびテレビ画面に表示されます。 

2 ♦/* をくり返し巧して「古 Settings 」 を選 
び、©または■►を巧ず。 

Settings >^ ニューが表示されます。 

3 ♦/* をくり返し巧して 「 Speaker 」 を選び、 
@または*を巧ず。 

4 ♦/* をくり返し巧して 「Speaker PatternJ 
を選び、©を巧ず。 

スピーカーノ（ターン画面び表示されます。 


ごを意 

• お使いのスピーカーのインピーダンスび不明のとさは、スピー 
カーの取扱説明書を参照して<ださい（通常、スピーカー後面 
にインピーダンスが表示されています）。 

• すべて80 ULL の スピーカーを つないだ場合は、 
「Impedance」 を 「80」に設定してください。それ]がが)場 
合は「40」にしてください。 


• FRONT 回と FRONT 回/ FRONT H に H 端テの両方に ス 
ピーカーを つないで使ラ場をは、80似上の スピーカーを つな 
いで < ださい。 

-160似上のスピーカーを回と回/ FRONT HIGH 端テの 
両方につないだと对ま、 「Impedance」 を「80」に設定 
して < ださい。 

一それ政がのとをは、「40」に設定してください。 
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5 ♦/* * をくり返し巧してお好みのスピーカー 
パターンを選び、©を巧す。 

6 RETURN/EXIT cTk を押ず。 


サラウンドパックスピーカーを設定す 
る 


SURROUND BACK (ZONE 2) 端テにつないだス 
ピーカーの使いかたを用途に応じて切り換えることび 
できます。自動音場補正を行う前に必ず rSur Back 
AssianJ の設定をしてください。 


1 MENU を巧す。 

メニューびテレビ画面に表示されます。 

2 ♦/* をくり返し巧して「古 Settings 」 を選 
び、运)または■►を巧ず。 

Se 比 ngs メニューび表示されます。 

3 ♦/* をくり返し巧して！ ' Speaker 」 を選び、 
贷または*を巧ず。 

4 ♦/* をくり返し巧して rSurBackAssign 」 
を選び、任)を押ず。 


5 ♦/* をくり返し巧してお好みのパラメー 
ターを選び、©を押ず。 


パラメーター 

内容 

OFF 

SURROUND BACK (ZONE 2) 端子 
をサラウンドノくックスピーカー接続用 
に使用することができます。 

BI-AMP 

SURROUND BACK (ZONE 2) 端子 
をフ□ントスピーカーのバイアンプ接 
続用に使用することができます。 

Z 0 NE 2 

SURROUND BACK (ZONE 2) 端子 
を 2 nd ゾーン接続用に使用することが 
でをます。 

6 RETURN/EXIT 八を押ず。 


フ □ントス ピーカーを 還ぶ 

使用するフ□ントスピーカーを選びます。 

SPEAKERS(A/B/A+B/OFF) 



SPEAKERS ( A / B / A + B / OFF ) を、く り返し巧 
して、使用ずるフ□ントスピーカーシステムを 
選ぶ。 

图または图どち!5のスピーカー端テび選ばれている 
か、表示窓でお認することびでさまず。 


表示 

選ばれる スピーカー システム 


FRONT 因端子につないだスピーカー 

BsTi ] * 

FRONT 国/ FRONT HIGH 端子につない 
だスピーカー 

mm 中 

FRONT 回と FRONT 固/ FRONT HIGH 
端子につないだスピーカー（パラレル接 
続） 

表示窓に 「SPEAKERS OFF 」 と表示され 
ます。 

すべてのスピーカー端子と PRE OUT 端子 
から音声が出力されません。 

* フ□ント八イスピーカーありのスピーカーパターンを選んでい 
る場合は選べません。 


ごを意 

• rSur Back Assign 」 は、サラウンドバックスピーカーおよび • ヘッドホンびつなびっているときは 、 SPEAKERS ( A / B / 

フ□ント八イスピーカーなしのスピーカーバターンを選んでい A + 日/ OFF ) の設定はお効です。 

る場合に設定することびでさます。 
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準備 9: 自動で スピーカー を 
設定ずる 

泊動音場捕正ぉ齡 

D . C . A . C . (Digital Cinema Auto Calibration (自動 
音場補正)）機能によって、各スピーカーと本機の接続 
やスピーカーのレベル、各スピーカーと視聴位置の距 
離などを自動的に測定し、最適な音声ノ（ランスを設定 
します。 


測定をずる前に 


• スピーカーを設置、接続してください （14 〜17ペー 
ジ)。 

• AUTO CAL M に端子は付属の測定用マイク専用で 
す。他のマイクはつなびないでください。本機やマ 
イクの故障の原因となります。 

• 測定中は大さな測定音び出ます。音量は調整でさま 
せん。おモ様や隣近所への配慮をお願いします。 

• 測定音!;•(外の音び入6ないよラに、静かな環境で測 
定してください。 

•スピーカーとマイクの間に障害物びあると正しく測 
定でさません。測定開始前に測定エ U ア（機器の設 
置ェ U ア）の外側に出てください。 



1スピーカーパター ンを選ぶ (34 ぺージ)。 

フ□ント八イスピーカーをつないでいる場合は、 
測定のたびにフ□ント八イスピーカーありのス 
ピーカーパターン巧/■.■または4/国. ■) を還ん 
でください。正しいスピーカーパターンを選んで 
いないと、フ□ント A イスピーカーの特性は測定 
されません。 

なお、5に.■または4/2.■のよラなスピーカーパ 
ターンで測定してち、本機にサラウンドバックス 
ピーカーやアクティブサブウーファーをつないで 
いる場合は、検出されたスピーカーをすべて使ラ 
スピーカーパターン （5/4.1 など）に自動的に設 
定されます。使用したいスピーカーの数を変更す 
る場合は、測定後にお好みのスピーカーパターン 
を手動で選び直してください。 

サラウンドパックスピーカーやアクティブヴブ 
ウーファーの測定値は本機に保存されているため、 
あとか日5/4.■など、それ！5のスピーカーびある 
スピーカーパターンに戻すことちでさまず。 


2 測定用マイク咐属)を本機前面の AUTO 
CAL M に端子につなぐ。 


ごま意 

• 下の場合、正しく測定でさないか、自動音場補正機能び実行 • 消音機能を設定している場を、機能を解除してください。 

されません。 

-へッドホンをつないでいる。 

ーダイ ポールスピーカー などの特殊な スピーカーを つなし、で 
いる。 

一 2 rid ゾーン、 3 rd ゾーンでマルチゾーン機能を使用してし、 

る。 
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3 マイクを設置ずる。 

マイクは実際に視聴する位置に設置します。耳と 
同じ高さになるように、台や=脚を使って固定し 
てください。マイクの L をフ□ントスピーカー L 
に、マイクの R をフ□ントスピーカ ー R に合わせ 
て < ださい。 


• サンプ U ング周波数び176.4 kHz U 上の Dolby TrueHD 
信号を受信している場合は、測定結果は反映されません。 

4) •サンプ U ング周波数び 88.2 kHz liLh の信号は、ちとの周 
波数にかかわらず 44.1 kHz または48 kHz で再生されま 
す。 

• サンプ U ング周波数び176.4 kHz ULh の Dolby TrueHD 
信号およびサンプ U ング周波数び 88.2 kHz な上の DTS - 
HD 信号を受信している場合は、測定結果は反映されませ 
Aj 。 


アクティブサブウーファーの設定について 

• アクティブサブウーファーをつないでいる場合は、 
電源を入れて、音量を上げておいてください。音量 
は、ボリューム （ LEVEL ) つまみを半分または半分 
よりややルさめの位置にしてください。 

• ク□スオーバー周波数の設定機能びある場合は、最 
大に設定してください。 

• オートオフ設定機能びある場合は、オフ（無効）に 
してください。 



本機をプリアンプとしてほ5場合は 

本機をプ U アンプとして使ラ場合ち、自動音場補正機 
能を使うことびでさます。 

この場合、スピーカーの距離として表示される数値は、 
実際の距離と異なる場合びありますび、そのまま使つ 
て問題ありません。 



MENU 


1 MENU を巧す。 

メニューびテレビ画面に表示されまず。 


百 > 

Input 

〇 BD 

n 

〇 DVD 

な 

SAT/CATV 

... 


測定する 


自動音場補正機能は LU 下の項目を測定します。 

• スピーカーの有無 1 ) 

• スピーカーの極性 
• スピーカーの 距離 2 ) 

• スピーカーの サイズ 2 ) 

• スピーカーの レベル 
• 周波数特性 ( EQ ) 2 ) 3 ) 

• 周波数特性（位相） 2 ) 4 > 

リマルチチャンネル入力を還んでいる場合、センタースピー 
力一、 アクティブサブウーファーに対してのみ、アナ□グダ 
ウン5ックス処理で補正します。その他のスピーカーに巧し 
ては、補正は無効です。 

2) 下の場合は、測定結果は反映されません。 

ーマルチチャンネル入力を選んでいる。 

-に ch Analog Direct 」 を使用している。 

3) •サンプ U ング周波数び176.4 kHz ULL の信号は、わとの周 

波数にかかわらず 44.1 kHz または48 kHz で再生されま 
す。 


2 ♦/* をくり返し巧して 「さ Settings 」 を選 
び、贷または■►を巧ず。 

Se 比 ngs >< ニューが表示されます。 



ごま意 

• 2つのスピーカーの中むに測定用マイクの位置を決める場合、 • お使いになるアクティブサブウーファーの特性によっては、距 

2つのスピーカーの間の角度が狭いと、左ちのスピーカーを適 離の設定値び実際の配置よりわ遠くなることびあります。 

切に測定することがでさません。 


II 
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3 ♦/* をくり返し巧して 「Auto Calibration 」 
を選び、任)または■►を巧す。 


ブ 3 Auto Calibrations 

〇 

Quick Setup 



リスニングポジション1の 



自動音場補正を開始します。 


〇 

Enhanced Setup 


な 

A.P.M. AUTO 


6 「開始」を選び、這)を巧ず。 

5秒後に測定び開始されます。測定び終わると、 
終了音び鳴り、測定結果び表示されます。 



4 ♦/* をくり返し巧して 「Quick Setup 」 を選 
び、任)を巧す。 

測定でさる項目び表示されまず。 


さ Auto Calibration 

S 帥 ■ aa ロロ aa 

測をずる I 頁目にチェック巧してください。 

〇(スピーカーの 距稚 ） 

り スピーカーの レベル r 

な スピーカーの 巧液担!特せ 


(RETURN) 戻る 


5 ♦/* をくり返し巧して測定したくない項目 
を選び、©を巧してチェックをはずし、■►を 
巧ず。 

測定開始のお認画面び表示されます。 


■£• Auto Calibration 

Step ■■ロロロロロ 

測を用マイクをリスニングポジションに置いて 
測定を開おしてください。 


閱抬 


(RETURN) Ma 


7 r 次へ」を選び、©を巧ず。 

「測定結果を保存しまずか？」と表示されまず。結 
果を保存する場合は、 r 測定結果を保存する」巧9 
ページ）に進んでください。 

画面にエラーコードや警告表示び表おされた場合 
は、「自動音場補正の測定後に表示されるメッセー 
ジの一覧」 （40 ページ）をご覧ください。 


さ Auto Calibration 

Step 

測定結果を巧巧しますか？ 

< 

I はい } 〔 いい无 ) 


(RETURN) 戻る 


測定を中止ずるには 

ボ U ユーム操作、機能の切り換え、本体の 
SPEAKERS ( A / B / A + B /0 FF ) の切り換え、ヘッド 
ホンの接続で中止されます。 


ごま意 

スピーカーび逆相のときは、「〇山 Phase 」 とテレビ画面に表示 
されます。スピーカーの+/—端テび逆に接続されている可能性 
びあります。スピーカーによっては接続が正しくても表示される 
場合びあります。スピーカーの仕様によるものですので、そのま 
ま使って問題ありません。 


ちよつと一言 

• 測定中に有効な操作は電源の入/切のみです。その他の操作は 
無効です。 

• Speaker メこューの 「Distance Unit 」 で距離の単位を切り 
換えることびできます。 
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測定結まを巧をする 


次の手順で自動音場補正の測定結果を保存でさます。 

1 r 測定ずる」 （37 ぺージ)の手順7で、 ♦/ ■►をく 
り返し巧して r はしりを選び、贷を巧す。 

補正タイプの選択画面び表示されます。 


SSS Auto Calibration 

Step ■■■■■■■ 

補正の種巧を遣巧して < ださい。 

• ( Full Flat ) 

• Engineer 

参 Front Reference > 

• User Reference 

• OFF 

各スビーカーの周波巧測是値を平 5 にします。 


2 ♦/* をくり返し巧して補正タイプを選び、 
©を巧ず。 


補正タイプ 

説明 

Full Flat 

各スピーカーの周波数特性を平らにしま 
す。 

Engineer 

ソニー基準の U スニングルームの周放数 
特性にします。 

Front 

Reference 

すべてのスピーカーの特性をフ□ントス 
ピーカーの特性に整えます。 

User 

Reference 

Setup Manager で調整した周蔽数特性 
にします。この補正タイプは Setup 
Manager で周波数特性を調整した場合 
のみ表示されます （63 ページ)。 

OFF 

自動音場補正のイコライヴーをオフにし 
ます。 


測定結果び保存されます。 


3 ■►を巧ず。 

終了画面び表示されます。 


ち Auto Calibration 


自動音場補正の設定を巧をしました。 


( 完了 ) 

( RETURN ) 房る 


4 「完了」を選び、©を巧す。 


測定結果を確認ずる 


「測定する」巧7ページ）の手順7でエラーコードや警 

告表示び表示された場合は、表示をお認し、本機をそ 

のままお使いください。または、必要に麻じてちう一 

度測定してください。 

測定中にエラーが巧をしたとをは 

1 r 測定は終了しましたび、測定結果にま意事項びあり 
ます。お認しまずか？」と表示された場合、 ♦/* を巧 
して「はい」を選び、©を巧す。 

測定結果の詳細をお認して (40 ページ)、適切な対処 
をして < ださい。 

2 ♦/ ■►を巧して 「 RETRY 」 を還び、©を巧す。 

3 r 測定ずる」巧7ページ)の手順6から7をくり返す。 

エラーび発ちした測定結まをそのまま巧巧するには 

1 r 測定は終了しましたび、測定結果にま意事項びあり 
ます。お認しまずか？」と表示された場合、 ♦/* を巧 
して r いいえ」を還び、任)を巧す。 

2 「測定結果を保存する」巧9ぺージ)にしたびって、測 
定結果を保存する。 


ごま意 

• 周波数特性の補正結果を反映すると、サンプリング周波数が 
88.2 kHz 政上の信号は、ちとの周波数にかかわらず 
44.1 kHz または48 kHz で再生されます。 

• 下の場合は、周波数特性の補正結果は反映されません。 

ーマルチチヤンネル入力を選んでし''る。 

-に ch Analog Direct 」 を使用している。 

-サンプリング周波数び176.4 kHz 政上の Dolby TrueHD 
信号を受信している。 


ちょっと一言 

• 測定中に有効な操作は電源の入/切のみです。その他の操作は 
無効です。 

• Speaker メこューの 「Distance Unit 」 で距離の単位を切り 
換えることびでをます。 

• スピーカーのサイズ （ LARGE / SMALL ) は低域特性で判定し 
ます。測定結果は測定用マイクの位置、スピーカーの位置、部 
屋のおなどによって変わる場合びあります。測定結果のまま使 
うことをおすすめしますび、 Speaker メニューで設定を変更す 
ることわでさます。測定結果を保をしてから変更してください。 

• アクティブサブウーファーの位置によって極性の判定び異なる 
場合びあります。測定結果のまま使って問題ありません。 




























自動音場捕正の測定をに表示されるメッセージの一覧 


表示 

原因と対策 

Code 30 

へッドホンが挿入されていまず。へッドホンをはずして再測定してください。 

Code 31 

SPEAKERS ( A / 目/ A + 目/ OFF ) が OFF になっています 。 SPEAKERS ( A / 目/ A + 巨/ OFF ) を音が出る状態にして、 
再測定してください。 

Code 32 

どのチャンネルからち音が検出されませんでした。測定用マイクが正しくつながっていることを確認し、再測定し 
てください。つながっている場合は測定用マイクが断線していることが考えられます。 

Code 33 

• フ□ントスピーカーがつなびっていない、またはフ□ントスピーカーが1本しかつながっていません。 

• 測定用マイクがつながっていません。 

• 左かちどちらかのサラウンドスピーカーびつながっていません。 

• サラウンドスピーカーがつながっていないのに、サラウンドバックスピーカーがつながっています。サラウンド 
スピーカーを SURROUND SPEAKERS 端子につないでください。 

• サラウンドバックスピーカーが SURROUND BACK (ZONE 2) R 端子にのみつながっています。 

サラウンドバックスピーカーを1つだけつなぐときは 、 SURROUND BACK (ZONE 2) L 端子につないでくだ 
さい。 

• フ□ント八イスピーカーな M 本だけつなびっています。 FRONT 固 / FRONT HIGH 端子それぞれにフ□ントス 
ピーカーを1本ずつつないでください。 

• サラウンドスピーカーがつながっていないのにフ□ント八イスピーカーがつながっています。 SURROUND 端 
子にサラウンドスピーカーをつないでください。 

Code 34 

スピーカーが正しい位置に設置されていません。 

マイク、スピーカーの左ちが逆に設置されていることが考えられます。 

「準備1:スピーカーを設置する」 （14 ページ）を参照して、スピーカーの位置を確認してください。 

Warning 40 

測定は完了しましたび、騒音のレベルが高いでず。 

再測定を行ラと測定でをる場合ちあ0まずが、すべての環境で測定びでをるとは限0ません。でさるだけ、周囲の 
騒音び少ない状態で測定して < ださい。 

Warning 41 

測定用マイクからの入力が過大です。 

Warning 42 

• スピーカーと測定用マイクの距離が近すぎる可能性びあ0まず。お互いの位置を離して設置し、再測定して<だ 
さい。 

• 本機をプリアンプとしてお使いの場合、つないでいるパワーアンプによってはこの><ッセージが表示されること 
がありますび、そのままお使いいただいて問題ありません。 

Warning 43 

アクティブサブウーファーの距離-位相が測定でをませんでした。 

ノイズが原因となっている場合があ0ます。周囲が静かな状態で再測定してください。 

Warning 44 

測定は終了しましたが、スピーカーの位置関係がおかしい可能性があ0まず。 

「準備1:スピーカーを設置する」 （14 ページ）を参照して、スピーカーの位置を確認してください。 

NO 

WARNING 

WARNING 情報はありません。 


スピーカーびつながれていません。 
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準備 10: ネットワークを設 
定ずる 

本機のネットワーク機能を使ラには、ネットワーク設 
定を正しく行ラ必要びありまず。 

本機に必要なネットワーク設定は、イニシャルセット 
アップウイヴードの指示にしたびって行ラことびでさ 
ます。 


失敗画面び表おされる場合は、最後の手順まで終 
えたあと 「Network Setup 」（97 ぺージ）をご覧 
のラえ設定を行ってください。 

7 「 Finish 」 を選び、©を巧ず。 

巧回設定時は、このあとに erver Function 」、 
「External Control」、「Network Standby 」 の設 
定に続きまず。詳しくは 「Network Setup 」（97 
ページ）をご覧ください。 


政下では IP アドレスの自動設定 （ DHCP ) の手順をご 
説明します。この場合、本機またはプ□バイダーに接 
続されているルーターは、 DHCP に対応している必要 
びありまず。 



*/♦/♦'© 

MENU 


ネットワーク設定を手動で設定ずるには 

rip アドレスを手動で設定するには」 （97 ページ）また 
は 「Proxy サーバーを手動で設定するには」 （98 ペー 
ジ）をご覧ください。 


1 MENU を巧す。 

テレビ画面にメニューび表示されます。 

2 ♦/* をくり返し巧して「さ jSettings 」 を選 
び、径)または■►を巧ず。 

3 ♦/* をくり返し巧して 「 Network 」 を選び、 
贷または■►を巧す。 

4 ♦/* をくり返し巧して 「Network Setup 」 を 
還び、©を巧ず。 

「ネットワーク機能の初期設定を行います。」と表 
示されまず。 

5 「 Next 」 を選び、任)を巧ず。 

6 に〇 11116 が Automatically ( DHCP )」 を選 
び、任)を巧ず。 

接続に成功すると、 r 本機びネットワークに接続し 
ました。」と表示されます。 


ごを意 

ネットワーク設定び完了していない場合、ネットワーク機能を使 
ラたびにウイヴード画面びテレビ画面に表示されます。 
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準備 11: パソコンをサー 
パーとして使5準備をする 

ヴーパ‘一とは、ホームネットワーク上の DLNA 機器に 
コンテンツ（音楽、写真）を配信する機器です。 

DLNA 対応のサーバー機能を備えたソフトウェア*をパ 
ソコンにインストールすると、ホームネットワーク上 
のノ（ソコンに保存されている音楽や写真を本機から 
ネッ h ワーク経由で再生することがでさます。 

を Windows 7搭載のパソコンをお使いの場合は 、 Windows 7 
に付属の Windows Media Player 12をお使いください。 
Windows XP または Windows Vista 搭載のパソコンをお使 
いの場合は、本機に付属の VAIO Media plus をインス I ル 
してください 。 VAIO Media plus について詳しくはをご 
覧ください。また 、 VAIO Media plus のヘルプを参照してく 
ださい。 


VAIO Media plus ででまること 

VAIO Media plus は、ホームネットワーク上にある音 
楽、写真などコンテンツをすばやく見つけたり、視聴 
したりでさるよラにするソフトウエアです。 

他の機器を VAIO Media plus につなげば、それらの機 
器に保存されているコンテンツをホームネットワーク 
を通じて見つけたり視聴したりすることちでさます。 
例えば、パソコンやテレビ、オーディオ機器に保存さ 
れている写真や音楽をパソコン上で再生でさます。 
お使いのパソコンび VAIO の場合は、外付け八ードディ 
スクや NAS に保存されているコンテンツを配信するこ 
とちでさます。 


必要なシステム構成 

オペ レーテ イングシステム 

Windows XP Home Edition / Professional/Meaia 
Center Edition 2004 /Media Center Edition 2005 
( SP 3. 32 bit ) 

Windows Vista Home Basic/Home Premium / 
Business/Ultimate ( SP 1、32 bit /64 bit ) 


八ソコン 



Windows XP 

Windows Vista 

バソコン 

IBM PC / AT 互換機 


CPU 

Intel Celeron M プ 
□セツサー1.40 
GHz 政上 
(推奨 Intel Core 2 
Duo 1.80 GHz 政 
上） 

Intel Core Duo 

1.33 GHz 政上 
(推奨 Intel Core 2 
Duo 2.2 目 GHz 政 
上） 

><モ|」一 

己12 MB 政上 
(推奨1 GB 於上） 

1 G 巨!;!上 
(推奨 2 GB 似上） 

グラフィック 

チップ 

Intel 、 NVIDIA 、 または ATI 製グラフィッ 
クチップ搭載 

Di 「 ectX 9.0 c 互換ビデオカード 
(推奨 Di 「 ectX 9.0 c /128 M 目互換ビデオ 
カードおよび最新ドライバー） 

ディスプレイ 

解像度800 X 600政上 

HDD 

推奨500 MB が上 


ネットワーク 

100 Base-TX が上 


サウンドカード 

Direct Sound 互換サウンドカード 


VAIO Media plus をパソコンにイン 
ストールずる 

サーバーソフトウェアとして VAIO Media plus を使う 
ときは、付属の CD - ROM から VAIO Media plus を LU 
下の手順でインストールしてください。 

ちいバージヨンの VAIO Media plus び既にインストー 
ルされている場合は、 コント□ールパネルの「プ□グ 
ラ厶と機能 」 (Windows Vista ) または「プ□グラム 
の追加と削除 」 (Windows XP ) を使って、あらかじ 
め次の3つのプ□グラムを削除して<ださい。 

• VAIO Media plus 

• VAIO Content Folder Watcher 

• VAIO Content Folder Setting 

1 パソコンの電源を入れ、 Administrator で □ 
グインずる。 

2 付属の CD - ROM をパソコンの CD - ROM ド 
ライブに挿入ずる。 

インストーラーび自動的に起動し、ソフトウェア 
セツトアップ画面が表示されます。 


ごま意 

• 本機は映像の再生に対応していません。 

• VAIO 1；(がのパソコンをお使いの場合は、パソコン内蔵のノ V — 
ドディスクになをされているコンテンツのみ配信することがで 
さます。 


• 上記の動作環境において、すべてのパソコンについて動作イ呆証 
するものではありません。バックグラウンドで動作している他 
のソフトウエアが本ソフトウ X アの動作に影響を与えることが 
あります。 
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インス I -ーラーが自動的に起動しない場含は、 
ディスク内の rSetupLauncher . exeJ をダブル 
クリックしてください。 


CD-ROM (VAIO 
Media plus ) (付属) 


3 画面の指示にしたびって VAIO Media plus 
をインストールずる。 



ヘルプを見るには 


VAIO Media plus の操作については、ヘルプを参照し 
てください。 

ホームメニュー画面の「ち Settings 」 をク U ックし、 
「© Help 」 を還んでヘルプを表示します。 


画面操作のしかた 

テレビ画面にメニューを表示して、 ♦/♦/♦/ ■►と©でお 
好みの機能を設定でさます。 

本機のメニューをテレビ画面に表示するには 、 「「GUI 
MODE 」 のオン/オフを切り換えるには」 （44 ペー 
ジ）の手順にしたびって、本機び 「GUI MODE 」 に 
なっていることをお認してください。 



OPTIONS 

MENU 


メニューのほいかた 


1 テレビの入力を切り換えて、メニューび表 
示されるようにずる。 

2 MENU を巧す。 

テレビ画面にメニューび表示されます。 


百> 

〇 BD 

Input 


n 

〇 DVD 


rir SAT/CATV 


... 


筋誰かお話 
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3 ♦/* をくり返し巧してお好みのメニューを 
選び、居)または■►を巧す。 

メニュー項目の一覧び表示されます。 

例：0 Input の場合 




Input Name 

Video 

Audio 

百. 

〇 

BD 

Componenti 

BD:COAX 

Inp 山 

〇 

DVD 

Components 

DVD:COAX 


dr 

SAT/CATV 

Components 

SAT/CATV:OPT 


4 ♦/* をくり返し巧して設定したいメニュー 
項目を選び、©を巧ず。 


5 手順3と4をくり返し、設定を変更ずる。 


前の表示画面に戻るには 

RETURN / EXIT 。 つを巧しまず。 

メニユーを消ずには 

MENU を巧しまず。 


FGUI MODEJ のオン/オフを切り換えるには 

GUI MODE を巧しまず。還ばれているモードに応じ 
て、 表示窓に 「GUI MODE ON 」 または 「GUI 
MODE OFF 」 と表示されます。 

メニユ ーー 質 


メニユーアイコン 

内容 

百 Input 

本機への入力を選びます （46 ペー 
ジ)。 

口 Music 

ホームネットワーク上のサーバー、 

「My Library 」、 またはデジタル六 
ディアポートアダプターにつないだ 
オーディオ機器から音楽を選びます 
(47 ぺージ)。 

な Photo 

ホームネットワーク上のサーバーまた 
は 「My Library 」 から写真を選びま 
す。 

口 Video 

今後発売されるデジタル六ディアポー 
トアダプターのための項目です。 

業 SHOUTcast 

SHOUTcast ラジオサービスを選びま 
す （62 ページ)。 


メ ニユー アイコン 

内容 

を Settings 

スピーカーやサラウンド効果、イコラ 
イヴ ー、 音声、映像、 HDMI 入力など 
本機の設定、調節をします （83 ペー 
ジ)。 


オプションメニューのほいかた 


OPTIONS を巧ずと、還んでいるメインメニューの才 
プシヨンメニューび表示されます。関連する機能をメ 
ニューか日還び直ずことなく簡単に変更でさます。 


1 MENU を巧ず。 

テレビ画面にメニューび表示されます。 


百 ► 

〇 BD 

Input 


n 

〇 DVD 


rir SAT/CATV 

な 



2 ♦/* をくり返し巧してお好みのメニューを 
選び、©または■►を巧ず。 

メニュー項目の一覧び表示されます。 

例：它] Input の場合 




Input Name 

Video 

Audio 

百. 

〇 

BD 

Componenti 

BD:COAX 

Input 

〇 

DVD 

Component2 

DVD:COAX 


ゴ 

一 . 

SAT/CATV 

Components 

SAT/CATV:OPT 
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3 メニュー項目の表示中に OPTIONS を巧 
ず。 

オプシヨンメニューび表示されまず。 




Input Name 

Video 



〇 

DVD 

Componen に 

List Mode ► 


input Assign 

百. 

Input 

ゴ 

SAT/CATV 

Components 

Name Input 

Quick Click Setup 


ゴ 

TV 




1=1 

Videol 

Videol : Composite 



4 ♦/* をくり返し巧してお好みのオプション 
メニュー項目を選び、任)を巧す。 

5 ♦/* をくり返し巧して設定を選び、®を巧 
ず。 


オプションメニューを消ずには 

MENU を巧します。 








再をずる 


つないだ機器の音声/映像 
を楽しむ 


MASTER 

VOLUME 

MUTING 



2CH/A.DIRECT A.F.D. MOVIE MUSIC 


0000 



OPTIONS 

MENU 


1 「百 Inp 山」を選び、©または■►を巧ず。 

メニュー項目の一覧び表示されまず。 


2 再生したい機器を選び、径)を巧ず。 

メニューか6外部機器の再生画面に切り換わりま 
す。 


選んだ入力 

再生する機器 

〇 BD 

巨 D 端子につないだブルーレイディ 
スクレつーダーなど 

〇 DVD 

DVD 端子につないだ DVD プレー 
ヤーなど 

ゴ SAT/CATV 

SAT / CATV 端子につないだ BS/CS 
チューナーなど 

け. 下 V 

TV 端子につないだテレビなど 

v=i Video 1、 
Video S 

VIDEO 1 IN または VIDEO 2 IN 端 
子につないだビデオデッキなど 

ES Tape 

TAPE 端子につないだカセットデッ 
キなど 

己 MD 

MD 端子につないだ MD デッキなど 

0 SA - CD/CD 

SA - CD / CD 端子につないだスー 
ノ（ーオーディオ CD / CD プレーヤー 
など 


選んだ入力 

再生する機器 

• Tuner 

TUNER 端子につないだラジオ 
チューナーなど 

Phono 

PHONO 端子につないだレコード 
プレーヤーなど 

g お吕 Multi In 

MULTI CHANNEL INPUT 端子に 
つないだ機器 

口 HDMI 1、2、 

3、 4、 5、 6 

HDMI IN 1 、 HDMI IN 2 、 HDMI 
IN 3 、 HDMI IN 4 、 HDMI IN 日、 
または HDMI IN 6 端子につないだ 
HDMI 機器など 


3 本機につないだ機器の電源を入れ、再生ず 
る。 

4 MASTER VOLUME +/- を巧して、音量 
を調節ずる。 


音を一時のに消ずには 

U モコンの MUTING を巧します。解除ずるには、 
MUTING をちう一度巧します。または MASTER 
VOLUME を巧して音量を上げます。消音中に本体の 
電源を切ると、消音機能は解除されまず。 

スピーカーの破損を防ぐために 

電源を切る前に音量を最小にしておいてください。 


入力に名前を付ける 

(Name Input ) 


入力に8又字までの名前を付けて、表示でさまず。 

機器名を付けると、どの端テに何の機器をつないだか 
びわかり、便利です。 

1 「百 Input 」 画面で、名前を付けたい機器を選 
ぶ。 

2 OPTIONS を巧ず。 

オプションメニューび表示されまず。 

3 「Name Input 」 を選び、©を巧ず。 

ソフトキーボードび表示されます。 


ちょっと一言 

• 本体の master volume を回す速さによって音量の調整量 
を変え5れます。 

音量を早く上げ/下げしたいとを：速く回す。 

音量を微調整したいとさ：ゆつく0回す。 


• リモコンの MASTER VOLUME +/一を押す時間の長さに 
よつて音量の調整量を変えられます。 

音量を早く上げ/下げしたいとさ：押し続ける。 

音量を微調整したいとさ：短く押す。 
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4 ♦/*/*/■► を巧して文字を 1 つずつ選び、径)を 
押ず。 

5 r 入力完了」を選び、這)を巧ず。 

入力した名前び保存されまず。 


名前の入力をキャンセルずるには 

♦/*/♦/ ■►を巧して 「 Cancel 」 を選び、©を巧しまず。 


表示 I 頁目を切り巧える 

(List Mode ) 


r 旦 Input 」 画面で、表示ずる項目を変更でさます。 

1 「百 Input 」 画面で、表示を変更したい入力を 
還ぶ。 

2 OPTIONS を巧ず。 

オプシヨンメニューび表示されます。 

3 「List Mode 」 を選び、©を巧ず。 

4 表示したい項目を選び、©を巧す。 

• Input Assign 

入力名と割り当て S れた音声/映像端テの一覧 
を表します。 

• Sound Field 

入力名とヴウンドフィールドの一覧を表示しま 
す。 


デジタルメディアポートに 
つないだ機器の音声を楽し 
む 

デジタルメディアポートアダプターを使って、本機で 
ポータブルオーディオプレーヤーなどからの音楽を楽 
しめます。デジタルメディアポートの接続について詳 
し < は、「デジタル音声出入力端テのある機器」 （26 
ページ）をご覧ください。 

デジタルメディアポートアダプター TDM - NW 10、 
TDM - BT 10 は別売です。 


MASTER 

VOLUME 



' ♦/*/♦、@ 


MENU 


1 「n Music 」 を選び、©または■►を巧ず。 

「に I Video 」 は今後発売されるデジタルメディア 
ポー トアダプターのための項目です。 

2 「 DMPORT 」、 またはデジタルメディアポー 
トアダプターにつないだ機器を選び、©を 
押ず。 

デジタルメディアポートアダプターにつないだ機 
器び認識され、テレビ画面の表示び 「 DMPORT 」 
からそれぞれの機器名とアイコンに変わります。 
アダプターび認識されていない場合、テレビ画面 
の表示は 「 DMPORT 」 のままです。 


アイコン 

接続した機器 

口 DMP 0 RT 

下の機器 lU 外と接続 

Walkman 

ウォークマンと接続 

Bluetooth 

Bluetooth 対応機器と接続 


ごま意 

• 本機にデジタルメディアポートアダプターがのアダプターを 
つながないで < ださい。 


電源び入っている状態で、本機にデジタルメディアポートアダ 
プターをつないだ0、はずしたりしないでください。 


再生ずる 
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3 デジタルメディアポートアダプターにつな 
いだ機器で聞きたい曲を選ぶ。 

4 MASTER VOLUME +/- を巧して、音量 
を調節する。 


デジタルメディアポートメツセージー覧 

メッセージ 

説明 

No Adapter 

アグプター未接続でず。 

No Device 

機器未接続です。 

No Audio 

オーディオファイルが見つかりません。 

Loading 

データ読み込み中です。 

No Item 

アイテムび見つかりません。 
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サラウンド効まを楽しむ 


2チヤンネル音声で再生する 

音楽ソフトの記録フオーマツトやつないだ再生機器、サウンドフィールドなどに関係な<、2チャンネル音声出力に 
切り換えられます。 



2 CH / A . D 旧 ECT をくり返し巧して、出力したい2チャンネル音声モードを選ぶ。 



2 チヤンネルモード 

効果 

2 ch Stereo 

フ□ント L / R の 2 本のスピーカーのみから音を出します。アクティブサブウーファーからは音が出ませ 
Aj 。 

標準的な2チャンネルステレオ音声は、サウンドフィールドの回路を通さずに再生します。マルチチャ 
ンネル音声は、2チャンネルにして（ダウンミックス）再生します。 

2 ch Analog Direct 

還んでいる入力の音声を、2チャンネルのアナ□グ入力に切0換えます。高品質のアナ□グ音声を楽し 
むことびでをます。 

この機能を使っているとをは、音量とフ□ントスピーカーのバランスのみ調節でをます。 

へッドホンで聞いている場合には 

サウンドフィールド 

効果 

Headphone (2 ch ) 

にか Analog Direct 」 外のモードでヘッドホンを使用すると自動的に選ばれます。通常の2チャン 
ネルステレオ音源は一切サウンドフィールドの処理を行わず、マルチチャンネルのサラウンド音声は2 
チャンネルにダウン5ックスして出力されます。 

Headphone ( Direct ) 

音色、サウンドフィールドなどの処理を行わずに、アナ□グ音声を出力します。 

Headphone ( Multi ) 

マルチチャンネル入力を選んでいるとをにヘッドホンを使用すると、自動的に選ばれます 。 MULTI 
CHANNEL INPUT 端子の FRONT L / R 端子に入力された信号を出力します。 


ごま意 

• 下の場合、に ch Analog Direct 」 は選べません。 

ーホームネットワーク上の機器に保をされているコンテンツ 
を再生している。 

一 HDMI 入力またはマルチチャンネル入力を選んでいる。 
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マルチチヤンネルサラウンドで再生ずる 

A . F . D . (オートフォーマットダイレクト）モードを使って、録音またはエンコードされたままのソフトの音を再現し 
ます。また、2チヤンネルステレオ音声をマルチチヤンネルで聞くためのデコードモードを選ぶことがでさます。 



A . FD . をくり返し巧して、 A . F . D . モードを選ぶ。 


A-RD •モード 

デコード後の 

マルチチャンネル音声 

効果 

A . F . D . Auto 

(自動判別） 

サラウンド効果なしで緑音またはエンコードされたままの音声として処理し 
ます。 

Multi Stereo 

(マルチステレオ） 

2チャンネルの信号に巧し、 L / R 成分をすべてのスピーカーから出力します。 


ごま 意 ちょっと 一言 

•「 A . F . D . Auto 」 および 「Multi Stereo 」 は、マルチチャンネル 通常は 「 A . F . D . A 山〇」の使用をおすすめします。 

入力を選んでいる場合は機能しません。 

• サラウンドバックスピーカーとフ□ント八イスピーカーび両方 
ともあるスピーカーパターンを選んでいても、両方のスピー 
カーか5同時に音を出力することはでをません。 

「PLIIz Height 」 を選んでいるとを、またはデジタル入力信号 
にフ□ント八イチャンネル用の信号び含まれているときは、フ 
□ント八イス ピーカーから 音び出力されます。その他の場を 
は、サラウンドバックス ピーカーから 音び出力されます。 

常にフ□ント八イスピーカーか5音を出力したい場合は、サラ 
ウンドバックスピーカーなしのスピーカーパターンを選んで< 

ださし、 (36 ページ)。 

•「Multi Stereo 」 は、マルチチャンネル音声信号を受信してい 
る場合は機能しません。 

• サラウンドバックスピーカーとフ□ント八イスピーカーび両方 
ともあるスピーカーパターンを選び 、 「Multi Stereo 」 を選ん 
でいる場合は、2チャンネルの信号が入力されると各スピー 
カーのペアから音び同時に出力されます。ただし 、 PREOUT 
FRONT HIGH L および R 端子からは音は出力されません。 
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音楽用の音場効まで再生する 


本機にあらかじめ設定されているサウンドフィールドを選ぶだけで、簡単にサラウンド効果を楽しめます。ご自分の 
部屋で、コンサートホールの臨場感を再現でをます。 



MUSIC 


MUSIC をくり返し巧して、お好みのサウンドフイールドを選ぶ。 


サウンドフイールド 

効果 

D.Concert Hall A 

3 D 立体音響処理により、反射によって大をなサウンドステージを作ることが特長的なコンサートホー 
ルの音響特性を再現します。 

D.Concert Hall B 

3 D 立体音響処理によ0、ホールの残響が特長的なコンサートホールの音響特性を再現します。 

Jazz Club 

ジャズクラブの音響を再現します。 

Live Concert 

300席あるライブノ V ウスの音響を再現します。 

Stadium 

屋外のスタジアムの雰囲気を再現します。 

Sports 

スポーツ中継放送の雰囲気を再現します。 

Portable Audio 

ポータブルオーディオ機器から、よ〇ク U アな音像を再現します。 MP 3 やその他の圧縮された音源に 
適しています。 

PLII Music 

ドルビープ□□ジック II の5ュージックモード処理を行います。 CD など通常のステレオ音源に適して 
います。 

PLIIx Music 

ドルビープ□□ジック llx のミュージックモード処理を行います。 CD など通常のステレオ音源に適して 
います。 

PLIIz Height 

ドルビープ□□ジック llz の処理を行います。 5.1 チャンネルから 7.1 チャンネルにシステムを拡張する 
とさに、よ0柔軟な対応が可能にな0ます。垂直ち向の成分を加えて立体感と奥行をを表現します。 
「PLIIz Height 」 は、53ページ記載のサウンドフィールドと同一のモードです 。 「PLIIz Height 」 のゲ 
インレベルを調整することちでをます。詳しくはサラウンド設定 （90 ページ）をご覧ください。 

Neo :6 Music 

DTSNeo :6 のミュージックモード処理を行います。2チャンネルの音源を7チャンネルにデコードしま 
す。 CD など通常のステレオ録音の再生に適しています。 

音楽用のサウンドフイールドを解除ずるには 

2 CH / A.D 旧 ECT または A . F . D . を巧します。 


ごま 意 

• 音楽用のサウンドフィールドは、下の場合は機能しません。 
ーマルチチヤンネル入力を選んでし''る。 

-サンプリング周波数び1 76.4 kHz 政上の Dolby TrueHD 
信号を受信している。 

• fPLII MusicJs rPUIx Music」、「PLIIz Height 」 および 
「 Neo : 目 Music 」 似外のサウンドフィールドは、ヴンプリング 
周波数び 88.2 kHzULL の DTS - HD 信号を受信中の場合は機 
能しません。 

• fPLII MusicJs rPUIx Music 」、 「PLIIz Height 」 および 
「 Neo :6 Music 」 は、スピーカーパターンび 2 のまたは 2/0.1 
に設定されている場合は機能しません。 

• 本機び176.4 kHzULL の信号を受信中に 「PLII Music 」、 
rPUIx Music」、fPLIIz HeightJ または rNeo :6 Music 」 に 
設定すると、もとの周波数にかかわらず 44.1 kHz または48 
kHz で再生されます。 


本機び 88.2 kHz ULL の信号を受信中に 「PLII Music 」、 

「PLIIx Music」、「PLIIz Height 」 および rNeo :6 MusicJ 
がのヴウンドフィールドに設定すると、ちとの周波数にかかわ 
らず 44.1 kHz または48 kHz で再生されます。 
rPLIIx MusicJ および 「PLIIz Height 」 は、設定されている 
スピーカーパターンによっては表示されません。 

- rPLIIx Music 」 は、サラウンドバックスピーカーありのス 
ピーカーパターンに設定されているとさのみ機能します。 

- 「PLIIz Heiaht 」 は、フ□ント八イスピーカーあ〇のスピー 
カーパターンに設定されているときのみ機能します。 
サウンドフィールドの設定によっては、いくつかのスピーカー 
か5音び出力されないことびあ0ます。 


4^0乂ス沒池がおでな 
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ごま意 

• 音楽用ヴウンドフィールドのいずれかを選んでいるとさは、 
Speaker こ ューです ベての スピーカーび 「 LARGE 」 に設 
定されていてむ、アクティブサブウーファーからは音び出ませ 
ん。ただし、入力されたデジタル信号にし F . E . 信号び含まれ 
てレるときや、フ□ントとヴラウンドのレずれかび 
「 SMALL 」 に設定されているとき、映画用サウンドフィール 
ドを選んでいるとき 、 「Portable Audio 」 を選んでいるとき 
は、アクティブサブウーファーか5音び出ます。 

• 選んだサウンドフィールドによっては、音源のノイズび目立つ 
ことがあります。 

• サラウンドバックスピーカーとフ□ント八イスピーカーび両方 
ともあるスピーカーパターンを選んでいても、両方のスピー 
カーか5同時に音を出力することはでをません。 

「PLIIz Height 」 を選んでいるとを、またはデジタル入力信号 
にフ□ント八イチャンネル用の信号び含まれているときは、フ 
□ント八イスピーカーから音び出力されます。その他の場を 
は、サラウンドバックスピーカーか5音び出力されます。 

常にフ□ント八イスピーカーから音を出力したい場をは、サラ 
ウンドバックスピーカーなしのスピーカーパターンを選んで< 
ださし、 (36 ページ)。 


52 



映画用の音場効まで再生する 

本機にあらかじめ設定されているヴウンドフィールドを選ぶだけで、簡単にサラウンド効果を楽しめまず。ご自分の 
部屋で、映画館の臨場感を再現でさまず。 



MOVIE をくり返し巧して、お好みのヴウンドフイールドを選ぶ。 


サウンドフイールド 

効果 

HD - D . C . S . 

HD Digital Cinema Sound ( HD - D . C . S .) は、マスタ U ングスタジオの徽密な計測データに基づき、 
ソニーが最新の音響およびデジタル信号処理技術を用いて新たに開発した劇場音響再現技術です。 
HD - D . C . S . によって、ご自宅でブルーレイディスクや DVD の映画ソフトの高音質に加えて、マスタリ 
ング時にエンジニアが意図した最良の音場ち楽しむことがでをます。 

HD - D . C . S . のエフェクトタイプを選ぶことちでをます。詳しくはサラウンド設定 （90 ページ）をご覧 
<ださい。 

PLII Movie 

ドルビープ□□ジック II のムービーモード処理を行います。ドルビーサラウンド-エンコードされた映 
画音声の再生に適しています。また、吹を誓え版やちい映画のビデオなどち 5.1 チャンネルで再生でを 
ます。 

PLIIx Movie 

ドルビープ□□ジック llx のムービーモード処理を行います。2チャンネルまたは 5.1 チャンネルの音源 
を 7.1 チャンネルにデコードします。ドルビーサラウンド-エンコードされた映画音声の再生に適して 
います。また、吹を誓え版やちい映画のビデオなどち 7.1 チャンネルで再生でさます。 

PLIIz Height 

ドルビープ□□ジック llz の処理を行います。日.1チャンネルから 7.1 チャンネルにシステムを拡張する 
とさに、より柔軟な対応が可能にな0ます。垂直ち向の成分を加えて立体感と奥行をを表現します。 
「PLIIz Height 」 は、51ページ記載のサウンドフィールドと同一のモードです 。 「PLIIz Height 」 のゲ 
インレベルを調整することちでをます。詳しくはサラウンド設定 （90 ページ）をご覧ください。 

Neo :6 Cinema 

DTS Neo :6 のシネマモード処理を行います。2チャンネルの音源を7チャンネルにデコードします。 


映画用のサウンドフイールドを解除ずるには 


2 CH / A . D 旧 ECT または A . F . D . を巧します。 


ごを 意 

• 映画用のサウンドフイールドは、 UTF の場合は機能しません。 
ーマルチチヤンネル入力を選んでし''る。 

-サンプリング周波数び1 76.4 kHz 1；(上の Dolby TrueHD 
信号を受信している。 

•「 HD - D . C . S 」 は、ヴンプ U ング周波数び 88.2 kHz ULL の 
DTS - HD 信号を受信中の場合は機能しません。 

• fPLII MovieJs rPUIx Movie」、「PLIIz Height 」 および 
「 Neo :6 Cinema 」 は、スピーカーパターンび 2/0 または 
2/0.1 に設定されている場をは機能しません。 

• 本機わり 76.4 kHz 上の信号を受信中に 「PLII Movie 」、 
「PLIIx Movie」、「PLIIz Height 」 または rNeo :6 CinemaJ 
に設定すると、もとの周波数にかかわらず 44.1 kHz または 
48 kHz で再生されます。 

• 本機び 88.2 kHz 似上の信号を受信中に rPLII Movie 」、 
「PLIIx Movie」、fPLIIz HeightJ および rNeo :6 CinemaJ 
がのヴウンドフイールドに設定すると、もとの周波数にかか 
ねらず 44.1 kHz または48 kHz で再生されます。 


• rPLIIx MovieJ および 「PLIIz Height 」 は、設定されている 
スピーカーパターンによっては表示されません。 

- rPLIIx Movie 」 は、サラウンドバックスピーカーありのス 
ピーカーパターンに設定されているとさのみ機能します。 

- 「PLIIz Height 」 は、フ□ント八イスピーカーあ〇のスピー 
カーパターンに設定されているときのみ機能します。 

• サウンドフィールドの設定によっては、いくつかのスピーカー 
か5音び出力されないことびあ0ます。 

• 選んだサウンドフィールドによっては、音源のノイズび目立つ 
ことびおります。 

• サラウンドバックスピーカーとフ□ント八イスピーカーが両方 
ともあるスピーカーパターンを選んでいても、両方のスピー 
カーから同時に音を出力することはでさません。 
rPLIIz HeightJ を選んでいるとさ、またはデジタル入力信号 
にフ□ント八イチヤンネル用の信号が含まれているときは、フ 
□ント八イスピーカーから音が出力されます。その他の場合 
は、サラウンドバックスピーカーから音が出力されます。 

常にフ□ント八イスピーカーから音を出力したい場合は、サラ 
ウンドバックスピーカーなしのスピーカーパターンを選んでく 
ださい （36 ページ)。 


















ごま意 

• 例えば、サウンドフィールドに 「 HD - D . C . S 」 び選ばれてい 
るとをは、スピーカーパターンが5/4.国に設定されていると 
サラウンドバックスピーカーから音び出力され （ HD - D . C . S . 
( STANDARD ))、5/2.■ に設定されているとフ□ント八イス 
ピーカーから音び出力されます （ HD - D . C . S . ( FH))o 


ちょっと一言 

HD - D . C . S . が選ばれているとき、表示窓の HD Diaital Cinema 
Sound ランプが点灯します。 
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本機が再をでを る 音声 フオーマット 


本機びデコードでさる音声フォーマットは、再生機器とつないだデジタル音声入力端テによって異なります。 
本機は m 下のフオーマツトに対応しています。 


音声フォーマット 

最大チャンネル数 

本機と再生機との接続 

COAXIAUOPTICAL 

HDMI 

Dolby Digital 

田 DOLBY 

DIGITAL I 

己. 1 チャンネル 

〇 

〇 

Dolby Digital EX 

田 DOLBY 

DIGITAL EX I 

6.1 チャンネル 

〇 

〇 

Dolby Digital Plus 日） 

田 DOLBY 

DIGITAL PLUS I 

7.1 チャンネル 

X 

〇 

Dolby TrueHD a ) 

田 DOLBY 

TRUETT7 

7.1 チャンネル 

X 

〇 

DTS 

藝化 

Digital Surround 

5.1 チャンネル 

〇 

〇 

DTS-ES 

戀 cits 

Digital Surround | ES* 

6.1 チャンネル 

〇 

〇 

DTS 96/24 

藝 dti 

Digital Surround 196/24 

5.1 チャンネル 

〇 

〇 

DTS-HD 

High Resolution Audio 日） 

藝 cttS~HD 

High Resolution Audio 

7.1 チャンネル 

X 

〇 

DTS-HD 

Master Audio a ) が 

藝 cHs~hd 

Master Audio 

7.1 チャンネル 

X 

〇 

DSD a ) 

DSD 

Direct Stream Digital 

日. 1 チャンネル 

X 

〇 

MPEG -2 AAC ( LC ) 

巧 

AAC 

己. 1 チャンネル 

〇 

〇 

マルチチヤンネル IJ ニア PCM a ) 

7.1 チャンネル 

X 

〇 


a) 再生機器び上記のフォーマットに対応していない場合は、音青は別のフォーマットで出力されます。詳しくは、再生機器の取扱説明書 
を参照して < ださい。 

b ) サンプ U ング周波数び 1 76.4 kHz liLh の信号は、 96 kHz または 88.2 kHz で再生されます。 


J 4^0乂ス谷姐がおで G 
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ットワーク機能をほ5 


本機のネットワーク機能に 
ごいて 

. 本機のホームネットワーク機能は 、 DLNA (Digital 
Living Network Alliance ) 標準に準拠しています。 
この機能により、本機では DLNA □ゴび表示された 
適合機器 （ DLNA 認定製品）に保存されているコン 
テンツ（音楽、写真）を楽しむことびでさます巧7 
ぺージ)。 

. 本機につないだ機器の音声を DLNA □ゴび表示され 
た適合機器 （ DLNA 認定製品）で楽しむことびでさ 
ます （59 ページ)。 

• 本機をホームネットワーク上で UPnP メディアレン 
ダラー相当の機器として使ラことびでさます （61 
ぺージ)。 

• 本機をインターネットに接続すれば 、 SHOUTcast 
を聞いたり、本機のソフトウェアをアップデートし 
たりすることちでさます（62、63ページ)。 

• パソコンを使って本機の設定を変えることびでさま 
す （63 ページ)。 


DLNA にごいて 

DLNA (Digital Living Network Alliance ) は、]ン 
テンツ（音楽、写真、映像）をやりとりできるパソコ 
ン、 AV 機器、モバイル機器など、さまざまな製品の 
メーカーか日構成される標準機構です。 DLNA は標準 
のミ夫定、および適合機器に表示される認定 □ ゴの発行 
を行います。 


ごを 意 

接続しているサーバーやコンテンツの種類によっては、本機で再 
生でさない場合びあります。 
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か部サーパーにあるコンテンツを本機で楽しむ 


サーバーとは、ホームネットワーク上の DLNA 機器にコンテンツ（音楽、写真）を配信する機器です。 
本機でサーバーに保存されている音楽および写真を再生することびでさます。 




1 「n Music 」 または「田 Photo 」 を選び、©ま 
たは*を巧す。 

2 に61"乂6[」を選び、©を巧ず。 

サーバーー覧び表示されまず。 

3 再生したいコンテンツびあるサーバーを選 
ぶ。 

コンテンツー覧び表示されまず。 

4 コンテンツー覧か5再生したいコンテンツ 
を選び、运)を巧ず。 

再生画面び表示され、選んだコンテンツび再生さ 
れます。 


サーパーを検索ずるには 

サーバ ーー 覧び表示されない場合は、ヴーノ（一を検索 
することびでさまず。 

1 r 口 Music 」 または r 曰 Photo 」 を選び、还)または■►を 
巧す。 


金 /*/*/*' 

2 

[" Server 」 を選び、©を押す。 

OPTIONS 

3 

OPTIONS を押す。 

MENU 

4 

l ~ Se 「 ve 「 Search 」 を選び、©を押す。 


お認画面び表示されます。 

5 「はい」を還び、©を巧す。 
サーバーー覧び表示されます。 


お巧みのコンテンツを登録する 


r / IMusic 」 または 「 OPhoto 」 か6再生したお好み 
のコンテンツを 「My Library 」 に登録することがでさ 
ます。 

1 コンテンツち生中に OPTIONS を巧ず。 

2 「トラック(写真)を My Library に追加」を選 
び、©を押ず。 

3 コンテンツを登録したい数字を選び、©を 
巧ず。 

選んだコンテンツび 「My Library ] に登録されま 
す。 


W 々ア dIA おおが巧3 
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My Library に登録したコンテンツを 
再生する 


1 「 nMusic 」 または 「 aPhoto 」 を選び、©ま 
たは*を巧ず。 

2 「My Library 」 を選び、©を巧ず。 

3 コンテンツー覧か5再生したいコンテンツ 
を選び、©を巧す。 


さ機能リモコンをほって再をずる 


を機能 U モコンの!;•(下のボタンでヴーノ（一上のコンテ 
ンツを楽しむことびでさます。 

U モコンの AMP を巧して、操作してください。 


コンテンツの種類 乃 Music 6 Photo 

多機能リモコンのボタン ► • • 


II 


* このボタンは接続しているサーバーがコンテンツの種類に 
よっては働かないことびあります。 

安*このボタンは写真をスライドショー再生または 「My 
Library 」 から再生していると对こ働をます。 


3 LU 下か5お好みの再生ち法を選び、贷を巧 
す。 

■ Repeat 

1つのトラックまたはすベてのトラックをくり返 
し再生します。 

• Off 

U ピート再生を解除します。 

• One 

1つのトラックをくり返し再生します。 

• All 

すべてのトラックをくり返し再生します。 

■ Shuffle 

すべてのトラックをランダムに再生します。 

• Off 

シャッフル再生を解除します。 

• On 

シャッフル再生にします。 

写真を BGM 再生ずるには 

「My Library 」 に登録した音楽を BGM にして写真を楽 
しむことびでさます。 

1 「 Server 」 巧7ぺージ)または 「My Library 」 から写真 
を再生する。 

「 Server 」 から選んだ場合は、写真を一枚表おする 
か、サーバー内の写真をスライドシヨー再生ずるか 
還択でさます。 

「My Library 」 か日選んだ場合は 、 「My Library 」 に 
登録されている写真び順番にスライドシヨー再生さ 
れます。 


再生方ミちを選ぶ 

Music カテゴ U —の再生方法を還ぶことびでさます。 

1 音楽コンテンツを一覧表示中*またはち生 
中に OPTIONS を巧ず。 

* コンテンツの種類によっては、 OPTIONS び働かないこ 
とびおります。 

2 「 Repeat 」 またはに huffle 」 を選び、©を巧 
ず。 


2 OPTIONS を巧す。 

3 「 BGM 」 を選び、©を巧す。 

4 LU 下から再生方法を選び、©を巧す。 

• Off 

BGM の再生を停止します。 

• On 

「My Library 」 内のすべてのトラックをくり返し 
再生します。 

• On ( Shuffle ) 

「My Library 」 内のすべてのトラックをランダム 
にくり返し再生します。 


ごま意 

「My Library 」 から再生しているコンテンツを再度 「My 
Library 」 に登録することはでをません。 
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本機に接続した機器の音声をホームネットワーク上の他の機 
器で聞< 

本機は音声コードで接続された機器の音声を U ニア PCM あ式に変換し、ホームネットワーク上の機器に配信するこ 
とびでさます。 


本機にち続した機おの音声を聞く 


下記のイラストは本機につないだ機器の音声をパソコンで聞く例です。あらかじめネットワーク設定の 「Server 
Function 」 を 「 ON 」 に設定してください。 



1ホームネットワーク上の機器で本機をヴー 
バーとして選ぶ。 

2ホームネットワーク上の機器で再生したい 
コンテンツを選ぶ。 

さ機器の取扱説明書を参照してください。 


ごま意 

• 本機に入力されたデジタル音声信号は 、 DLNA □ゴび表示さ 
れた適合機器 （ DLNA 認定製品）では再生できません。また、 
一部のコンテンツは適合機器 （ DLNA 認定製品）で再生でさ 
ないことびあ0ます。 

• 本機からの音青をホームネットワーク上の2つ上の機器で同 
時に再生することはできません。すでに本機のコンテンツを再 
生中の機器びある場合、他の機器では一切のコンテンツび再生 
でさな < なります。 


入力名やアイコンを変更したあとは、サーバー機能をいったん 
オフにしてから再度オンにしてホームネットワーク上に最新の 
設定を反映させます。サーバー機能のオン/オフは、ネット 
ワーク設定の 「Server Function 」 で切り換えることびできま 
す （98 ページ)。 


W 々ア dIA お語が巧3 
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ホームネットワーク上の機器か S 選べ 
るコンテンツ/入力 


ホームネットワーク上の機器で再生でをるコン 
テンジ 

ホームネットワーク上の機器で再生でさるコンテンツ 


は次のとおりです。 

つンテンジ 

再生 

音楽（アナ□グ信号） 

〇 

音楽（デジタル信号） 

X 

写真 

X 

ビデオ 

X 


ホームネットワーク上の機器か百選べる音青乂 
力 

ホームネットワーク上の機器か日還べるアナ□グ音声 
入力は次のとおりです。 


入力名 

選択 

巨 D 

O 

DVD 

o 

SAT/SATV 

o 

TV 

X 

VIDEO "! 

o 

VIDE 02 

o 

TAPE 

o 

MD 

o 

SA - CD/CD 

o 

TUNER 

o 

PHONO 

X 

MULTI IN 

X 

DMPORT 

o 

HDMI 1-6 

X 

Server 

X 

SHOUTcast 

X 

SOURCE 

O 


ごを 意 

• つないでいる再生機器またはコンテンツの種類によっては、コ • 音声コードでつないだ機器の音青信号をホームネットワークに 

ンテンツび再生でさないことびあります。 配信することびできます。 


60 




コント□—ラーを使う 

コント□ール機能を持つ機器を使ってホームネットワーク上で LU 下のことびでさまず。 
ーサーバー内に保存されているコンテンツを本機で再生させる 
- Windows 7搭載パソコン付属の Windows Media Player 12で本機を操作ずる 


サーパーにな巧されているコンテンツを楽しむ 


コント□ーラーを使ってサーバー上のコンテンツ（音楽、写真）を楽しんだり、コンテンツの状態をお認したりする 
ことびでさまず。ただし、コント□ーラーで操作でさるのはメインゾーンのみです。 

1；•(下の操作に対応しています。 

• コンテンツの再生、停止、一時停止、早送り、早戻し 
• 前後のコンテンツへのスキップ 
• 再生中のコンテンツの経過時間お認 



1 ホー ムネットワーク上のコント□— ラーで 
サーバーとして使5機器を選ぶ。 

2 ホー ムネットワーク上のコント□- ラーで 
再生したいコンテンツを選ぶ。 

3 ホー ムネットワーク上のコント□— ラーで 
コンテンツ再生先として本機を選ぶ。 

各機器の取扱説明書を参照してください。 


ごを 意 

• コント□-ラーを使って本機を操作する前に、お使いになるコ 
ント□ーラーを本機に登録する必要びあ0ます。ネットワーク 
設定の 「External Control 」 を fONJ にしたあと、 
「 Controlle に」の設定を行ってください。コント□ーラーの設 
定について詳しくは、 「 Controllers 」（98 ぺージ）をご覧くだ 
さい。 


• コント□ーラーとして使用している機器によっては、一部の操 
作がでさないことびあります。詳しくは各機器の取扱説明書を 
参照してください。 

• コント□ーラーと一縄に付属のリモコンを使って本機を操作し 
た場合、本機が正しく動作しないことびあります。 
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SHOUTcast を聞く 

SHOUTcast は、スト U —ミング技術を用いてデジタ 
ルオーディオを配信ずるインターネットラジオヴービ 
スです。 SHOUTcast は、いねばインターネットラジ 
才局の登録簿で、ユーヴーはここから世界中の DJ や放 
送局び無料で配信している膨大なオンラインラジオ局 
にアクセスすることびでさます。 

詳しくは SHOUTcast のホームページ 
( http :// www . shoutcast . com /) を参照してください。 


お気に入りの放を局を登録する 


1 放送局を受信中に OPTIONS を巧す。 

2 「Add to Preset List 」 を選び、©を巧ず。 

プ U セット番号一覧び表示されまず。 

3 登録したいプリセットき号を選び、任)を巧 
ず。 


RETURN/ 
EXIT 八 



OPTIONS 

MENU 


SHOUTcast の放ち局を還ぶ 


1 け SHOUTcast 」 を選び、®または*を巧 
ず。 


前の表示画面に戻るには 

RETURN / EXIT 。つを巧します。 


お気に入りに登録した放を局を選ぶ 


1 け SHOUTcast 」 を選び、©または■►を巧 
ず。 

2 「Preset List 」 を選び、©を巧ず。 

3 聞きたい放送局のプリセットま号を選び、 
©を巧ず。 

受信画面び表示され、還んだ放送局び受信されま 
す。 


2 「Preset List 」、 「0-9」、または A か!5 Z を選 
び、©を巧す。 

3 聞きたいジャンルを選び、贷を巧ず。 

4 聞きたい放送局を選び、任)を巧ず。 

受信画面び表示され、選んだ放送局び受信されま 
す。 


ごま意 

• 放送局の数がをい場合、本機は順番に100局まで表示します。 
• 本機が対応していない音声フォーマツトで配信している放送局 
は、一覧に表示されません。 


• メインゾーンと 2 nd ゾーンで聞けるのは、同じ放送局1局の 
みです。 

いずれかのゾーンで他の放送局び選ばれていてわ、あとから選 
ばれた放送局び優先されます。 

• 登録済みのプ U セツト番号を選んだ場合、すでに登録されてい 
る放送局はあとから選んだ放送局で上書をされます。 
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Setup Manager ででまる 
こと 

付属の CD - ROM から Setup Manager をパソ]ンにイ 
ンス I -ールすると、本機で行うのと同様にパソコンか 
らを本機の設定を確認したり調節したりすることがで 
さます。 

Setup Manager では liTF の設定はできません。 

• Auto Calibration 

User Reference の周波数調整を除くすべての設定 

• Speaker 

- Test Tone 

• Multi Zone 

- Power オン/オフ 
- Input 変更 
- Volume 調整 


Setup Manager をパソコンにインス 
トールする 


必要なシステム構成 


オペ レーテ イングシステム 

Windows 7 

Starter/Home Premium / Professional/Ultimate 
(32 bit /64 bit ) 

Windows Vista 

Home Basic/Home Premium / Business/Ultimate 
( SP 2、32 bit /64 bit ) 

Windows XP 

Home Edition/Professional ( SP 3、32 bit ) 

八ソコン 

CPU : Celeron、Pentium II 似上 

Clock Speed :1 GHzliLh 

RAM : 512 MBLU 上 

HDD : 20 MBl ； •(上の空を容量 

(.NET Framework 2.0 びインストールされていない 

場合は、280 MB 1； •(上の空を容量び必要でず。） 

Monitor : 1024 x 768 、 High Color (655：36 色） 

Network : 100 Base - TXli (上 


1 パソコンの電源を入れ、 Administrator で □ 
グインする。 

2 付属の CD - ROM をパソコンの CD - ROM ド 
ライブに挿入ずる。 

インストーラーび自動的に起動し、ソフトウェア 
セットアップ画面び画面に表示されます。 

インス I -ーラーび自動的に起動しない場合は、 
ディスク内の rSetupLauncher . exe 」 をタブル 
ク U ックしてください。 


CD-ROM (Setup Manaaer) 

(付属) 


3 画面の指示にしたびつて Setup Manager 
をインストールずる。 



Setup Manager をほつて本機のソフ 
トウエアをアップデートずる 


Setup Manager を使って本機のソフトウエアをアッ 
プデートすることびでさます 。 Setup Manager の操 
作について詳しくは 、 Setup Manager のヘルプを参 
照してください。 

アップデートを行ラ前に、表示窓で 「UPDATE 
( PC )」 を 「 DENY 」 から 「 PERMIT 」 に設定し、本 
機のソフトウエアをパソコンを使ってアップデートで 
きるようにてください （104 ページ)。 

1 アップデートプ□グラムをサポートウェブ 
サイトか5 Setup Manager びインストー 
ルされているパソコンにダウン □ー ドず 
る。 


W 々ア dIA 燕おが巧3 
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2 パソコンの Setup Manager ウインドウで 
「 System 」 をクリックする。 「 Browse ..」 を 
クリックしてアップデートプ□グラムの保 
存されている場所を指定し、 rs ねけ 
Update 」 をクリックずる。 

アップデート中は、本体前面の MULTI 


CHANNEL DECODING ランプび点滅します。 
アップデートび完了すると、本機は自動的に再起 


動します。 


ペルプを見るには 

Setup Manager のヘルプを見るときは、[スタート] 
-[すべてのプ□グラム ]- [Setup Manager ] - 
[Setup Manager ヘルスの順番でク U ックします。 


ごを意 

• ソフトウェアのアップデート中に本機の電源を切ったり、 • ソフトウェアのアップデートは、完了ずるまで50分ほどかか 

LAN ケーブルを巧いたりしないで<ださい。故障の原因とな 日ます。 

0ます。 
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マルチゾーン機能をほ 5 


マルチゾーン機能ででをる 
こと 

本機を設置した場所（メインゾーン）とは別の場所で、 
本機につないだ機器の映像や音声を楽しむことびでさ 
ます。例えば、リビング（メインゾーン）でブルーレ 
イディスクを見て、寝室 （2 nd ゾーン）で DVD レコー 
ダーに録画したテレビ番組を見ることびでさます。 

旧 U ピーター（別売）を使うと、 2 nd ゾーンまたは 
3 rd ゾーンからメインゾーンにある機器と、 2 nd ゾー 
ンまたはみ d ゾーンにあるソニー製のアンプの両方を 
操作することびでさます。 

2 nd ゾーンまたは 3 rd ゾーンではを機能 U モコンをお 
使いください。簡単 U モコンはメインゾーン政外では 
使用でさません。 

本機を 2 nd ゾーンまたは 3 rd ゾーンで操作する 
には 

旧 U ピーター(別売）对 R REMOTE IN 端テにつなぐ 
と、本機の U モコン受光部に U モコンを向けなくてち 
本機を操作することびでさます。 

U モコンの信号び届かない場所に本機を設置している 
場合は、旧 U ピーターをお使いください。 


J 乂乘哉が巧5 
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マルチゾーン接続をする 


1: 2 nd ゾーンの接続 


①本機の SURROUND BACK (ZONE 2) 端子を巧用して、 2 nd ゾーンにあるスピーカーか百音青を 
出力ずるには 


メインゾーン 


2 nd ゾーン 



@本機と、も引台のアンプをほ用して、 2 nd ゾーンにあるスピーカーか S 音声を出力ずるには 


メインゾーン 2 nd ゾーン 
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を機能リモコン 



IR リピーター 
(別売） 




I 


XT VIDEO 

一一 1 

MONITOR) 4 3 2 



IN 

VIDEO 

OUT 

VIDEO 

OUT 

VIDEO 

IN 

VIDEO 

IN 


i 

li 


◎ 

L©J 

© 
AUD に 

@ 
… DIO 

◎ 

AUDIO 


§ 

1 

L 

為 

OUT 

唆 

OUT 

IN 

曝 

IN 

ZONE 3 AUDIO OUT 

0 

d 

VARIABLE 

翅 

会 

% 


1 PHONO 

ZONE3||ZONE2 

SAT/catv 

DVD 


SIGNAL GND/^CJ\ , 





2 : 3 rd ゾーンの接^ 

メインゾーン 3rd ゾーン 


〇 = 00000000,_0 
〇〇 口 SG 己吉 Hn 日〇 

0 0 □□□□□ロロ に CU 口 = = J 0 

三□目 CD I □吕イ巧- 


J duf^y— 乂燕融が巧 3 
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2 nd ゾーンのスピーカーを 
設定ずる 

2 nd ゾーンのスピーカーを SURROUND BACK 
(ZONE 2) 端テにつないでいるとさに （66 ページ)、 
2 nd ゾーンで還んだ音声び SURROUND BACK 
(ZONE 2) 端テにつないだスピーカーか日出力される 
ように設定します。 


RETURN/ 

EXIT 



AMP 


.♦/*/*'( J ) 


MENU 


1 AMP を巧す。 

本機の操作びでさるよラになります。 

2 MENU を巧ず。 

テレビ画面にメニューび表示されまず。 

3「さ Settings 」 を選び、贷または■►を巧ず。 
4 「 Speaker 」 を選び、任)または■►を巧す。 

5 [Speaker Pattern 」 を選び、サラウンド 

バックスピーカーおよびフ□ント八イス 
ピーカーなしのスピーカーパターンを選 
ぶ。 


6 RETURN/EXIT cTi を巧ず。 
i rSur Back Assign 」 を選び、©を巧す。 
8 I ' ZONES 」 を選び、©を巧ず。 


メニューを消ずには 

MENU を巧します。 


ZONE 2 AUDIO OUT 端テの音量調節を可変または 
固定に設定します。 

1「さ jSettings 」 を選び、©または■►をを巧ず。 

2 「 MultiZone 」 を選び、贷または■►をを巧ず。 

3 口〇1162 Line Out Level 」 を選び、©を巧 
す。 

4 お巧みの設定を選び、任)を巧ず。 


設定 

説明 

VARIABLE 

音量調節を巧変にして、初期値を 
一40 dB に設定します 。 ) のーアンプ 
につないで使ラ場合におすすめします。 

FIXED 

音量調節を±日 dB に固定します。音量 
調節可能な機器につないで使ラ場含に 
おすすめします。 




2 nd ゾーンの音■調節の設定をする 


ごを意 

サラウンドバックスピーカーまたはフ□ントスピーカーあ〇のス 
ピーカーパターンを選んでいる場合、 「 Su 「 巨 ack Assign 」 は 
に 0 NE 2」 に設定できません。 


ちよつと一言 

「 VARIABLE 」 に設定すると 、 ZONE 2 AUDIO OUT 端テおよ 
び SURROUND BACK (ZONE 2) 端テの音量を連動して変え 
ることびでさます。 


iasl 

ゴ國ぶ留留固 

〕画窗窗 i 图 
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さ機能リモコンのゾーン設 
定を切り換える 

多機能リモコンは、お買い上げ時には 2 nd ゾーンで使 
えるよラに設定されています。 3 rd ゾーンで使いたい 
場をは、多機能 U モコンのゾーン設定を切り換えてく 
ださい。 

f -1/の 


RM SETUP 


SHIFT 


THEATER RM ホ tup AVi/(!) 


s " Qt の 


SYSTEM S' 

SHIFT TV ZONE AMP 


BD ] I dvd] I さ風 ] I tv 


AMP 


ZONE 


2、3 


ENTER 


• 4 — r~76 — .GUIDE 

…で0|ド I を ojHi A 化 ] [MU 
.7 >8 .9 D.TUNING 

SA ぶ 。] I tuner I I PHONO I I " も "1 

0/10 ENTER MEMORY 
DMPOF^ |hDM'| |Hy/ll| |HDMI 

PIP 10 | _^ 、日 S UUHCE 

HDMll IHDMli「HDMll I NET- 
4 II 5 J [ 6 J I WORK 

GUI HDMI 

MODE OUTPUT SOUND FIELD 

ロロ ロ回 

BLUE RED GREEN YELLOW 


1 RM SET UP を巧したまま、 1/ のを巧ず。 

AMP と ZONE び点滅しまず。 

2 ZONE を巧ず。 

AMP び消打し、 ZONE は点滅したまま SHI 巧び 
点灯します。 

3 ZONE び点滅している間に SHIFT を巧し 
て、 2 nd ゾーンに切り換えたい場合は数字 
ボタンの2を、 3 rd ゾーンに切り換えたい 
場合は数字ボタンの3を巧ず。 

ZONE び点打します。 

4 ENTER を押ず。 

ZONE び2回点滅し、を機能 U モコンのゾーン設 
定び 2 nd ゾーンまたは 3 rd ゾーンに切り換わりま 
す。 


本機を 2 nd ソーン/ 3 rd 
ゾーンで操作する 

政下の手順では、旧 U ピーターをつないで 2 nd ゾーン 
または 3 rd ゾーンから本機を操作するち法を説明して 
います。旧 U ピーターをつないでいない場合は、メイ 
ンゾーンで本機を操作してください。 



, 1 /( 1 ) 


SOURCE 


' ♦/*/♦、@ 


MENU 


本機を 2 nd ゾーンで操作ずる 


1 本機の電源を入れる。 

2 イラスト 1- ⑤の場合 (66 ぺージ)、 2 nd ゾー 
ンのアンプの電源を入れる。 

3 ZONE を巧ず。 

を機能 U モコンび 2 nd ゾーンに切り換わります。 


■7 一 乂乘おが巧5 


i 
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4 1/ むを巧ず。 

マルチゾーン機能び有効になりまず。 

5 MENU を巧ず。 

メニューびテレビ画面に表示されまず。 

6 「百 1叩 山」を選び、©または■►を巧す。 

7 お好みの入力を選び、任)を巧ず。 

2 nd ゾーンにはアナ□グ映像信号とアナ□グ音声 

信号び出力されます。 SOURCE を選ぶと、現在 

の入力信号び ZONE 2 OUT 端テに出力されまず。 

8 音量を調節ずる。 

• イラスト 1- ①の場合 （66 ページ)、を機能 U モ 
コンの MASTER VOL +/— で音量を調節しま 
す。 

• イラスト1-@の場合 （66 ページ)、 2 nd ゾーン 
のアンプで音量を調節します。 「 Zone 2 Line 
Out Level 」 を 「 VARIABLE 」 に設定している 
場合は、を機能 U モ]ンの MASTER VOL +/- 
でち音量を調節でさます （92 ページ)。 

2 nd ゾーンの操作を 媛 了ずるには 

ZONE を巧して、1/のを巧します。 


本機を 3 rd ゾーンで操作ずる 


1 本機および 3 rd ゾーンのアンプの電源を入 
れる。 

2 ZONE を巧ず。 

を機能 U モコンび 3 rd ゾーンに切り換わります。 

あ6かじめゾーン設定を 3 rd ゾーンに切り換えて 
おいて < ださい。 

3 1/むを巧ず。 

マルチゾーン機能び有効になります。 


4 を機能リモコンの入力切り換え用ボタンの 
いずれかを巧して、出力したいソース信号 
を選ぶ。 

3 rd ゾーンにはアナ□グ音声信号のみ出力されま 
す。 SOURCE を選ぶと、現在の入力信号び出力 
されます。 

5 3 rd ゾーンのアンプで音量を調節ずる。 


3 rd ゾーンの操作を媛了ずるには 

ZONE を巧して、1/のを巧します。 


ちよつと一言 

• 2 nd ゾーンまたは 3 rd ゾーンの電源び入っている場合は、メ 
インゾーンをスタンバイ状態に切0換えても本機の電源は切れ 
ません。本機の電源を完全に切るには、を機能リモコンの1/の 
と AVI / のを同時に押します （SYSTEM STANDBY )。 

• ZONE 2 OUT および ZONES OUT 端子からは、本機のアナ 
□グ入力端子につないだ機器の信号のみ出力されます。本機の 
デジタル入力端モにのみつないだ機器の信号は出力されませ 

• SOURCE を選んでいるとさにマルチチャンネル入力を選んで 
わ 、 MULTI CHANNEL INPUT 端テに入力された信号は、 
ZONE 2 OUT および ZONE 3 OUT 端子か5は出力されませ 
Aj 。 


• テレビ入力、フオノ入力、およびマルチチヤンネル入力は、メ 
インゾーンでのみ選ぶことがでさます。 

• 3 rd ゾーンでは 「 Served およびに1~10リた351」は選べま 
せん。 

• メインゾーンと 2 nd ゾーンで選べるネットワーク機能は、 
「 Server 」 または fSHOUTcastJ のいずれか "1 つのみです。 
いずれかのゾーンで他び選ばれていてち、あとか5選ばれたわ 
のび優先されます。 
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"ブラビアリンク"機能を ffi 

5 


"ブラビア U ンク"機能は HDMI 機器制御機能を搭載し 
たソニーのテレビや DVD / ブルーレイディスクレコー 
ダー、 AV アンプなどび対応していまず。 

"ブラビア U ンク"機能に対応しているソニー製品を 
HDMI ケーブル（別売）でつなぐと、 LU 下の操作びで 
さます。 

-ワンタッチプレイ （72 ページ） 

ーシステムオーディオコント□ール （72 ページ） 

-オートジャンルセレクター （73 ページ） 

一電源オフ連動 （74 ページ） 

-シアター （74 ページ） 

HDMI 機器制御機能は 、 HDMI CEC Consumer 
Electronics Control ) で使用されている 、 HDMI 
( High-Definition Multimedia Interface ) のための 
相互制御機能の規格です。 

HDMI 機器制御機能は、な下の場合働きません。 

• HDM I 機器制御機能に対応していない機器をつない 
だ場合 

• 本機と各機器を HDMI でつなしでいない場合 

• HDMI OUT B 端子につないだ機器では HDMI 機器制 
御機能は働さません。 

本機は、"ブラビアリンク"機能に対応している機器と 
つなぐことをおすすめします。 


"ブラビア U ンク機能を使うには、本機とつないでい 
る機器とちに HDMI 機器制御機能の設定を有効にする 
必要びありまず。 

本機と接続機器の H DM 腦器制御機能を別々に設定し 
ます。 

この操作にはを機能 U モコンをお使いください。簡単 
U モコンでは操作でさません。 


AMP 


GUI MODE 



HDMI 入力用 
ボタン 


♦/*/ ♦、トト） 


MENU 


1 AMP を巧ず。 

本機の操作びでさるよラになります。 

2 MENU を巧す。 

テレビ画面にメニューび表示されます。 


"ブラビアリンク"機能とは？ 


ごま意 

• つないでいる機器によっては、 HDMI 機器制御機能び働かな 
いことびあります。お使いの機器の取扱説明書を参照してくだ 
さい。 

• HDMI ケーブルを抜いたり、接続を変えたときは、「"ブラピ 
アリンク"機能の準備をする」の手順を行ってください。 
ただし 、 HDMI IN 1、2および6端子につないでいると对ま、 
これらの手順を行ラ必要はあ0ません。 


• Inputs ニューの 「 InputAssign 」 を使ってコンポーネント 
映像入力端テと HDMI 入力端テを関連付けている場合は、 
「Control for HDMI 」 を fONJ に設定できません。 


その他の操作をずる 


■ブラビアリンク"機能の準備をする 


返 I 眉 


i I T 
iU 槪 


Ch 國島窗 

互 i |蟲島 I 


BMHS |回|□麵〇 

置 

S S 
豐 slo 




































3 「さ Settings 」 を選び、任)または■►を巧ず。 

4 rHDMU を選び、©または■►を巧す。 

5 に〇邮〇1 for HDMU を選び、任)または■►を 
押ず。 

6 「 ON 」 を選び、©または■►を巧ず。 

本機の HDMI 機器制御機能び有効になります。 

7 GUI MODE を巧して 、 GUI メニューを消 
ず。 

GUI メニューび表示されていると、再生機器の 
HDMI 機器制御を正しく設定することびでさませ 
ん。 

8 HDMI 入力用ボタンで、 HDMI 機器制御を設 
定ずる再生機器を表示ずる。 

9 つないでいる機器の HDMI 機器制御機能を 
有効にする。 

接続機器の設定ち法については、お使いの機器の 
取扱説明書を参照してください。 

10 続けて他の機器ち設定ずる場合は、手順8と 
9をくり返ず。 


ワンタッチで機器を再をずる 

【ワンタッチプレイ） 

簡単な操作で、本機に HDMI 接続された機器を自動的 
に起動して視聴でさまず。 


ビデオカメラでワンタッチプレイずるには 

1 本機とビデオカメラの HDMI 機器制御機能を有効に 
する。 

2 ビデオカメラを HDMI IN 1、2または6端テにつなぐ 
(19 ページ)。 

本機とテレビの電源ち連動して入り、映像と音声び 
出力されます。 


テレビの音声を本機のスピーカーで楽しむ 

(システムオーデイオコント□-ル） 


簡単な操作で、テレビの音声を本機につないだスピー 
カーから楽しめまず。 

システムオーディオコント□ール機能び有効になって 
いると、本機の電源び切になっていてち、状況に応じ 
て電源び入り、適切な入力に切り換わりまず。 

また、テレビの音声び本機につないだスピーカーから 
出力されると、テレビの音量は自動的に消音されます。 
その他、 LU 下のよラに働さます。 

• テレビを視聴しているとさに本機の電源を入れると、 
テレビの音声は自動的に本機につないだスピーカー 
か日出力されます。本機の電源を切ると、自動的に 
テレビのスピーカーか6出力されまず。 

• テレビの音量を調節すると、本機につないだスピー 
カーの音量を調節でさます。 

システムオーディオコント□ール機能は、テレビの 
ニューでを操作でさます。詳しくはお使いのテレビの 
取扱説明書を参照して<ださい。 


「Pass Through 」 を 「 ON 」 に設定したときは、本機 
はスタンバイ状態のままで、音声と映像がテレビか S 
出力されます。 

再生機器 ( DVD プレーヤーなど)を再生ずる。 

本機とテレビの電源を連動して入り、映像と音声が出 
力されます。 


ごま意 

• ビデオカメラは HDMI IN 1、2または6端子につないでくだ 
さい 。 HDMI IN 3〜日端子につないだ場を、ビデオカメラの 
ワンタッチプレイが正し<動作しないことびあ0ます。 

• テレビによっては、ワンタッチプレイで映像、音青が頭切れす 
ることびあります。 


•「Control for HDMU び 「 ON 」 のときは、システムオーディ 
オコント□-ル機能によって 、 HDMI メこューの 「Audio 
Out 」 は自動的に設定されます。 

• システムオーディオコント□ール機能のないテレビをつないだ 
場をは、システムオーディオコント□ール機能は働さません。 

• テレビの電源を入れてから本機の電源を入れると、テレビの音 
声が出力されるまでに多少時間びかかることびあります。 
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デジタルがをのジャンルに応じてサラ 
ウンド効果を切り巧える 

(才ートジャンル七レクター） 


視聴中のデジタル放送のま組情報作 PG 情報）を取得 
して、ま組のジャンルに応じたサウンドフィールドに自 
動的に切り換えることびでさます（システムオーディオ 
コント□ール機能び有効で、かつオートジャンルセレク 
ター対応のテレビなどの機器をお使いの場合のみ)。 

1 MENU を巧ず。 

テレビ画面にメニューび表示されます。 

2 「ち Se 忧 ngs 」 を選び、贷または■►を巧ず。 

Se 比 ngs メニューび表示されます。 

3 rHDMU を選び、©または■►を巧ず。 

4 に〇11口〇1 Field 」 を選び、©または■►を巧す。 


5 お好みの パラメーターを 選び、© を 巧す。 


パラメーター 

内容 

AUTO 

デジタル放送のテレビ番組のジャンルに 
応じてサウンドフィールドが自動的に切 
り換わります。 

MANUAL 

サウンドフィールドボタンで選んだサウ 
ンドフィールドで、音声を出力します。 


ま組情巧対な表 

番組情報 
( EPG 情報） 

オートジャンルセレクターで切り 
換わるサウンドフィールド 

ニュース/報道 

2 ch Stereo 

スポーツ 

Sports 

情報/ワイドショー 

- A . F . D . Auto 

ドラマ 

A . F . D . Auto 

音楽 

詳細ジャンルによって異なりま 
す。ち記の音楽番組詳細ジャンル 
対応表をご覧ください。 

バラエティ 

A . F . D . Auto 

映画 

HD - D . C . S . 


番組情報 

オートジャンルセレクターで切り 

( EPG 情報） 

換わるサウンドフィールド 

アニメ/特撮 

A . F . D . Auto 

ドキュメンタリー 

A . F . D . Auto 

劇場/公演 

Live Concert 

趣昧/教育 

A . F . D . Auto 

福祉 

A . F . D . Auto 

その他 

A . F . D . Auto 

スポーツに S ) 

Sports 

洋画 （ CS ) 

HD - D . C . S . 

邦画 （ CS ) 

HD - D . C . S . 

情報なし 

A . F . D . Auto 

音楽ま組詳細ジャンル対な表 

詳細ジャンル 

サウンドフィールド 

国内□ック/ポップス 

Live Concert 

ミ毎外□ック/ポップス 

Live Concert 

クラシック/オペラ 

D.Concert Hall A 

ジャズ/フュージョン 

Jazz Club 

歌謡曲/演歌 

Live Concert 

ライブ/コンサート 

Live Concert 

ランキング/リクエスト 

Live Concert 

カラオケ/のど自慢 

Live Concert 

民謡/邦楽 

Live Concert 

童謡/キッズ 

Live Concert 

民族音楽/ワールド 

Live Concert 

ミュージック 


その他 

Live Concert 



望 


3 

瓶 

な 

が 

か 


ごま意 

番組情報 （ EPG 情報）に応じてサウンドフィールドが切り換わ 
るとさ、音び遠切れることがあ0ます。 
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GUI HDMI 
MODE OUTPUT 

I - 1 I - 1 


テレビの u モコンでテレビの電源を切ると、本機と再 
生機器の電源ち連動して切ることびでさます。 

また、本機のを機能1」モコンでち電源オフ連動の操作 
びでさます。 


AV 1 /の 


TV 


TV を巧してか!5 、 AV 1/のを巧ず。 

HDMI でつないだすベての機器の電源び切れます。 


本機やテレビ、またはブルーレイディスクレ 
コーダーのリモコンをテレビに向けて、リモコ 
ンの THEATER ボタンを巧ず。 

サウンドフィールドび自動的に HD - D . C . S . に切り換わ 
ります。 

もとのサウンドフィールドに切り換えるには、もう一 
度 THEATER ボタン対甲します。 


HDMI 信号を出力ずるモニ 
夕一を切り換える 

HDMI OUT A 端テと HDMI OUT B 端テのそれぞれに 
モニターをつないでいる場合、を機能リモコンの 
HDMI OUTPUT ボタンで出力するモニターを切り換 
えることびでさます。 


1 /む 


HDMI 

OUTPUT 


1 本機と2 つのモニターの 電源を入れる。 

2 HDMI OUTPUT を巧す。 

HDMI OUTPUT を巧すたびに、出力び LU 下のよ 
うに切り換わります。 

HDMI A 一 HDMI B 一 HDMI A+B 一 OFF 
一 HDMI A --- 

本体の HDMI OUT ボタンでち切り換えることび 
でさます。 


テレビと本機の電源を切る 

(電源オフ連動） 


ワンタツチで映画に適した音場効まに 
切り巧える 

(シアター） 


ご ミ 王 忌 ちよつと 一言 

• 電源オフ連動機能を使ラには、テレビの電源連動機能の設定を テレビの入力を切り換えたとを、わとのサウンドフィールドに切 

有効にしてください。詳しくはテレビの取扱説明書を参照して 0換わることびあります。 

くださし、。 

• 状態によっては、接続機器の電源び切れない場合びあ0ます。 

詳しくは、各機器に付属の取扱説明書を参照してください。 

• テレビによってはサウンドフィールドが切り換わらないことび 
あ0ます。 

• HDMI OUT A 端子と目端子につないでいる モニター 間で対応 
している映像フ ォー マットび異なる場を 、 「HDMI A +巨」び 
働かないことびあります。 

• つないでいる再生機器によっては 、 「HDMI A +巨」び働かな 
いことびあります。 


ゴ國画画圈遗 Hi 口 
ゴ留學因 i 回品™ I 3 f 尸 
1をィ與質 nTS 豐 s jo ぐ 


^^|尹國島画|回。阿 

磯"&島窗画 iCT 阿 
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本機びスタンバイ中でち再 デジタル音声とアナログ音 

生機器を楽しむ 声の入力を切り換える 


(パススルー) 

本機びスタンバイ状態であっても 、 HDMI IN 端子から 
入力された映像および音声信号を HDMI OUT A 端モ 
につないだテレビに出力することびでさまず。 

この機能を有効にするとさは、 LU 下の手順で 「Pass 
ThrouahJ の設定を行ってください。 



♦/♦/♦'トト) 

MENU 


1 「さ Settings 」 を選び、贷または■►を巧ず。 


機器を本機のデジタル音声入力端テとアナ□グ音声入 
力端モの両ちにつないでいる場合、どちらかに固定し 
たり、視聴するソフトの種類によって切り換えること 
びでさます。 

また、オーデイオ U ターンチヤンネル （ ARC ) 機能巧 
応のテレビをご使用の場合は、 「 AUTO 」 に設定ずる 
とオーデイオ U ターンチヤンネル （ ARC ) 機能び働さ 
ます。この機能を使うと 、 HDMI OUT A 端テに HDMI 
接続したテレビの音声を 、 AUDIO IN 端モや TV 
OPT に AL 端テにつなぐことなく本機から出力するこ 
とびでさまず。 


INPUT SELECTOR 
INPUT MODE 



2「 HDMI 」 を選び、©または■►を巧ず。 


1 本体の INPUT SELECTOR で入力を選ぶ。 


3 「Pass Through 」 を選び、©または*を巧 
ず。 

4お好みのパラメーターを 選び、括) または■►を 


押ず。 

パラメー ター 

内容 

ON 

本機のスタンバイ状態時に 、 HDMI 

OUT A 端子から常に信号を出力します。 

OFF 

本機のスタンバイ状態時に、 HDMI 出力 
端子から信号を出力しません。つないだ 
機器をテレビで楽しむ場含には、本機の 
電源を入れて < ださい。 


2 本体の INPUT MODE を巧ず。 

テレビ画面に還んだ音声入カモードび表示されま 
す。 

• AUTO 

機器を本機のデジタル音声入力端テとアナ□グ 
音声入力端子の両方につないでいる場合、デジ 
タル音声入力び優先されます。 

デジタル音声入力びない場合は、アナ□グ音声 
入力び還ばれます。 

テレビ入力び選ばれているとさは、オーデイオ 
U ターンチヤンネル （ ARC ) 信号び優先されま 
す。テレビびオーデイオ U ターンチヤンネル 
( ARC ) 機能に巧麻してし)なし)場 S ホ、光デジ 
タル音声入力び選ばれます。 


ごを意 

•「Control for HDMI 」 び 「 OFF 」 のとを、パススルー機能は働 
さません。 

• パススルー機能は 、 HDMI OUT ボタンで 「HDMI A 」 または 
「HDMI A +巨」を選んでいるとさのみ働さます。 「 HDMI 目」 
または 「 OFF 」 を選んでいるとさ、パススルー機能は働さま 
せん。 

• 入力によっては、設定でをない音青入カモードびあります。 


• HDMI 入力、デジタル方ディアポート、サーバー、 
SHOUTcast を選んでいるとさは、「…… J と表示され、他の 
項目は選べません。 HDMI 入力、デジタルメディアポート、 
サーバー、 SHOUTcast 似がの入力を選んでください。 

• に ch Analog Direct 」 を使っているとをやマルチチヤンネル 
入力を選んでいるとをは、音声入カモードは 「 Analog 」 に設 
定されます。他のモードは選べません。 










































• OPT 

テレビ入力び選ばれているとさに表示されまず。 
TV OPTICAL IN 端テへの光デジタル音声入力 
び常に選ばれます。 

• ANALOG 

AUDIO IN L / R 端テへのアナ□グ音声入力び苗 
に還ばれます。 


他の入力か6の音声/映像 
を楽しむ 

(Input Assign) 

映像や音声信号を他の入力に割り当てることびでさま 
す。 

例： DVD プレーヤーか6光デジタル音声信号のみを入 
力したいときは、 DVD プレーヤーの OPT に AL OUT 
端テを本機の OPT に AL VIDEO 1 IN 端子につなざま 
す。 

DVD プレーヤーから映像信号を入力したいとさは、 
DVD プレーヤーのコンポーネント映像端テを本機の 
COMPONENT VIDEO IN 1 、 COMPONENT 
VIDEO IN 2、または COMPONENT VIDEO IN 3 端 
モにつなざます。 

Input メニューの 「Input Assign 」 を使って DVD 入力 
端テの入力に映像と音声を割り当てます。 



2 入力を割り当てたい入力名を選ぶ。 

3 OPTIONS を巧ず。 

オプションメニューび表示されまず。 

4 「Input Assign 」 を選び、任)を巧ず。 

5 手順2で選んだ入力に割り当てたい音声、映 
像信号を選び、贷を巧す。 


ごま意 

• オーディオ U ターンチャンネル （ ARC ) 機能は、下の場を 
は働をません。 

ーテレビびオーディオリターンチャンネル ( ARC ) 機能に対 
応していない。 


- 「Control for HDMI 」 び 「 OFF 」 に設定されている。 

ーテレビのオーディオ U ターンチャンネル （ ARC ) 機能対応 
HDMI 入力と本機を HDMI ケーブルでつないでいない。 
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入力名 


BD 

DVD 

SAT / 

CATV 

VIDEO 

1 

VIDEO 

2 

TAPE 

MD 

SA - 

CD/CD 

Tuner 

MULTI 

IN 

HDMI 1 

HDMI 2 

HDMI 3 

HDMI 4 

HDMI 5 

HDMI 6 

割り当て可 
能な映像入 
力端子 

巨 D 

Composite 

O 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

一 

- 

- 

- 

- 

DVD 

Composite 

- 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 


SAT/CATV 

Composite 

- 

- 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 


Videol 

Composite 

- 

- 

- 

0 * 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 


Video2 

Composite 

- 

— 

- 

- 

0 * 

- 

- 

- 

- 

- 

— 

- 

- 

- 

- 

- 


Componenti 

0 * 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 ** 

こ）来* 

Q ) 来来 

广 '! * 来 

〔） * 来 

〔）来* 


Component2 

〇 

0 * 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 ** 

〇 ** 

〇 ** 

〇 ** 

〇 ** 

〔）来* 


Components 

〇 

〇 

0 * 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 ** 

こ）来* 

〇 ** 

〇 ** 

〇 ** 

〇 ** 


HDMI1 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

0 * 

- 

- 

- 

- 

- 


HDMI2 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

0 * 

— 

- 

- 

- 


HDMI3 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

〇 * 

- 

- 

- 


HDMI4 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

— 

- 

- 

0 * 

- 

- 


HDMI5 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

0 * 

- 


HDMI6 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

0 * 

割り当て可 
能な音声入 
力端子 

Videol OPT 

〇 

〇 

- 

0 * 

- 

- 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

Videos OPT 

〇 

〇 

- 

- 

0 * 

- 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 


SAT/CATV 

OPT 

〇 

〇 

0 * 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

— 

— 

- 

- 

- 

— 

- 


TAPE OPT 

〇 

〇 

- 

- 

- 

0 * 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 


MD OPT 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

0 * 

〇 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 


巨 D COAX 

0 * 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 


DVD COAX 

- 

0 * 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 


SA-CD/CD 

COAX 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

0 * 

〇 

- 

— 

- 

- 

- 

- 

- 


を初期設定です。 

安* HDMI 入力にコンポーネント映像を割り当てても、入力されたコンポーネント映像信号は HDMI 映像信号に変換されず 、 HDMI 
OUT 端テから出力されません。 

入力されたコンポーネント映像信号は、そのままの解像度で COMPONENT VIDEO MONITOR OUT 端テか5出力されます。ま 
た、 GUI 出力の解像度は、コンポーネント映像、 HDMI 映像ともに 525 p (480 p ) になります。 


ごま意 

• 初期設定ですでに光デジタル端子 ( OPT ) が割0当て5れて 
いる入力には、他の光デジタル入力を割0当てることはでをま 
せん。また、初期設定で同軸デジタル端テ （ COAX ) び割り 
当てられている入力には、他の同軸デジタル入力を割0当てる 
ことはでさません。 

• デジタル音声入力を割0当てると 、 INPUT MODE の設定が 
変わることがあ0ます。 


• 同じ入力に複数の HDMI 入力を同時に割0当てることはでを 
ません 0 

• 同じ入力に複数のデジタル音声入力を同時に割り当てることは 
でをません。 

• 同じ入力に複数のコンポーネント映像入力を同時に割り当てる 
ことはでをません。 

• HDMI 入力にコンポーネント映像を割り当てる場合は、 
「Control for HDMI 」 を 「 OFF 」 に設定してください。 
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ス ij — プタイマ—を使 5 

設定した時間びたつと、本機の電源を自動的に切るこ 
とびでさます。 

この操作にはを機能 U モコンをお使いください。簡単 
リモコンでは操作でさません。 



AMP 


SLEEP 


1 AMP を巧ず。 

本機の操作びでさるよラになります。 

2 SLEEP をくり返し押ず。 

SLEEP を巧ずたびに時間表おびなのよラに切り換 
わります。 

p^0：30：00— :日日： 0日一：30：00— ►2:00:00—►OFF —, 

スリープタイマーが働いているあいだは表示窓の 
「 SLEEP 」 が点灯します。 


ちょっと一言 

スリープタイマーび働くまでの残り時間を確認するには、 

SLEEP を押します。表示窓に残り時間び表示されます。 

ちラー度 SLEEP を押すと、ス U —プタイマーの設定び変わりま 
す。 
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音量でサラウンド効まを 
楽しむ 

音量びルさい状態でち、劇場のよラなサラウンド効ま 
を楽しめる機能です。サウンドフィールドと同時に働 
かせることびでさます。 

例えば深夜に映画を見るとさ、ノ」\音量でちセ U フを 
はっきりと聞き取ることびできます。 



■ ♦/♦/ ♦'贷 


MENU 


1 「古 Se 扣 ngs 」 を選び、贷または■►を巧ず。 
2 「 Audio 」 を選び、©または■►を巧ず。 

3 「Night Mode 」 を選び、©を巧ず。 

4 「 ON 」 を選び、©を巧す。 


他機を使って録音/録画ずる 

本機を使ってオーディオ/映像機器から録音/録画び 
でさます。お持ちの録音/録画機器の取扱説明書ち参 
照して < ださい。 


I/Cl) 

〇 〇 
2CH/A.DIRECT A.F.D. MOVIE MUSIC 

00 00 



《 MENU み 


*/*/*、トト） 


MENU 


ミニディスクやカセツトテープに録音 
する 


本機を使って5ニディスクまたはカセットテープに録 
音でさます。お持ちの MD デッキまたはカセットデッ 
キの取扱説明書ち参照してください。 

1 「百1叩山」を還び、©または■►を巧す。 

2 再生機器を選び、©を巧ず。 

3 再生機器を準備ずる。 

例： CD プレーヤーにディスクを入れる。 

4 録音機器を準備ずる。 

S ニディスクまたはカセットテープを入れ、録音 
レベルを調節ずる。 

5 録音機器側で録音を開始し、再生機器側で 
再生ずる。 


ごま意 

•「Night Mode 」 は、が F の場をは機能しません。 

ーマルチチヤンネル入力を選んでいる。 

-に chAnaioQ Direct 」 を使用している。 

-サンプリング周波数び176.4 kHz 1；(上の Dolby TrueHD 
信号を受信している。 

• ヴンプ U ング周波数び176.4 kHz 似上の信号を受信中に 
「Night Mode 」 び機能していると、もとの周波数にかかわら 
ず 44.1 kHz または48 kHz で再生されます。 


ちよつと一言 

FNiaht ModeJ び機能していると、臣 ass 、 Treble び上がり、 
の. Range . Comp 」 び 「 MAX 」 になります。 


ホ S 音 Q 瓶なが W か 
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デジタル音青を録音ずるには 

再生機器をデジタル音声入力 （ OPT に AL IN ) 端テに 
つなざ、録音機器を OPT に AL MD OUT 端モにつない 
でください。 


録画する 


1 「百 1叩 山」を選び、©または■►を巧ず。 

2 再生機器を選び、任)を巧ず。 

3 再生機器の準備をずる。 

例：ビデオデッキにビデオテープを入れる。 

4 録画機器の準備をずる。 

( VIDEO 1につないだ）録画機器に録画用のビデ 
オ テープな どを入れる。 

5 録画機器側で録画を開始し、再生機器側で 
再生ずる。 


本体とリモコンのコマンド 
モードを切り換える 

本機（アンプ）と付属の U モコンのコマンドモード 
(COMMAND MODE AV 1 または COMMAND 
MODE AV 2) を切り換えることびでさます。付属の 
U モコン操作で他にお使いのソニー製機器び誤動作す 
る場合は、コマンドモードを初期設定から適切な設定 
に切り換えてください。 

本機と付属の U モコンとちに、初期設定のコマンド 
モードは COMMAND MODE AV 2 です。 

本機と付属の U モコンはどち日ち同じコマンドモード 
に設定する必要びあります。コマンドモードび一致し 
ていない場合は、付属の U モコンで本機の操作びでさ 
ません。 


本化のコマンドモードを切り換える 


1/(!) 2CH/A.DIRECT 







■ I 

を ■占 


^ :ザぃザ巧"評が叫 

■…巧.巧 fi •ザ ち" W 岂。 

—L ， eh»KCWM -- WTIRNLUie 

=ぞ6 6 0 〇 

©' (〇 ◎ ◎ ◎適') 


1 1 / のを巧して、本機の電源を切る。 

2 2 CH / A . DIRECT を巧しなび5 1/のを巧し 
て、本機の電源を入れる。 

コマンドモードび 「 AV 2」 に設定されると、表示 
窓に 「COMMAND MODE [ AV 2] J と表示され 
ます。 

コマンドモードが 「 AV 1」 に設定されると、表示 
窓に 「COMMAND MODE [ AV 1]」 と表示され 
ます。 


ごま意 

• SCMS 対応の録音機器をお使いの場合、録音でをないことび 
おじます。 

• MULTI CHANNEL INPUT 端テから入力された音声信号は出 
力されません。 

• アナ□グ出力端子（録音用）か5は、アナ□グ入力信号のみ出 
力されます。 

• COAXIAL IN 端子または OPT に AL IN 端子からの入力信号 
は 、 OPnCALMD OUT 端子からそのまま出力されます 
( MD 入力を選んでいる場をは除く）。 


• HDMI 音靑は録音でさません。 

• 一部のソースにはコピー防止信号が含まれています。このよラ 
な場合は、ソースか5の録画はでをないことびあります。 

• アナ□グ出力端子（音声およびコンポジット映像）からは、ア 
ナ□グ入力信号のみ出力されます。 

• コンポジット映像信号のみを録画中は、本機のオートスタンパ' 
イ機能が働さ、録画が中断されることびあります。このよラな 
場合は 、 「Auto Standby 」 を 「 OFF 」 に設定してください 
(100ぺージ)。 


80 























簡単リモコンのコマンドモードを切り 
巧える 


さ機能リモコンのコマンドモードを切 
り巧える 



DISPLAY を巧しなび5 MUTING を巧し、そ 
のまま©を巧ず。 



りむ 


AMP 

ZONE 


ENTER 


1 RM SETUP を巧しなび5、 1/ むを巧ず。 

AMP と ZONE び点滅します。 

2 AMP を巧ず。 

ZONE び消打し、 AM 円ま点滅したまま 、 SHIR 
び点打します。 

3 AMP び点滅している間に1または2を巧ず。 

1を巧すと、コマンドモードは rAV SYSTEM 1 J 
に設定され、2を巧すと rAV SYSTEM 2 J に設定 
されます。 

AMP び点打します。 


4 ENTER を押す。 

AMP び2回点滅し、設定び完了します。 


81 









































パイアンプ接続する 

サラウンドバックスピーカーを使用しない場合、 
SURROUND BACK (ZONE 2) 端モをフ□ントス 
ピーカーのバイアンプ接続用に使用することびでさま 
す。 

接続ずる 

フロント スピーカー (R) フ□ントス ピーカー (L) 


6 rSur Back Assign 」 を選び、贷を巧す。 

7 「 BI - AMP 」 を還び、©を巧す。 

SURROUND BACK (ZONE 2) 端子から FRONT 
囚端子と同じ信号び出力されます。 



フ□ントスピーカーの Lo (または Hi ) 側を本機の 
FRONT 图端テに、フ□ントスピーカーの Hi (または 
Lo ) 側を本機の SURROUND BACK (ZONE 2) 端モ 
につなざます。 

このとさ、スピーカーに付属されている Hi / Lo の 
ショート金具は必ずはずしてください。本機の故障の 
原因となります。 

設定ずる 

1 「鱼 Se 扣 ngs 」 を選び、任)または■►を巧す。 

2 rSpeake りを選び、©または■►を巧す。 

3 「Speaker Pattern 」 を還び、©を巧す。 

4 サラウンドバックス ピーカー および フ □ント八イス 
ピーカーな しのス ピーカー ノ（ターンを選ぶ。 

5 RETURN / EXtcTk を巧ず。 


ごを 意 

• FRONT 回 / FRONT H に H 端テを使ってバイアンプ接続する 
ことはでさません。 

• 自動音場補正機能を使ラ場合は、その前にバイアンプの設定を 
して < ださい。 

• バイアンプの設定後は、サラウンドバックスピーカーのレべ 
ル、バランス、イコライヴーなどの設定は無効とな0、フ□ン 
トスピーカーの設定び反映されます。 


• PRE OUT 端子から出力される信号は SPEAKERS 端子と同 
じ設定にな0ます。 

•「Speaker Pattern 」 でヴラウンドバックスピーカーまたはフ 
□ント八イスピーカーありの設定にした場合 、 rSur Back 
Assign 」 を 「 BI - AMP 」 に設定できません。 
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設定をを更ずる 


Settings メニューの使いか 
た 

Se 比 ngs メニューを使って、スピーカーやサラウンド 
効果などさまざまな設定びでさます。 

Se 比 ngs メニューをテレビ画面に表示するには、 

「「GUI MODE 」 のオン/オフを切り換えるには」 （44 
ページ）の手順にしたびって、本機び 「GUI MODE 」 
になっていることをお認してください。 


2 「さ sSettings 」 を選び、©または■►を巧して 

メニューモードに入る。 

Se 扣 ngs メニューび表示されます。 



Auto Calibration • 
スピーカーの設定 
( 自動》 

g g Speaker • 

な 

い (t Surround > 


な Quick Setup 
O Enhanced Setup 
O A.P.M. 
o speaker Relocation 


RETURN/ 

EXITo-^ 



MENU を巧す。 

テレビ画面にメニューび表示されます。 


3 お好みのメニュー項目を選び、任)を巧ず。 

例 : Auto Calibration の場合 






OPTIONS 

烹 AU10 Calibrations 

〇 

Quick Setup 

リスこングポジション 1 の 
自動音場補正を閑おしまず。 

MENU 


な 

Enhanced Setup 



な 

A.P.M. 


4 設定を選び、©を巧して確定ずる。 




前の表示画面に戻るには 

百> 

A BD 

RETURN / EXIT す V & 巧します。 

Input 



n 

A DVD 

メニユーを消ずには 


rir SAT/CATV 

MENU を巧します。 

な 

一 .—. 



隅袖が樹地 W か 
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Settings メニュ-覧 


メニ 

ユー アイコン 

内容 


Auto 

Calibration 

スピーカーレベルや距離などを自動で 
設定します。 

な 

日-白 

Speaker 

スピーカーの位置やインピーダンスを 
手動で設定します。 （87 ページ)。 

な 

>) X 0 

Surround 

お好みに合わせてサウンドフィールド 
(サラウンド効果）を選びます （90 
ぺージ)。 

% 

EQ 

イコライヴー（低域/高域のレベル） 

を調整します （91 ぺージ)。 

X 

Multi Zone 

マルチゾーンの設定をします （91 
ぺージ)。 


Audio 

音声の設定をします （93 ページ)。 

。口 

Video 

アナ□グ映像信号の解像度を調節しま 
す （94 ページ)。 

な 

HDMI 

HDMI 端子につないでいる機器の設定 
をします （96 ページ)。 

难 

Network 

ネットワークの設定をします （97 
ぺージ)。 

な。 

Quick Click 

本機につないだ機器を画面リモコン 
(クイッククリック）で操作するため 
の設定をします （99 ページ)。 

G 

System 

本体の設定をします （1 日0ページ)。 


ブ3自動音場補正機能設定 

(Auto Calibration) 


Quick Setup 


自動音場補正機能を実行します。詳しくは「準備9: 
自動でスピーカーを設定ずる（自動音場補正機能)」 
巧6ページ）をご覧ください。 


Enhanced Setup 


測定位置や視聴環境、測定条件ごとに U スニングポジ 
シヨンとして3つのノ（ターンを登録でさます。 

また、それぞれのスピーカーの補正タイプち選べまず。 

複数のリスニングポジシヨンを登録ずるには 

お好みの U ス ニン グポジシヨンを選び、測定結果を登 
録でさます。 

1 Enhanced Setup 画面で、測定結果を登録する 
「Seating Position 」 を選ぶ。 

• Pos . ( Position ) 1 

• Pos . ( Position ) 2 
• 戶 os . ( Position ) 3 


2 ■►を巧して、測定を実行する。 


スピーカーの巧正タイプを設定ずるには 

U スニングポジシヨンごとにスピーカーの補正タイプ 
を選べます。 

1 スピーカーの補正タイプを設定する 「Seating 
Position 」 を還び、©を巧す。 

2 「Calibration Type 」 を選び、贷を巧す。 

• Full Flat 

各スピーカーの周波数特性を平らにします。 

• Enaineer 

ソニー基準のリスニングルームの周波数特性にし 
ます。 

• Front Reference 

すべての スピーカーの 特性を フ□ン トス ピーカー 
の 特性にをわせます。 


ごま意 

•「Quick Setup 」 を実行すると、測定結果び上書きされ、 • 測定結果が登録されていない l"Seating Position 」 に 

Enhanced Setup メこューのポジション1に記録されます。 「Calibration Tvpe 」 は設定できません。 
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• User Referenc 百 

Setup Manager で調整した周波数特性にしま 
す。この補正タイプは Setup Manager で周波数 
特性を調整した場合のみ表示されます （63 ペー 
ジ)。 

• OFF 

自動音場補正のイコライヴーをオフにしまず。 

リスニングポジションのイコライザー設定を確 
認ずるには 

1 イコライザー設定をお認ずるに eating Position 」 
を選ぶ。 

2 OPTIONS を巧ず。 

オプションメニューび表示されまず。 

3 「EQ Curve 」 を還び、©を巧す。 

4 イコライヴー設定をお認するスピーカーを還ぶ。 

• FRONT 

• CENTER 

• SURROUND 

• SURROUND BACK 

• FRONT HIGH 

u スニングポジションにち前を付けるには 

1 名前を付ける 「Seating Position 」 を選ぶ。 

2 OPTIONS を巧ず。 

オプションメニューび表示されまず。 

3 「Name Input 」 を還び、贷を巧す。 

ソフトキーボードび表示されまず。 

4 ♦/*/♦/ ■►を巧して文字を1つずつ選び、©を巧す。 

5 「 Finish 」 を還び、©を巧ず。 


ごを 意 

•「 AUTO 」 に設定しても 、 「Calibration Type 」（84 ぺージ） 

び rOFF 」 に設定されている場合は、 「 A . P . M 」 は機能しませ 

•「 A . P . M 」 は、 UTF の場合は機能しません。 

ーマルチチヤンネル入力を選んでいる。 

-に chAnaioQ Direct 」 を使用している。 

ーサンプリング周波数び 88.2 kHz ULh の DTS - HD 信号を受 
信している。 

-サンプリング周波数び1 76.4 kHz 政上の Dolby TrueHD 
信号を受信している。 

•「 A . P . M 」 が機能中は、ヴンプ U ング周波数が 88.2 kHz 上 
の信号は、もとの周波数にかかわらず 44.1 kHz または 
48 kHz で再生されます。 


A.P.M. 


D . C . A . C . (Digital Cinema Auto Calibration (自動 
音場補正)）機能巧6ページ）の A . P . M . (Automatic 
Phase Matching (自動位巧マッチング)）機能を設 
定でさまず。 

■ OFF 

A . P . M . 機能は働さません。 

■ AUTO 

A . P . M . 機能のオン/オフび自動的に切り換わります。 


Speaker Relocation 


スピーカーの位置（測定位置か S の各スピーカー配置 
角度）を補正し、サラウンド効果を向上させることび 
でさます。 

■ TYPE A 

ITU - R 推奨の 5. 1チャンネルスピーカー配置に、ヴラウ 
ンドパックスピーカーを背後の壁に追加するように配 
置します。 

補正をのスピーカー配置図 



•「Speaker Relocation 」 は、 LU 下の場をは機能しません。 

- 「Calibration Type 」 び 「 OFF 」 に設定されている （84 
ぺージ )0 

一 「 A . P . M 」 が 「 OFF 」 に設定されている。 

ーサラウンド スピーカー なしの スピーカー パターンを選んで 
し、る。 

-サンプリング周波数び 88.2 kHz 上の DTS - HD 信号を受 
信している。 

-サンプリング周波数び176.4 kHzLU 上の Dolby TrueHD 
信号を受信している。 

•「Speaker Relocation 」 が機能中は、サンプリング周波数が 
88.2 kHz 上の信号は、ちとの周波数にかかわらず 
44.1 kHz または48 kHz で再生されます。 


隅神がお地 W か 
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■ TYPE B BR 

ITU - R 推奨の 7.1 チヤンネルスピーカー配置にしたび Rch のデータを U フアレンス値とします。 

い、サラウンドスピーカー4個をほぼ巧等の角度に配 
置します。 

補正をのスピーカー配置図 



み ク 


■ OFF 

スピーカーの位置を補正しません。 


SP Pair Matching 


自動音場補正のイコライヴーノ（ターンのペアマツチ方 
法を選びます。 

■ ALL 

フ□ント/ブラウンド/サラウンドバックスピーカー 
をそれぞれ Lch / Rch のペアマッチ処理で補正を行いま 
す。 


■ SUR 

サラウンド/サラウンドパックスピーカーをそれぞれ 
Lch / Rch のペアマッチ処理で補正を行いまず。 

■ OFF 

各 ch で独立した補正を行いまず。 


Front Ref Type 


自動音場補正の補正タイプで 「Front Reference 」 を 
選んだ場を、リファレンス値を選べます （84 ページ)。 

■ L/R 


Rch と Lch をリファレンス値とします。 


■ L 


Lch のデータをリファレンス値とします。 


ごま意 

• rSP Pair Matching 」 は、自動音場補正を行っていないときは 
礫能しません。 

• rSP Pair Matching 」 の 「 ALU は、自動音場補正の補正夕 
イプで 「Front Reference 」 を選んだときは設定できません。 


•「Front Ref Type 」 は自動音場補正の補正タイプで [Front 
Reference ] を選んだときのみ機能しますほ4ページ)。 

•「Front Ref Type 」 を設定してから、自動音場補正を行ってく 
ださい。 
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旨 _ B スピーカー 設定 

(Speaker) 

それぞれのスピーカーを手動で設定でさまず。自動音 
場補正完了後にちスピーカーレベルを調節でさます。 


Sur Back Assign 


Impedance 


スピーカーインピーダンスを設定でさます。詳しくは 
「準備8 :スピーカーを設定する」巧3ページ）をご覧 
ください。 

■4 n 
■ 8 0 


Speaker Pattern 


お使いのシステムによって 「Speaker Pattern 」 を選 
びます。自動音場補正を行ラ前にスピーカーパターン 
を還んでください。 


Center Mix 


アナ□グダウン5ックス機能をオン/オフに設定しま 
す。 

■ OFF 

センタースピーカーをつないでいるとさは、自動的に 
rOFFJ に設定されまず。 

■ ON 

センタースピーカーびないとさに、デジタル音声を高 
音質で聞さたいとさは、 「 ON 」 をおずすめしまず。 
roN 」 に設定されると、アナ□グダウンミックス機能 
び働きまず。この設定は MULTI CHANNEL INPUT 端 
モか6の入力信号にち働さます。 


バイアンプ接続または 2 nd ゾーン接続用に 
SURROUND BACK (ZONE 2) 端テの設定をします。 

■ OFF 

■ BI-AMP 

■ Z0NE2 


Manual Setup 


Manual Setup 画面で各スピーカーを手動で設定でさ 
ます。自動音場補正完了後ちスピーカーレベルを調節 
でさます。 

スピーカーの レベルを調節ずるには 

各スピーカー（センター、サラウンドち/左、ヴラウ 
ンドバックち/左、フ□ント八イち/左、アクティブ 
サブウーファー）のレベルを調節でさます。 

1 レベルを調節するスピーカーを還び、©を巧ず。 

2 「 Level :」 を選び、©を巧ず。 

3スピーカーの レベルを設定して、©を巧す。 

-20 dB から+10 dB の範囲で 0.5 dB 単位で設定 
でさます。 

フ□ントち/左スピーカーの場を、左ちのバランス 
を調節でさます。フ□ント左のレベルを FL 
-10 d 目から FL + 10 d 目の範囲で0.己 dB 単位で設 
定できます。フ□ントちのレベルを FR -10 d 目か 
SFR + 10 d 目の範囲で0.日 dB 単位で設定でさま 
す。 


ごま意 

• スピーカー設定は選択中の rSeatina Position 」 にのみ有効で 
す。 

• バイアンプ接続または 2 nd ゾーン接続からサラウンドバック 
スピーカー接続に切り換えたいときは、に u「Back Assign 」 
を 「 OFF 」 に設定してからサラウンドバックスピーカーをつ 
ないで<ださい。サラウンドバックスピーカーをつないでか 
ら、スピーカーの設定をやりなおします。「自動音場補正機能」 
(36 ぺージ）または 「Manual Setup 」 をご覧くださし、。 

• 音楽用ヴウンドフィールドのいずれかを選んでいるとさは、 
Speaker メニューで すべての スピーカーび 「 LARGE 」 に設 
定されていても、アクティブサブウーファーか5は音び出ませ 
ん。ただし、入力されたデジタル信号に L . F . E . 信号び含まれ 
ているときや、フ□ントとサラウンドのレずれかび 
「 SMALL 」 に設定され ている とき、映画用サウンドフィール 
ドを選んでいるとき 、 「Portable Audio 」 を選んでいるとき 
は、アクティブサブウーファーから音び出ます。 


ちよつと 一言 

• 各スピーカーの 「 LARGE 」、「 SMALL 」 の違いは、「そのス 
ピーカーの低音をカットするかしないか」です。 「 SMALL 」 

でカットされた低音は、 「 LARGE 」 に設定した他のスピー 
カーまたはアクティブサブウーファーの低域に回されます。 
しかし、低域は一定の指向性を持っているため、でさればカッ 
卜したくないちのです。したびって、どんなにル型のスピー 
カーでわ、低音を再生させたい場をは 「 LARGE 」 に設定しま 
す。逆に大型のスピーカーでわ、低音を再生させたくない場合 
は 「 SMALL 」 に設定します。 

全体の音量びルさい場合はすべてのスピーカーを 「 LARGE 」 

に設定し、低音感び足りない場合は、イコライヴーで低域を上 
げることをおすすめします。 

• サラウンドバックス ピーカーの 設定はサラウンドス ピーカーと 
同じになります。 

• フ□ントスピーカーの設定をに MALL 」 にすると、セン 
ター、サラウンド、サラウンドバックスピーカーち自動的に 
に MALL 」 に設定されます。 

• アクティブサブウーファーを使用しない場をは、フ□ントス 
ピーカーは自動的に 「 LARGE 」 に設定されます。 


隅袖がお地 W か 




87 














リスニングポジションか百スピーカーまでの距 
離を調節ずるには 

U スニングポジションか日各スピーカー（フ□ントち 
/左、センター、サラウンドち/左、サラウンドバッ 
クち/左、フ□ント八イち/左、アクティブサブウー 
ファー）までの距離を調節でさます。 

1 U スニングポジションか6の距離を調節するスピー 
カーを還び、©を巧す。 

2 「 Distance :」 を還び、©を巧ず。 

3スピーカーの距離を設定して、©を巧す。 

1.0 〜 10.0 m の範囲で、1 cm 単位で設定でさま 
す。 

スピーカーのサイズを調節ずるには 

各スピーカー（フ□ントち/左、センター、サラウン 
ドち/左、サラウンドバックち/左、フ□ントバイち 
/左、アクティブサブウーファー）のサイズを調節で 
さます。 

1 サイズを調節ずるスピーカーを選び、©を巧す。 

2 「 Size :」 を選び、任)を巧す。 

3スピーカーのサイズを設定して、©を巧す。 

• LARGE 

低域を充分に再生でをる大さなスピーカーをつな 
いだときに選びます。通常は 「 LARGE 」 を選び 
ます。 

• SMALL 

マルチチャンネルサラウンドの音声び歪んだり、 
サラウンド効果び不充分なとさに還びます。サラ 
ウンドスピーカーの低域部分は、アクティブヴプ 
ウーファーまたは 「 LARGE 」 に設定した他のス 
ピーカーから再生されます。 


Crossover Freq 


Speaker メニューで 「 SMALL 」 に設定されているス 
ピーカーの低音域のク□スオーバー周波数を調節しま 
す。自動音場測定後は、測定されたスピーカーのクロ 
スオー；（一周波数び各スピーカーに設定されます。 

1 設定す るスピーカーを 選ぶ。 


2 設定値を選び、*または RETURN/EXIT 
〇*^を巧ず。 


Test Tone 


Test Tone 画面でテストトーンの種類を選べます。 

をスピーカーか百テストトーンを出力ずるには 

各スピーカーから順番に、テスト!-ーンを出力します。 

1 「Test Tone 」 を還び、©を巧す。 

Test Tone 画面び表示されます。 

2 設定を還び、©を巧ず。 

• OFF 

• AUTO 

テスト I ''ーンび出るスピーカーび自動的に切り換 
わります。 

•し C 、 R 、 SR 、 SB *' SBR 、 SB し S し LH 、 
RH、SW 

* rsB 」 は、サラウンドバックスピーカーを1個のみつな 
いでいるときに表おされます。 

テスト I -ーンを出力するスピーカーを還ぶことび 
でさます。 

3 「 Level :」 を選び、任)を巧す。 

隣り合5スピーカーか百テストトーンを出力ず 
るには 

隣り合うスピーカーからテストトーンを出力ずること 
で、スピーカー間のバランスを調節でさます。 

1 「Phase Noise 」 を還び、©を巧す。 

Phase Noise 画面び表示されます。 

2 設定を選び、©を巧す。 

• OFF 

• L / C . C / R 、 R / S し R / SR 、 SR / S し SR / SBR 、 
SR / SB *、 SBR / SBL 、 SB / SL *、 SBL / S し SL / 
し L / SR 、 L / RH 、 LH / RH 、 LH/R 

*rsR/SBj および rsB/su は、サラウンドバックス 
ピーカーを1個のみつないでいるとさに表をされます。 

隣り合ラ2つの スピーカーから 順番に、テスト 
I -ーンを出力します。 

スピーカーパターンによっては、表示されない項 
目びありまず。 

3 「 Level :」 を還び、©を巧ず。 


ちょっと一言 

• すべてのスピーカーの音量を一度に調節したいとさは、 
MASTER VOLUME + / -で調節します。 


•「 TestTone 」 の設定値は調節している間、表示窓に表示され 
ます。 
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晩り合 5 スピーカーか百音源を出力ずるには 

隣り合う スピーカーから 音源を出力して、 スピーカー 
間のバランスを調節でさます。 

1 「Phase Audio 」 を選び、©を巧す。 

Phase Audio 画面び表示されます。 

2 設定を選び、©を巧す。 

• OFF 

• L / C 、 C / R 、 R / SL 、 R / SR 、 SR / SL 、 SR / SBR 、 
SR / SB *、 SBR / SBL 、 SB / SL *、 SBL / S し SL / 
し L / SR 、 L / RH 、 LH / RH 、 LH/R 
*rsR/SB」 および rsB/su は、サラウンドバックス 

ピーカーを 1個のみつないでいるとさに表おされます。 

隣り合う2つの スピーカーから 順番に、テスト 
I -ーンではなくフ□ント2チヤンネルの音源を出 
力します。 

スピーカーパターンによっては、表示されない項 
目びあります。 

3 「 Level :」 を選び、©を巧す。 

テストトーンが何ち聞こえないとまは 

• スピーカーコードびお実につなびれていない場合び 
ありまず。コードを軽く引っ張ってみて、キ友けたり 
しないようにお実につないでください。 

• スピーカー コー ドびシ ヨー トしている恐れびありま 
す。 

画面に表示されているスピーカーと異なるス 
ピーカーか百テストトーンが出力されるとをは 

つないだ スピーカーと 設定した スピーカー パタ ー ンび 
間違っています。 スピーカーの 接続と スピーカー パ 
ターンをちう一度お認してください。 


□.Range Comp 

サウンドトラックのダイナミックレンジを狭くします。 
深夜にル音量で映画を見たいとさなどに便利です。ド 
ルビーデジタルの音声にのみ働さまず。 

■ OFF 

ダイナ5ックレンジの圧縮は行われません。 

■ AUTO 

ダイナミックレンジび自動的に圧縮されます。 

■ STD 

レコーディングエンジニアび意図するダイナ S ックレ 
ンジでサウンドトラックを再現しまず。 

■ MAX 

ダイナ5ックレンジを極端に狭くしまず。 


Distance Unit 

スピーカーまでの距離を表示する単位を切り換えます。 

■ meter 

メートル表示に切り換えまず。 

■ feet 

フィート表示に切り換えまず。 


ちよつと一言 

• の . Range Comp 」 では、ダイナミックレンジをドルビーデ 
ジタルに記録されているダイナ S ックレンジ情報に基づいて圧 
縮します。 


•「 D . RanaeComp 」 では 「 STD 」 び本来の圧縮値ですび、控 
えめに感じるときは、 「 MAX 」 をおすすめします。これは極端 
にダイナ S ックレンジを圧縮しますので、深夜のビデオ鑑賞な 
どに便利です。アナ□グの US ッターと異な0、機器側が圧縮 
ポイントをあらかじめ予測しているため、自然な圧縮にな0ま 
す。 
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(•サラウンド設定 

(Surround) 

Sound Field Select 画面でヴウンドフイールド（サラ 
ウンド効果）を選び、エフェクトレベルを調節でさま 
す。 

詳しくは「サラウンド効果を楽しむ」 （49 ページ）を 
ご覧ください。 

サウンドフイールドを選ぶには 

1 お巧みのヴウンドフイールドを選ぶ。 

2 RETURN/EXIT ( Tk を巧す。 

HD - D . C . S . のエフェクトタイプを選ぶには 

1 「 HD - D . C . S 」 を選び、■►を巧す。 

2 お好みのエフェクトタイプを選び、♦を巧す。 
HD - D . C . S . には異なる3種類のタイプ 
(「 Theater 」、「 Dynamic 」、「 Studio 」） びありま 
す。各タイプは反響音と残響音の異なる5ックスレ 
ベ) レび設定されており、鑑賞ちの部屋の特性や好 
み、雰囲気に合わせて最適な調節をすることびでさ 
ます。 

• Dynamic 

反射音を強調するタイプで、映画館で耳にするよ 
ラな効果音を存分に楽しめます。多くの部屋では 
音は鳴り響さびちであってち、広々とした音場感 
は乏しくなります。そのよラな部屋の特性を音響 
的にお張し、マスタ U ングスタジオと同等の広大 
でダイナ S ックな音場感をちたらします。 

• Theater 

お買い上げ時の設定です。反射音と残響音を5ッ 
クスし、マスタ U ング スタジオの特性を再現しま 
す。さらに、多くのプ□のスタジオや映画館び持 
つ周波数特性を5ックスします。残響の少ない U 
ス ニングルームでの 映画鑑賞に最適なタイプで 
す。 

• Studio 

劇場の素晴6しい音響体験はそのままに、効果を 
最小限のレベルで維持しまず。 

3 RETURN/EXIT on を巧す。 


フ□ント八イチヤンネルのゲインレベルを調節 
ずる 

プ□□ジック I Iz モード用フ□ント八イチヤンみレのゲ 
インレベルを調節ずることびでさます。 

1 「PLIIz Height 」 を選び'■►を選ぶ。 

2 ゲインレベルを調節し、♦を選ぶ。 

• Low 

ゲインレベルを±0 d 目に下げます。 

• Mid 

ゲインレベルを+3 d 目に上げます（初期設定)。 

• High 

ゲインレベルを+日 d 目に上げます。 

3 RETURN/EXIT 八を押す。 


ごま意 

サウンドフィールドによって、メニューごとに設定でをる項目び 
異なります。 
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川イコライザー設定 

(EQ) 

下記のパラ^ーターを使って、すべてのスピーカーの 
音質（低域/高域のレベル）を調節でさます。 

イ氏域 高域 


レベル 

(dB) 


交 



EQ 画面でイコライザーを調節ずるには 

1 調節したいスピーカーを選び、©を巧す。 
2 「 Bass 」 または 「 Treble 」 を還ぶ。 

3パラメーターを調節し、©を巧ず。 


マルチゾーン設定 

(Multi Zone) 


メインゾーン、 2 nd ゾーン、 3 rd ゾーンの設定びでさ 
まず。 


Multi Zone Setup 


2 nd ゾーン /3 rd ゾーンのオン/オフを切日換 
义るには 

2 nd ゾーンまたは 3 rd ゾーンの操作のオン/オフを切 
り換えることびでさます。 

1 オン/オフを切り換えたいゾーンを選び、任)を巧 
す。 

2 roN 」 または roFF 」 を選び、©を巧す。 

• ON 

• OFF 

舍■ゾーンのソースを選ぶには 

ゾーンに出力ずるソースを選ぶことびでさます。 

2 nd ゾーンには映像信号と音声信号び出力されまず。 
3 rd ゾーンには音声信号のみ出力されまず。 

1 映像/音声信号を出力したいゾーンを選び、©を巧 
す。 

2 「 Input 」 を還び、©を巧ず。 

3入力を還び、©を巧ず。 

2 nd ゾーンの音量を調節ずるには 

メインゾーン、または本機につないだ旧 U ピーターを 
2 nd ゾーンに設置している場合は 2 nd ゾーンで音量を 
調節することびでさまず。スピーカー設定の 「Sur 
Back Assign 」 をに 0 NE 2」 に設定している場合 
は、 2 nd ゾーンの音量ち調節することびでさます。 
rZone 2 Line Out Level 」 び 「 VARIABLE 」 に設定 
されている場合は 、 「Multi Zone Setup 」 でも音量を 
調節することびでさます。 

1 音量を調節したいゾーンを選び、©を押す。 

2 「 Volume 」 を選び、©を押す。 


ごま意 

• イコライヴー機能は下の場合、働きません。 

ーマルチチヤンネル入力が選ばれている。 

-に chAnaioQ Direct 」 を使用している。 

-サンプリング周波数び176.4 kHz 1；(上の Dolby TrueHD 
信号を受信している。 


ヴンプ U ング周波数び176.4 kHz ULL の信号を受信中にイコ 
ライヴーを調節すると、ちとの周波数にかかわらず 44.1 kHz 
または48 kHz で再生されます。 


隅神がお地 W か 
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3 音量を調節し、©を巧す。 

メインゾーン /2 nd ゾーンの音量をプリセット 
ずるには 

本機の電源を入れたとさの各ゾーンの音量をプ U セッ 
卜することびでさまず。 

1 音量をプ U セットしたいゾーンを選び、©を巧す。 

2 「preset Volume 」 を選び、任)を巧す。 

3 音量を調節し、©を巧す。 

調節中は 、 MASTER VOLUME の値にかかわらず、 
調節した音量で音び出力されまず 
「 OF 円に設定した場合は、各ゾーンは前回電源を 
切ったとさの音量で起動します。 


■ INPUT ( 「 Main 」 のみ） 

あ6かじめ設定した入力び選ばれたとさ、1 2 V 卜 U ガ 
の出力をオンに切り換えます。 

「 INPUT 」 を選ぶと、各入カト U ガのオン/オフを設 
定する設定画面び表示されまず。 ♦/ ♦を巧して入力を 
選び、©を巧してボックスをチェックします。 

■ HDMIA ( 「 Main 」 のみ） 

HDMI OUT A 端子の出力設定に連動して、 12 V 卜 U ガ 
の出力のオン/オフを切り換えます。 

■ HDMI B ( 「 Main 」 のみ） 

HDMI OUT B 端テの出力設定に連動して、 12 V 卜 U ガ 
の出力のオン/オフを切り換えます。 

■ MAIN aZoneSJ および 「 Zone3 」 のみ） 

2 nd ゾーンまたは 3 rd ゾーンの卜 U ガ操作を本機に連 
動させまず。 


Zone2 Line Out Level 


ZONE 2 AUDIO OUT 端テの音量調節を 
「VARIABLE (可変)」または 「FIXED (固定)」に設 
定できます。詳しくは、 r 2 nd ゾーンの音量調節の設定 
をする」 （68 ページ）をご覧ください。 

■ FIXED 

■ VARIABLE 


12V Trigger 

他のゾーンか日本機の電源を入/切したり、 12 V 卜 U 
ガ機能を使ラためのさまざまなオプシヨンを選んだり 
することびでさます。 

■ OFF 

本機の電源び入っていてち、 12 V 卜 U ガの出力を萬に 
オフにします。 

■ CTRL 

外部制御機器の コン ト□ール コマン ドを使って、 12 V 
卜 U ガの出力のオン/オフを手動で切り換えまず。 

■ ZONE 

選んだゾーンのオン/オフに連動して、 12 V 卜 U ガの 
出力のオン/オフを切り換えます。 


ごを 意 

• liTF の場合は、 2 nd ゾーンの音量をプ U セットでさません。 

- rSur Back Assign 」 び 「 OFF 」 または 「 BI - AMP 」 に設 
定されている。 

-に〇1162 Line Out Level 」 び 「 FIXED 」 に設定されてい 
る。 


ちよつと一言 

本機がスタンバイ状態であってち（本機の電源を切るには、 U モ 
コンの1/むを巧します）、 2 nd ゾーンまたは 3 rd ゾーンのアンプ 
の電源は入ったままです。すべてのアンプの電源を切るには、多 
機能 U モコンの1/むと AV 1/(1) を同時に押します (SYSTEM 
STANDBY )。 
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音声設定 

(Audio) 

音声に関する設定びでさます。 


Digital Legato Linear (D.L.L.) 


「 AUTO 」 に設定すると、非可逆圧縮で録音された音 
声を高音質で再生でさます。 U ニア PCM で記録されて 
いる CD の音声な日、さらに音質び向上します。 

■ OFF 

■ AUTO 1 

非可逆圧縮された音声フォーマツトとアナ□グ音声信 
号に巧して機能します。 

■ AUTO 2 

U ニア PCM 信号に巧してち、非可逆圧縮された音声 
フォーマツトとアナ□グ音声信号と同様に機能しまず。 


A/V Sync 


入力された音声を遅らせて、映像と音声のずれを調節 
することびでさます。 

■ HDMI AUTO 

HDMI 接続のとさはテレビ側の情報をちとに、映像と 
音声のずれを自動的に調節します。ただし、 A/V 
Sync に対応したテレビにつないだ場合のみ機能しま 
す。 

■ 0 ms - 1200 ms 

0 ms 〜120 0* ms の範囲で10 ms ごとに調節できま 
す。 

* 音声スト IJ ームによっては、最大値びよ0巧い値に制限される 
ことびあります。 


■ MAIN 

主音声のみを出力します。 

■ SUB 

副音声のみを出力します。 


Decode Priority 

HDMI 端子または DIGITAL IN 端子に入力されるデジ 
タル音声の入カモードを設定でさます。 

■ PCM 

DIGITAL IN 端モか6の信号を還んでいるとさに 、 U 
ニア PCM 信号を優先して処理します（頭切れを防ざま 
す)。なお、 U ニア PCM 1； •(外の信号び入力された場合、 
信号フォーマツトによっては音び出なくなることびあ 
ります。この場合は 「 AUTO 」 に設定してください。 
HDMI IN 端テからの信号を選んでいるとさは、つない 
だ機器か6は U ニア PCM 信号のみ出力されるようにな 
ります。 

その他のフォーマツトを受信ずる場合は 「 AUTO 」 に 
設定してください。 

■ AUTO 

ドルビーデジタル、 DTS 、 DSD 、 MPEG -2 AAC、U 
ニア PCM の音声入力を自動的に切り換えまず。 


Night Mode 


音量びルさい状態でち、劇場のよラなサラウンド効果 
を楽しめる機能でず。サウンドフィールドと同時に働 
かせることびでさまず。例えば深夜に映画を見るとさ、 
ル音量でちセ U フをはつさりと聞さ取ることびでさま 
す。詳しくは「ル音量でサラウンド効果を楽しむ」 

(79 ページ）をご覧ください。 

■ OFF 

■ ON 


Dual Mono 


MPEG -2 AAC やドルビーデジタルなどの二重音声を 
聞くとさ、再生モードを設定します。 

■ MAIN/SUB 

フ□ント左スピーカーか6主音声、フ□ントちスピー 
カーか6副音声を同時に出力します。 


ごを 意 

• の丄丄」は、 rA . F . D . AutoJ び還ばれているときに機能しま 
す。ただし、 L ツ下の場合は機能しません。 

ーサンプ U ング周波数び 44.1 kHzL ツかの IJ ニア PCM 信号 
を受信している。 

— Dolby Diaital 円 us、Dolby Diaital EX、Dolby TrueHD 、 
DTS 96 に4、 DTS-ES Matrix 6.1、 DTS-HD Master 
Audio 、 または DTS-HD High Resolution Audio の信号 
を受信している。 


•「 A/V Sync 」 は、大きな液晶ディスプレイやプラズマモこ 
ター、プ□ジェクターなどを使用しているときに便利な機能で 
す。 

•「 A/V Sync 」 は、 UTF の場合は機能しません。 

ーマルチチャンネル入力を選んでいる。 

-に ch Analog Direct 」 を使用している。 

•「Decode Priority 」 を 「 PCM 」 に設定した場をでも、再生す 
るディスクの信号によっては頭切れすることびあります。 
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1=1 映像設定 (Video) 

映像に関する設定びでさます。 


Resolution 

■ 480p/576p 

■ 720p 

■ 1080i 

■ 1080p 

■ 480i/576i 


アナ□グ映像入力の解像度を変換でさます。 

■ DIRECT 

アナ□グの映像信号を変換しないで出力します。 

■ AUTO 


「 Resolution 」 の設定 

出力信号 

入力信号 

HDMI OUT 端モ 

COMPONENT 
VIDEO MONITOR 
OUT 端モ 

MONITOR VIDEO 
OUT 端子 

DIRECT 

COMPONENT VIDEO 

IN 端子 


O 



VIDEO IN 端子 

- 

- 

O 

AUTO (初期設定） 

COMPONENT VIDEO 

IN 端子 

•a) 

♦b) 

♦ b ) 


VIDEO IN 端子 

•a) 

♦b) 

♦ b ) 

480 i /576 i 

COMPONENT VIDEO 

IN 端子 

• c ) 

• 

参 


VIDEO IN 端子 

• c ) 

• 

• 

480 p /576 p 

COMPONENT VIDEO 

IN 端子 

• 

• 



VIDEO IN 端子 

• 

• 

o 

720 p 、 108 Oi 

COMPONENT VIDEO 

IN 端子 

• 

♦d) 

- 


VIDEO IN 端子 

参 

♦d) 

o 

108 Op 

COMPONENT VIDEO 

IN 端子 

• 

o 

- 


VIDEO IN 端子 

• 

- 

o 


• :映像は変換されて、ビデオコンバーターを通して出力されます。 
0 :映像は変換されず、入力と同じ種類の信号のみ出力されます。 
一：映像を出力しません。 


a ) つないでいる モニターによって、 解像度は自動的に設定されます。 

が HDMI OUT 端子にテレビびつなびれていないときに 「 Resolution 」 び 「 AUTO 」 に設定されている場合、 525 i (480 i ) /625 i 
ほ 76 i ) の信号が出力されます。 

か 525 i (480 i ) /625 i ほ 7 6 i ) に設定しても、 525 p (480 p ) /625 p ほ 7 6 p ) の信号が出力されます。 

が著作権保護されていない映像は、メニューの設定のとおりに出力されます。著作権保護された映像は、日 25 p (480 p ) /625 p ほ 76 p ) 
まで出力されます。 


ごま意 

• モこ ターなどを HDMI OUT 端子につないだとさは、 
COMPONENT VIDEO MONITOR OUT 端子 、 MONITOR 
VIDEO OUT 端子から、映像信号は出力されません。 


• つないだテレビが 「 Resolution 」 で選んだ解像度に対応して 
いないとさは、映像は正しく出力されません。 

• 変換された HDMI 映像出力信号は Deep Colo し " x . v . Color " 
および 3 D には対応していません。 
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Zone Resolution 


2 nd ゾーンのアナ□グ映像入力の解像度を変換でさま 
す。 

■ 480i/576i 


■ 480p/576p 

■ 720p 

■ 1080i 


「Zone Resolution 」 の 

設定 

出力信号 

入力信号 

ZONE 2 COMPONENT 
VIDEO OUT 端モ 

ZONE 2 VIDEO OUT 端子 

480 i /576 i (初期設定） 

COMPONENT VIDEO 

IN 端子 

• 

• 

VIDEO IN 端子 

• 

• 

480 p / 己7郎 

COMPONENT VIDEO 

IN 端子 

• 


VIDEO IN 端子 

• 

- 

720 p 、 108 Oi 

COMPONENT VIDEO 

IN 端子 

•* 


VIDEO IN 端子 

•* 

- 


• :映像は変換されて、ビデオコンバーターを通して出力されます。 
一：映像を出力しません。 


* 着作権保護されていない巧像は、メニューの設定のとおりに出力されます。着作権保護された映像は、 525 p (480 p ) /625 p 巧 76 p ) 
まで出力されます。 
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卽 DMI 設定 

(HDMI) 

HDMI 端テにつないだ機器のための設定びでさます。 


Control for HDMI 

HDMI 接続した機器の HDMI 機器制御機能を有効にし 
ます。 

■ OFF 

■ ON 


Pass Through 

本機びスタンパイ状態でも HDMI 信号をテレビに出力 
でさるようにしまず。詳しくは、「本機びスタンバイ中 
でち再生機器を楽しむ（パススルー)」 （75 ページ）を 
ご覧ください。 

■ OFF 

■ ON 


H.A.T.S. 

HAT ' S . (High quality digital Audio 
Transmission System ) 機能を有効にします。 
H . A . T . S . 機能はデジタル音声信号の伝送時にジッター 
(信号読み込み時に生じる時間軸のずれ）を排除し、音 
質を向上させます。 

■ OFF 

■ ON 


入力する音声信号 

サンプリング周波数 

マルチチヤンネルリニア 

PCM 

44.1 kHz 、 48 kHz 、 

88.2 kHz 、96 kHz 、 

176.4 kHz .192 kHz 

DSD 

2.8224 MHz 


Audio Out 


本機と HDMI 接続した再生機か S の音声の出力先を設 
定します。 

■ TV+AMP 

再生機の音声を本機につないだスピーカーと、本機に 
HDMI 接続されたテレビのスピーカーの両方から再生 
します。 

■ AMP 

再生機の音声を本機につないだスピーカーか S 出力し 
ます。マルチチヤンネルの音声をそのまま再生可能で 
す。 


Sound Field 


デジタル放送の番組を視聴するとさに、オートジャン 
ルセレクター機能を使うかどうかを設定します。 
詳しくは、「デジタル放送のジャンルに応じてサラウン 
ド効果を切り換える（オートジャンルセレクター)」 
(73 ページ）をご覧ください。 

■ AUTO 

■ MANUAL 


H . A . T . S . 機能が有効なストリーム 

入力する音青信号 サンプリング周波数 

2 ch リニア PCM 44.1 kHz ' 48 kHz , 

88.2 kHz 、96 kHz 、 
176.4 kHz ' 192 kHz 


ごを意 

•「Control for HDMI 」 び fONJ のとき 、 「Audio Out 」 の設 
定び自動的に変わる場合があ 0 ます。 

•「Control for HDMI 」 び 「 OFF 」 のとき 、 「Pass Through 」 

の設定はでをません。 

•「 H . A . T . S .」 び有効になっているとさ、接続機器の再生や停止、 
一時停止ボタンなどを押して再生を始めても、システムの制限 
により音び出るまでに時間びかか0ます。このとさのタイムラ 
グは音源により異な0ます。 「 H . A . T . S 」 が有効でわ、接続機 
器和音源によっては効果がかない場合があ0ます。 

• [Audio 0山」び 「 TV + AMP 」 のときは、接続機器の種類や状 
態によって H . A . T . S . 機能び働かないことびあります。その場 
合は 、 「Audio 0山」を 「 AMP 」 に設定してださい。 

•「 H . A . T . S 」 は本機とソニー製スーパーオーディオ CD プレー 
ヤー SCD - XA 5400 ES をつないだ場をに働をます。 


•「Audio Out 」 び 「 TV + AMP 」 に設定されていると、再生機の 
音質はチャンネル数、ヴンプ U ング周波数など、テレビの性能 
に影響されます。テレビびステレオに ch ) スピーカーの場を 
は、マルチチャンネルのソフトを再生してわ、本機の音声出力 
はテレビと同じステレオに ch ) になります。 

• 本機にプ□ジェクターなどの映像機器をつないでいるとさ、本 
機につないだスピーカーか5音び出力されない場をびありま 
す。この場合は 、 「Audio 0山」を 「 AMP 」 に設定してくださ 
い。 

• Input ニューの 「Input Assign 」 を使って HDMI 入力を割 
り当てた端テの場合は、テレビか5音青は出ません。 

•「Audio Out 」 が 「 AMP 」 に設定されているときは、テレビの 
スピーカーか5音は出ません。 
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Subwoofer Level 


HDM 胺続を通してマルチチャンネル U ニア PCM 信号 
び入力されているとさ、アクティブヴプウーファーの 
レベルを ro dBJ または r+10 dBJ に設定できま 
す。 HDMI 入力ごとにレベルの設定びでさます。 

■ OdB 

■ AUTO 

入カソースの音声スト U —ムによって自動的に 
「 OdB 」 または r +10 dBJ に設定します。 

■ +10 dB 


Subwoofer LPF 


HDM I 接続で U ニア PCM 信号び入力されているとさ 
に、アクティブサブウーファー出力の□ーパスフィル 
ターを設定します。お持ちのアクティブサブウー 
ファーにク□スオーバー周波数調整などの□ーパス 
フィルターびない場合に設定してください。 

■ OFF 

□一/ (スフィルターは働さません。 

■ ON 

常にカツトオフ周波数120 Hz の□ーパスフィルター 
び働さます。 


Video Direct 

入力された映像信号を HDMI IN 端子から HDMI OUT 
端テに直接出力します。 

■ OFF 

HDMI IN 端子からの入力信号びビデオプ□セツヴーを 
通して出力されます。 

■ ON 

HDMI IN 端子からの入力信号び直接出力されまず。 


难ネットワーク設定 

(Network) 

ネットワークの設定をずることびでさます。 

Network Setup 

各種ネットワークの設定を行います。 

ネットワーク設定を確認ずるには 

1 「Network Setup 」 を選び、任)を巧ず。 

2 「Network Information 」 を還び、贷を巧す。 

本機のネットワーク設定情報び表示されまず。 

ネットワーク設定を自動で巧更ずるには 

1 「Network Setup 」 を選び、這)を巧す。 

2 「Internet Setup 」 を選び、径)を巧す。 

3 「Connect Automatically ( DHCP )」 を選び、往)を 
巧す。 

「本機びネットワークに接続しました。」と表示され 
ます。 

4 「 Finish 」 を還び、©を巧す。 

IP アドレスを手動で設定ずるには 

1 「Network Setup 」 を選び、©を巧す。 

2 「Internet Setup 」 を還び、©を巧す。 

3 「Manual Configuration 」 を還び、©を巧ず。 

IP アドレスの設定画面び表示されまず。 

4 IP アドレス•ボックスを還び、©を巧ず。 

ソフトキーボードび表示されまず。 

5 ♦/*/♦/ ■►を巧して数字を1つずつ選び、©を巧す。 

6 「 Finish 」 還び、©を巧す。 

7 ♦を巧して、;欠の画面を表示する。 


■ 隅神が温？か 


ごま意 

AdobepQB または Adobeycceoi 信号を受信する場をは、 
「Video Direct 」 を 「 ON 」 に設定してください。 


97 












8 手順 4 か 57 をくり返して、サブネットマスク、デ 
フオルトゲートウ X イ、 DNS サーバー(優先 ）、 DNS 
サーバー(代替)を入力する。 

9 「Test Connection 」 を選び、©を巧ず。 

体機びネットワークに接続しました。」と表示され 
ます。 

lOrFinish 」 を還び、贷を巧す。 

Proxy サーパーを手動で設定ずるには 

1 「Network Setup 」 を選び、©対甲す。 

2 「proxy Setup 」 を還び、任)を巧す。 

3 「 Enable 」 を還び、贷を巧す。 

4 プ□キシアドレス•ボックスを選択し、©を巧す。 
ソフトキーボードび表示されまず。 

5 ♦/*/♦/ ■►を巧して又字を1つずつ還び、任)を巧す。 

6 「 Finish 」 還び、©を巧す。 

7 ■►を巧してプ□キシポート•ボックスを選び、©を巧 
す。 

ソフトキーボードび表示されます。 

8 ♦/*/♦/ ■►を巧して数字を1つずつ選び、©を巧ず。 

9 「 Finish 」 還び、©を巧ず。 

10 ■►を巧ず。 

11 「 Finish 」 を選び、©を巧ず。 

Server 卜 unction 


External Control 

ホームネットワーク上の外部コント□ーラーから本機 
を操作する機能を有効にします。 

■ OFF 

■ ON 


Controllers 


過去に本機にアクセスを試みたホームネットワーク上 
のネットワークコント□ーラーに巧して、操作の可否 
を設定します。 

1 rCont の llers 」 を選び、這)を巧ず。 

コント □ ーラーの設定画面が表术されます。 

2 —覧か5本機への操作を許可ずるコント 
□-ラーを選び、®を巧す。 

「自動アクセス許可」のボックスをチェックする 
と、今後検出されるすべてのコント□ーラーび自 
動的にチェックされます。 

3 「 Finish 」 を選び、贷を巧ず。 


設定をキャンセルずるには 

手順3で 「 Cancel 」 を還び、©を巧します。 

巧出されたコントローラーを 一覧 か百削除ずる 
には 

1 一覧から削除したいコント□ーラーを選び、©を巧 
してチェックをはずす。 

2 「Remove AI I 」を選び、贷を巧す。 


サーバー機能を有効にします。 

■ OFF 

■ ON 


ごま意 ちょっと一言 

「 Controllers 」 を設定する場をは 、 「External Control 」 を 本機にアクセスを試みたネットワークコント□ーラーび10台ま 

rON 」 にしてください。 で一覧表示され、各コント□ーラーび本機を操作でをます。 
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Device Name 


ネットワーク上で表示される 20 又字までのデバイス名 
を本機に割り当てることびでさます。 

1 [Device Name 」 を選び、©を巧ず。 

2 ©を押ず。 

ソフトキーボードび表示されます。 

3 ♦/*/*/ ■►を巧して文字を1つずつ選び、©を 
押ず。 

4 「 Finish 」 を選び、©を巧す。 

設定び本機に反映されると、本機は自動的に再起 
動します。 


Network Standby 


本機びスタンバイ巧態であってち、ネットワーク機能 
を有効にして、本機のスイッチングノ\ブを機能させた 
り、外部制御機器び本機を操作したりできるようにし 
ます。 

■ OFF 

本機びスタンバイ状態のとさは、ネットワーク機能を 
停止します。 

■ ON 

本機がスタンバイ状態であってを、ネットワーク機能 
を有効にします。 

また、本機の電源を入れたあとのネットワーク機能の 
起動時間を短縮します。 


ごま意 

• 本機がスタンバイ状態のとき 、 「Network Standby 」 び 
「 OFF 」 であってわサーバー機能は有効です。 

•「Device Name 」 で登録できるデバイス名は、最大2日文字で 
す。またデバイス名として使用でさない文字びあ0ます。 


® f 画面リモコン設定 

(Quick Click) 

本機につないだ機器を画面リモコン（クイックク U ッ 
ク）で操作するための設定をしまず。 

画面 U モコンについて詳しくは、「画面 U モコン（ク 
イツクク U ック）で他機を操作ずる」 （105 ページ）を 
ご覧ください。 


Source Component 


操作するソース機器を選びます。 

■ Preset Mode 

本機につないだソース機器に合わせてクイックク U ッ 
クをカスタマイズします。 

■ Learn Mode 

クイックク U ックにコードを学習させまず。 

■ Reset 

クイックク U ックにプ□グラムしたコード、学習させ 
たコードをどち日ち IJ セツトします。 


Common Component 


操作するテレビ、プ□ジエクタ ー、 照明などのな通機 
器を選びます。 

■ Preset Mode 

本機につないだテレビ、プ□ジエクタ ー、 照明などの 
共通機器に合わせてクイックク U ックをカスタマイズ 
します。 

■ Learn Mode 

クイックク U ックにコードを学習させまず。 

■ Reset 

クイックク U ックにプ□グラムしたコード、学習させ 
たコードをどちらち IJ セツトします。 


Macro 


いくつかの U モコンコマンドを登録し、1つにまとめ 
て連続送信でさるようにします。 


ちょっと一言 

初期設定のデバイス名は 「 TA - DA 5600 ES 」 です。 


■ 隅袖が樹巧か 


99 















e — システム設定 

(System) 

本機の各種設定を変えることびでさまず。 


1 1/のを巧して、本機の電源を切る。 

2 MUSIC と HDMI IN を巧しなび!5、1/のを巧 
して、本機の電源を入れる。 


RS232C Control 

保守-サービスのためのコント□ールモードを有効に 
します。 

■ OFF 

■ ON 


Auto Standby 

操作や信号の入力びないとさに、本機のメインゾーン 
を自動的にスタンバイ状態に切り換えます。 

■ OFF 

スタンバイ状態に切り換えません。 

■ ON 

約30分後にスタンバイ状態に切り換えます。 


Settings Lock 

本機の設定を□ックします。 

■ ON 

Se 比 ngs メニューか日は、この機能をオンにする操作 
のみび可能です。オフにするとさは、政下の操作を 
行ってください。 


1 /の MUSIC 




HDM 

IN 


1. 1 1 . 

■ 1 


4 


’ "1 


■itTieawtinKetM _… — immmim 

巧; 5 ◎ ◎ 〇 〇 

，鳴 ,-… 川ス ^ S —*11 … , 

◎(。毎® ®)@) 


Software Version 


本機システムのソフトウェアのバージヨンをお認した 
り、ソフトウェアをアップデートしたりでさまず。ソ 
フトウェアは、付属の CD - ROM で提供している 
Setup Manager を使ってアップデートずることちで 
きます。詳しくは 「Setup Manager を使って本機の 
ソフトウェアをアップデートする」 （63 ページ）をご 
覧ください。 

本機のソフトウェアをアップデートずるには 

1 「Software Version 」 を選び、任)を巧す。 

2 「Update via Internet 」 を選び、©を巧す。 

現在のソフトウェアバージヨンおよび最新のソフト 
ウェアバージヨンび表示されます。 

3 「 Update 」 を還び、©を巧す。 

お認画面び表示されます。 

4 「開始」を選び、©を巧す。 

本機のアップデートび始まります。 

アップデート中は、本体前面の MULTI CHANNEL 
DECODING ランプび点滅しまず。 

アップデートび完了すると、本機は自動的に再起動 
します。 


ごを 意 

•「 Server 」、「 SHOUTcast 」、 またはマルチチャンネル入力び 
選ばれているとさは 、 Auto S ね ndby 機能は働をません。 

• 下の場合、本機のアップデートは実行されません。 

一すべて最新のバージョンの場合 

ーネットワークの設定びされていない、サーバーびダウンし 
ているなどの理由によって、本機びデータを取得でさない 

+曰厶 
お口 


• ソフトウてアのアップデート中に本機の電源を切ったり、 

LAN ケーブルを抜いた0しないで<ださい。故障の原因とな 
ります。 

• ソフトウェアのアップデートは、完了するまで日日分ほどかか 
ります。 
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テレビをごなびずに本機を 
操作ずる 

本機をテレビにつないでいない場合、 GUI を使わずに 
本体の表示窓の表示で操作をお認ずることびでさまず。 



5お好みのパラメーターを選び、©を巧ず。 

パラメーターび 確定し ます。 


FRONT SIZE 

SMALL 


_ un n 
lU.U 


表示おのメニューをほラ 

MENU 、 D に PLAY または ♦/ ♦を巧したときに、表示窓 
に 「GUI MODE 」 と表示される場合は 、 GUI MODE 
を巧してメニューの表示モードを 「 D に PLAY 
MODE 」 に切り換えてください。（表示窓に 「GUI 
MODE OFF 」 と表おされたあと、 「 D に PLAY 
MODE 」 に切り換わります。） 

1本機の電源を入れる。 

2 MENU を巧す。 

本体の表示窓にメニューび表おされます。 

例 ： 「SPEAKER SETTINGS 」 の場合 

<S 王 SET TJJIGS ミ 胃,， 

BgA I _ i_in n 

3 メニューを選び、©または■►を巧す。 

4 メニュー項目を還び、任)を巧す。 

項目の パラメーターび 選択可能になります。 

FRONT SIZE [LARGE] 

/iw^ m 而 1111 JIJ Airrn ~| |gl»lilt»HijA ~~ | VOLUME aB 

BgA I _ し (n n 

llj.u 


ちよつと一言 

1 つ前の手順に戻るには RETURN / EXITo つを巧します。 


II 
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メニュ-覧（表示•杳) 


各メニューからし U 下のオプションび設定でさます。 
「■■」はそれぞれの項目の設定値び入ります。 


メニユー 

項目 

設定値 


巧期値 

AUTO 

AUTO CAL START? 




CALIBRATION 

5432 1 





MESURING: TONE 





MESURING: T.S.P. 





MESURING: WOOFER 






RETRY. SAVE EXIT、WRN CHECK、PHASE INFO、 

SAVE 



D に T. INFO、LEVEL INFO、EXIT 


EXIT 


WARNING CODE 

FL、FR、C、SL、SR、S 巨 R、S 巨!_、 SW、 
0、1、2、3、 4 

LH、RH : 



NO WARNING 






FL、FR、C、SL、SR、SBR、S 巨!_、 SW、 
OUT、IN 

LH、RH : 




FL、FR、C、SL、SR、SBR、S 巨!_、 SW、 

LH、RH 




FL、FR、C、SL、SR、S 巨 R、S 巨!_、 SW、 

LH、RH 



ERROR CODE 

F、SR、S 巨： 0、1、2、3、 4 




RETR 丫? [■■■■] 

YES、EXIT 


YES 


CANCEL 






ENGINEER、FULL FLAT、FRONT REF、 

USER REP、 

FULL 



OFF 


FLAT 


A.P.M. [■■■■] 

AUTO、OFF 


AUTO 



TypeA、TypeB、OFF 


OFF 


FRONT REF TYPE [■■■] 

L/R、 し R 


L/R 


SP PAIR MATCH [■■■] 

ALL、SUR、OFF 


ALL 



POS.1、POS.2、POS.3 


POS.1 






LEVEL 


OFF、L 〜 RH (AUTO)、L 〜 RH (FIX) 


OFF 

SETTINGS 


OFF、L/C、C/R、R/SL、R/SR、SR/SL、 

SR/SBR、 

OFF 



SBR/SBL、SBL/SL、SL/L、L/SR、L/RH、LH/RH、 




LH/R 





OFF、L/C、C/R、R/SL、R/SR、SR/SL、 

SR/S 巨 R、 

OFF 



SBR/S 巨し SBL/SL、SL/L、L/SR、L/RH、LH/RH、 




LH/R 




FRONT L [■■■.■服] 

-lO.OdB 〜 +10.0 服 （0.5dB 単位） 


Od 巨 


FRONT R [■■■.■服] 

-10'OdB 〜 +10'0dB の' 5dB 単位） 


Od 巨 


CENTER [■■" 服] 

-20.0dB 〜+10.0服 （0 .己服単位） 


Od 巨 


SURROUND L [■■■.■服] 

—20.0d 巨〜 +10.0d 巨 （0.5dB 単位） 


Od 巨 


SURROUND R [■■" 服] 

—20.0d 巨〜 +10.0d 巨 （0 .己 dB 単位） 


Od 巨 


SUR BACK [■■■,■ d 巨] 

—20.0d 巨〜 +10.0d 巨 （0 .己 dB 単位） 


OdB 


SUR BACK L [■■■■■ d 巨] 

-20.0dB-+10.0dB (0 .己 dB 単位） 


OdB 


SUR BACK R [■■" dB] 

-20.0dB 〜 +10.0dB (0 .已 dB 単位） 


OdB 


LEFT HIGH [■■■•■ dB] 

—20.0dB 〜 +10.0d 巨 （0 .己 dB 単位） 


OdB 


RIGHT HIGH [■■" dB] 

—20.0d 巨〜 +10.0d 巨 （0 .己 dB 単位） 


OdB 


SUBWOOFER [■■" d 巨] 

—20.0dB 〜 +10.0d 巨 （0 .己 dB 単位） 


OdB 


D. RANGE COMP. [■■■] 

OFF、AUTO、STD、MAX 


AUTO 


* ruSER REF」 は Setup Manager で周波数特性を調整した場合のみ表示されます。 
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メニユー 

項目 

設定値 

巧期値 

SPEAKER 


5/4.1-2/0 に 8 パターン） 

3/4.1 

SETTINGS 

FRONT SIZE [■■■■■] 

LARGE、SMALL 

LARGE 


CENTER SIZE [■■■■■] 

LARGE、SMALL 

LARGE 



LARGE、SMALL 

LARGE 



LARGE、SMALL 

LARGE 


SB ASSIGN [■■■■■] 

OFF 、 BI-AMP 、 ZONE2 

OFF 



"l.Om 〜 1 日 . Om (1cm 単位） 

3.0m 



"l.Om 〜 1 日 . Om (1cm 単位） 

3.0m 



"l.Om 〜 1 日 . Om (1cm 単位） 

3.0m 



"l.Om 〜 1 日 . Om (1cm 単位） 

3.0m 



"l.Om 〜 1 日 . Om (1cm 単位） 

3.0m 



"l.Om 〜 1 日 . Om (1cm 単位） 

3.0m 



"l.Om 〜 1 日 . Om (1cm 単位） 

3.0m 



"l.Om 〜 1 日 . Om (1cm 単位） 

3.0m 



"l.Om 〜 1 日 . Om (1cm 単位） 

3.0m 



"l.Om 〜 1 日 . Om (1cm 単位） 

3.0m 



"l.Om 〜 1 日 . Om (1cm 単位） 

3.0m 



meter、feet 

meter 


FR CROSSOVER* [■■■ Hz] 

40 Hz 〜 2 日日 Hz (10 Hz 単位） 

120 Hz 


CNT CROSSOVER* [■■■Hz] 

40 Hz 〜 S 日日 Hz (10 Hz 単位） 

120 Hz 


SUR CROSSOVER* [■■■Hz] 

40 Hz 〜 S 日日 Hz (10 Hz 単位） 

120 Hz 


FH CROSSOVER* [■■■ Hz] 

40 Hz 〜 2 日日 Hz (10 Hz 単位） 

120 Hz 


CNT A.DOWN MIX [■■■] 

OFF、ON 

OFF 


SP IMPEDANCE [■ ohm] 

4 ohm、8 ohm 

8 ohm 

SUR 


DYNAMIC. THEATER、STUDIO 

THEATER 

SETTINGS 

MIGHT GAIN [■■■■] 

HIGH 、 MID、LOW 

MID 

EQ SETTINGS 

FRONT BASS [■■■.■ 服 ] 

-lO.OdB 〜 +10.0dB (0 . 己 dB 単位） 

OdB 


FRONT TREBLE [■■" dB] 

-lO.OdB 〜 +10.0dB (0 . 己 dB 単位） 

Od 巨 


CENTER BASS [■■" dB] 

-10.0dB-+10.0dB (0 . 己 dB 単位） 

OdB 


CENTER TREBLE [■■" dB] 

-lO.OdB 〜 +10.0dB (0 . 己 dB 単位） 

OdB 


SUR/SB BASS [—"dB] 

-lO'OdB 〜 +10'0dB め ' 5dB 単位） 

OdB 


SUR/SB TREBLE [■■" dB] 

-lO.OdB 〜 +10.0dB (0 . 己 dB 単位） 

OdB 


FH BASS [■■" dB] 

-lO.OdB 〜 +10.0dB (0 . 己 dB 単位） 

OdB 


FH TREB [—"dB] 

-10.0dB-+10.0dB (0 . 己 dB 単位） 

OdB 

MULTIZONE 

P.VOL. MAIN [■■■'■db] 

OFF 、 -oo 、 -92 . 日 dB 〜 +Z3.0dB (0.5dB 単位） 

OFF 

SETTINGS 

P.VOL ZONE2 [■■■db] 

OFF 、 -oo 、 -92d 目〜 +23dB (1dB 単位） 

OFF 



FIXED、VARIABLE 

VARIABLE 


12V TRIG. MAIN [■■■■■] 

OFF 、 CTRL' ZONE 、 INPUT 、 HDMIA、HDMIB 

OFF 


12V TRIG. ZONE2 [■■■■■] 

OFF 、 CTRL' ZONE、MAIN 

OFF 



OFF 、 CTRL' ZONE、MAIN 

OFF 

AUDIO 

D.L.L. [■■■■] 

OFF 、 AUT01. AUT02 

AUT01 

SETTINGS 


HDMIAUTO 、 0ms 〜 1200 ms (lOms 単位） 

0ms 



!■] MAIN/SUB 、 MAIN、SUB 

MAIN 

DEC. PRIORITY [■■■■] 

AUTO 、 PCM 

AUTO 

NIGHT MODE [■■■] 

ON、OFF 

OFF 


AUDIO ASSIGN? 



熙 I 


が 

梢 

他 

兵 


* スピーカーび 「LARGE」 に設定されているときは、この項目は選べません。 
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メニユー 

項目 

設定値 

巧期値 

VIDEO 

SETTINGS 


DIRECT. AUTO 、 480/ 己 76 し 480/ 日 76p 、 720p 、 

1080 し 108 Op 

AUTO 



480/ 日 76 し 480/ 日 76p 、 720p 、 108 Oi 

480/ 日 76i 


VIDEO ASSIGN ? 



HDMI 

CTRL FOR HDMI [■■■] 

ON、OFF 

OFF 

SETTINGS 

PASS THROUGH [■■■■] 

ON、OFF 

OFF 


HAT'S. [■■■] 

ON、OFF 

ON 



AMP 、 TV+AMP 

AMP 



AUTO 、 MANUAL 

MANUAL 


SW LEVEL [■■■ 服 ] 

AUTO 、 +10 服、 Od 巨 

AUTO 


SW LPF [■■■] 

ON、OFF 

OFF 


VIDEO DIRECT [■■■] 

ON、OFF 

OFF 

SYSTEM 




SETTINGS 

RS232C CONTROL [■■■] 

ON、OFF 

OFF 


AUTO STANDBY [■■■] 

ON、OFF 

ON 


VERSION ["■■] 

- 

- 



PERMIT、DENY 

DENY 


表示を切り換えるには 

表示を切り換えて、ヴウンドフィールドなどの設定を 
お認でさます。 

1 情報をお認したい入力を還ぶ。 

2 D に PLAY をくり返し巧す。 

D に PLAY を巧すたびに、入カーヴウンドフイール 
ド^入力名の順に表示び切り換わります。 


104 









画面リモコン（クイッククリック）で化機を操作ずる 


画面リモコン(クイッククリック)で接続した機器や照明を操 
作する 

本機につないだ機器やプ□ジェクタ ー、 照明制御装置をテレビ画面に表示した画面リモコン（クイックク U ック）を 
使って操作することびでさます。 



J 固囲 C ホ u :/ 巧々々 C 巧々) d 舌燕がおな叫か 
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クイッククリックを使う 

本機につないだ機器やテレビ、プ□ジェクタ ー、 照明 
をテレビ画面に表示した画面リモコン（クイックク 
リック）を使って操作することがでさます。 



QUICK 

CLICK 

♦/*/*/*' (^ 
MENU 


1 MENU を巧ず。 

テレビ画面にメニューび表示されます。 

2 「百 1叩 山」を選び、®または■►を巧ず。 

3操作したい機器をつないだ入力を選び、 
©を押す。 

4 QU に KCUCK を巧ず。 

5下の表に示した機能に対応した適切なク 
イツククリックのボタンを選び、任)を巧ず。 


接続機器を操作でをるクイッククリックのポタン 

クイックク U ックについて詳しくは、「接続した機器を操作する」（ 107 ページ）をご覧ください。 


選ばれている機器 

ボタン 

テレビ 

ビデオ づ 
デッキ 

□ジェクタ 

プルーレイ 
-ディスク 
レコーダー 

ケープル BS デジタル 

DVD LD CD MD テレビ / 

プレーヤープレーヤープレーヤーデッキ（セットトップデジタル CS 

ボックス）チ:!ーナー 

カセット 

デッキ 

レ; T ダ-照明 

(!) 

• 

参 

• 

♦ 

• 

• 

• 

参 

♦ 

• 

参 

• 

10 key 

• 

参 

- 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

参 

♦ 

参 

参 

参 

+10 (•) 

参 

- 

- 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

参 

♦ 

参 

- 

参 

Ent 

• 

参 

- 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

参 

♦ 

参 

参 

参 

Input 

• 

参 

• 

♦ 

• 

- 

- 

- 

• 

• 

- 

参 

Display (Info) 

参 

参 

♦ 

♦ 

• 

♦ 

♦ 

参 

♦ 

参 

参 

• 

Top Menu (Guide) • 

◄◄/►/►►/■/II 

- 

♦ 

- 

♦ 

♦ 

♦ 

参 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

- 

♦ 

- 

♦ 

♦ 

- 

- 

♦ 

• 

♦ 

♦ 

♦ 

1 ◄◄/ ►w 

- 

- 

- 

♦ 

• 

• 

• 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦ 

♦/♦/♦/*/Menu/GD/ 

Exit/Return 

• 

♦ 

• 

♦ 

• 

- 

- 

- 

• 

• 

- 

♦ 

Ch +/- 

• 

♦ 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

• 

• 

- 


カラー ボタン 

• 

- 


♦ 

♦ 

- 

- 

- 

• 

• 

- 

参 


Scene 1-16 


All On/Off 

OOT 

Raise/Lower 
Light Off~~ 

Toggle 


ごま 意 

お使いの機器によっては、一部の機能び操作でをないことびあ0 
ます。 
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回 Ch+/Ch- 

テレビ、 BS デジタルチューナー、ビデオ 
デッキなどのチャンネルを切 0 換えます。 

团 Return 
(Exit) 

前のメニューに戻るとをやメニューを消す 
とさに巧します。 


固 Top Menu 
(Guide) 

ブルーレイディスクレコーダーや DVD プ 
レーヤーのトップ六ニュー、テレビや BS デ 
ジタルチューナー、八ードディスクレコー 
ダーなどの番組ガイドをテレビ画面に表示 
させるとさに押します。 

图 カラー 
ボタン 

ブルーレイディスクレコーダーや DVD レ 
コーダー / プレーヤー、ケーブルテレビ 
( セットトップボックス）を操作するとをに 
巧します。 

圆 Input 

本機につないだ機器の入カソースを選びま 
す。 

回 Macro 

クイックク I 」ックで登録したマク□操作を 
実行します。マク□操作が登録されていな 
いとをは、このボタンは表示されません。 


10 key タブ 



ボタン 


田の 本機につないだ機器の電源をオン/オフしま 

す。 

图 10 key 巧の場合に巧します。 

ーブルーレイディスクレコーグーや DVD プ 
レーヤー、 CD プレーヤー、 MD デッキの 
トラック番号を還ぶとを 
ーテレビ、 BS デジタルチューナー、ビデオ 

_ デッキなどのチャンネ J レ番号を逞ぶとき 

图 +10 し） 巧の場合に巧します。 

ー ブルー レイディスクレ コーダー や DVD プ 
レーヤー、 CD プレーヤー、 MD デッキの 
10 を超えるトラック番号を選ぶとを 
ーテレビ、 BS デジタルチューナー、ビデオ 
デッキなどの 10 を超えるチヤンネ j レ番号 
を逞ぶとを 


クイックク U ックの 「 Menu 」 機能 、「10 key 」 機能 
を使って、本機につないだ機器を操作することびでさ 
ます。 

m 下の説明は通常の操作例です。機器によっては異 
なった働さをすることや、まった<働かないことびあ 
ります。 

Menu タブ 



[9h- 


uy- 


切 


個 


個 




面 

-46] 


ボタン 

働き 

のの 

本機につないだ機器の電源をオン/オフし 
ます。 

回 Display 
(Info) 

本機につないだ機器の現在の状態や情報を 
表术しよ弓 © 

图♦/*/♦/*、 

GD 

♦/*/♦/ ■► で項目を選びます。続いて CB を 
押して、選択を決定します。 

团 Menu 

本機につないだ機器の >(ニューを表示しま 
す。 

固►、 ♦ 

再生、録画をします。 

■、 II 

再生を停止、一時停止します。 




早送 0 、早戻しをします。 
トラックをスキップします。 


• .. M e n 心 . 40key C 
韦 Input 1 I Macro 


' 口 !— imr 


Common 




©@@@ 

©®@® 






I-I 

日因因 

I…I 

fill • II …1 

I Ch- II Ch+ I 


□nor 


Common 


も Input ] IjVlacro ] 


prop Menu ] i Display, 



モ Return I I Menu + 


回日因囚 

阿 fil 


Ch- 

Ch + 




ポタン 働さ 


ち続した機おを操作する 


固固_」ホ11乂 (々 A 々々々_ J 巧々】讨ま乘が航な W か 
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ボタン 

働を 

团 Ent 

10 key ボタンでチャンネルやディスク、卜 
ラックを選んだあと、決定するときに押しま 
す。 

固 ►、 ♦ 

■ v II 

1 ◄◄/ ►w 

再生、録画をします。 

再生を停止、一時停止します。 

早送り、早戻しをします。 

トラックをスキップします。 

画 Ch+/Ch- 

テレビ、 BS デジタルチューナー、ビデオ 
デッキなどのチャンネルを切 0 換えます。 

回 カラー 

ブルーレイディスクレコーダーや DVD レ 

ボタン 

コーダー / プレーヤー、ケーブルテレビ 
( セットトップボックス）を操作するとをに 
押します。 

圃 Input 

本機につないだ機器の入カソースを選びま 
す。 

团 Macro 

クイックク I 」ックで登録したマク□操作を実 
行します。マク□操作び登録されていないと 
きは、このボタンは表示されません。 


テレビやプロジェクター、照明を操作 
する 


テレビを操作ずるには、 Common タブの（ゴ） 
を選巧して < ださい。 


Menu 

10key 

Common 

ゴ 


ク- 


Ijyiacro I ("(1)*^ 


扭 

回 


町- □□□□ 



ボタン 

働を 

圧 ! Macro 

クイックク I 」ックで登録したマク□操作を実 
行します。マク□操作げ登録されていないと 
きは、このボタンは表示されません。 

回む 

本機につないだ機器の電源をオン/オフしま 
す。 

回 Display 

本機につないだ機器の現在の状態や情報を表 

(Info) 

のしぶす。 


ボタン 

働を 

团 ♦/*/♦/*、 

GD 

*/*/*/ ■► で項目を選びます。続いて@を押 
して、選択を決定します。 

固 Menu 

本機につないだ機器の六ニューを表示しま 
す。 

固 Exit 

メニューをミ肖すとさに巧しまず。 

囚 Guide 

テレビや BS デジタルチューナー、八ード 
ディスクレコーダーなどの番組ガイドをテレ 
ビ画面に表のさせるときに押します。 

圓 カラー 
ボタン 

ブルーレイディスクレコーダーや DVD レ 
コーダー / プレーヤー、ケーブルテレビ 
( セットトップボックス）を操作するとをに 
押します。 


プ□ジェクターを操作ずるには、 Common 夕 
ブの（〇)を選巧して < ださい。 


区 


医 



ボタン 

働さ 

圧 ! Macro 

クイックク IJ ックで登録したマク□操作を実 
行します。マク□操作び登録されていないと 
をは、このボタンは表示されません。 

回の 

本機につないだ機器の電源をオン/オフしま 
す。 

图 Display 
(Info) 

本機につないだ機器の現在の状態や情報を表 
のしぶす 0 

团 */*/♦/*、 

GO 

*/*/*/* で項目を選びます。続いて@をす甲 
して、選択を決定します。 

固 Menu 

本機につないだ機器の六ニューを表示しま 
す。 

固 Exit 

メニューをミ肖ずとさに巧しまず。 

因 Input 

本機につないだ機器の入カソースを選びま 
す。 
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照明を操作ずるには、 Common タブの（な）を 
選巧して < ださい。 



ボタン 

働き 

田] Light Off 

照明制御装置の電源を切ります。* 

图 Scene 

あらかじが設定した照明ノ（ターンを選びま 

1~16 

す。 

图 All Off 

すべての照明を消打します。 

团 Off 

"1 つの照明を消灯します。 

固 Lower 

すべての照明を同時に暗< します。 

固 Toggle 

あらかじめ設定した照明パターンを切 0 換え 
ます。 

团 Raise 

すべての照明を同時に明るくします。 

图加 

"1 つの照明を点打しまず。 

回 All On 

すべての照明を最大の明るさにします。 

圆 Macro 

クイックク U ックで登録したマク□操作を実 
行します。マク□操作び登録されていないと 
きは、このボタンは表示されません。 


* 照明制御装置は、2つ！;(上の照明の明るさをワンタッチ操作で 
調節でさる機器です。照明制御装置については、施工業をにお 
尋ね < ださい。 


クイッククリックを消すには 

QUICK CUCK または RETURN/EXIT cTV ^ 押しま 
す。 


クイックク U ックで操作ず 
る機器を設定する 


♦/*/*/* 、 (J) 

MENU 

ソース機巧を設定ずるには 

1「さ Settings 」 を選び、©または■►を巧す。 

2 「Quick Click 」 を還び、©または■►を巧す。 

3 に ource Component 」 を還び、©を巧す。 

4 設定したい機器び接続されている入力(テレビを含 
む)を還び、©を巧す。 

5 「preset Mode 」 を選び、任)を巧す。 

6 設定したい機器の種類を還び、©を巧ず。 

7 メーカー名を選び、©を巧す。 

8 コードを還び、©を巧ず。 

テストをしたい場合は、テレビ画面上の rpiayj 
を選びます。 

9 「 Finish 」 を選び、©を巧す。 

共通機器を設定ずるには 

1 「古 Settings 」 を選び、贷または■►を巧ず。 

2 「Quick Click 」 を選び、任)または■►を巧ず。 

3 に ommon Component 」 を選び、©を巧す。 

4 設定したい機器の種類を還び、©を巧す。 

5 「preset Mode 」 を還び、任)を巧す。 

6 設定したい機器を選び、©を巧す。 

7 メーカー名を選び、©を巧す。 


















































































8 コードを還び、©を巧ず。 

テストをしたい場合は、テレビ画面上の 「 Menu 」 
または 「 Power 」 を選びます。 

手順6で 「 TV 」 を還んだ場合は、 「 Menu 」 び表示 
されます。その他の場合は、 「 Power 」 び表示され 
ます。 

9 「 Finish 」 を選び、©を巧す。 


い<つかの操作を続けて実 
行させる 

(マク□操作） 

クイックク I 」ックで簡単にマク□操作を使うことびで 
さます。 


QUICK 
CLICK 

♦/*/♦/* 、 (J) 
OPTIONS 

MENU 

1 「さ Settings 」 を選び、©または■►を巧ず。 

2 「 QuickClick 」 を選び、©または■►を巧ず。 

3 「 Macro 」 を選び、©を巧ず。 

4連続した操作を登録させたいマク□番号を 
選び、贷を巧ず。 

5設定したいステップ番号を選び、任)を巧ず。 

6 お好みの機器または r - Wait -」 を選び、■►を 
押ず。 

r- Wait -J を選んだ場合は、手順別こ進みます。 

7キーを選び、■►を巧ず。 

8 操作の継続時間を選び、©を巧ず。 

9他の機器に対ずる操作を登録したいとを 
は、手順6か!5 8をくり返ず。 

10 「 Finish 」 を選び、贷を巧ず。 

設定び完了します。 
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マク□操作の登録を途中でやめるには 8 「 Finish 」 を選び、色)を巧す。 

「 Cancel 」 を還び、©を巧します。 登録したマク□操作び消去されまず。 

マクロ操作を実行する 

1 QUICK CLICK を巧ず。 

テレビ画面にクイックク U ックび表示されます。 

2クイッククリックの MACRO を選び、©を 
押ず。 

3実行したいマク□ま号を選び、任)を巧ず。 

マクロ操作に名前を付けるには 

1 「 sSsSettings 」 を選び、任)または■►を巧ず。 

2 「Quick Click 」 を選び、©または■►対甲す。 

3 「 Macro 」 を選び、©を巧す。 

4 OPTIONS を巧ず。 

オプションメニューび表示されます。 

5 「Name Input 」 還び、任)を巧ず。 

ソフトキーボードび表示されます。 

6 ♦/♦/♦/ ■►を巧して文字を1つずつ還び、©を巧す。 

7 「 Finish 」 を選び、任)を巧す。 

入力した名前び登録されます。 

名前を付けるのを途中でやめるには 

「 Cancel 」 を還び、©を巧します。 

登録したマク□操作を消ずには 

1「を Settings 」 を還び、©または■►を巧す。 

2 「Quick Click 」 を選び、©または■►を巧す。 

3 「 Macro 」 を選び、©を巧す。 

4 消したいマク□番号を還び、©を巧ず。 

5 ステップ番号を還び、©を巧ず。 

6 機器名に「-」を還び、贷を巧す。 

7 手順5および6をくり返して、登録されている操作を 
消す。 


J 固囲 c ホ u :/ 巧々々 c 巧々)けま燕が瓶な叫か 
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学習させたい機器のリモコンを本機のリモ 
コン受光部に向けて、テレビ画面に 
「 Complete 」 と表示されるまでリモコンの 
対応ずるボタンを巧し続ける。 


U モコ ン受光部 


‘ 約 5cm ~10cm 


新しいコードの登録び完了すると、数秒後に 
「 Test 」 び自動的に選ばれまず。 

8 任)を巧ず。 

登録したコードの操作テストび始まります。 

操作テストを実行しない場合は、手順9に進みま 
す。 

9 「 Finish 」 を選び、©を巧ず。 


学習させたリモコンコードを巧5 

1 「百 Input 」 を還び、贷または■►を巧す。 

2 お好みの機器を還び、©を巧す。 

3 QU に KCUCK を巧ず。 

4 機能を学習させたクイックク U ックのボタンを選 
び、©を巧す。 


クイッククリックにないリ 
モコンコードをぎ習させる 


QUICK 

CLICK 

♦/*/*/*'(J) 


MENU 


1 「古 Settings 」 を選び、贷または■►を巧ず。 

2 「 QuickClick 」 を選び、©または■►を巧ず。 

3 I'Source Component 」 または rCommon 
Component 」 を選び、任)を巧ず。 

4お好みの機器を選び、©を巧ず。 

5 「Learn Mode 」 を選び、任)を巧ず。 

6 新しいコマンドとして登録したいコードま 
号を選び、任)を巧す。 

テレビ画面に 「 Learning ..」 と表示されます。 


ごま 意 

本機び新しいコードを登録している間は、表示窓の表示び消えま 
す。 




を 0 0 □ 0 〇 QD 

〇 0 0 0 □ 0 QD 

〇 0 0 □ □ 0 

• 」 □ 0 □ □ ° 
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クイッククリックの IJ モコ 
ンコードを初期設定に戻す 



. 会/*/*' (J) 


MENU 


1 「古 Settings 」 を選び、贷または*を巧ず。 

2 「 QuickClick 」 を選び、©または■►を巧す。 

3 「Source Component 」 または rCommon 
Component 」 を選び、©を巧ず。 

4お好みの機器を選び、©を巧ず。 

5 「 Reset 」 を選び、色)を巧ず。 

石崔認メッセージび表示されます。 

6 「はい」を選び、©を巧ず。 

還択した入力のすべての設定（登録したデータな 
ど）び消去されます。 

7手順4か!5 6をくり返して、登録したずべて 
のデータを消去する。 


ごま意 

マク□操作自体は消去されません。マク□操作のステップでプリ 
セットコードまたは学習コードを設定していたとをは、初期設定 
のコードび出力されます。 


J 固囲 C ホ u :/ 巧々々 C 巧々) d 舌燕がおな叫か 
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さ機能リモコンで化機を操作ずる 


る機能リモコンで他機を操 
作する 

付属のを機能 U モコンを使って、他にお使いの機器を 
操作することびでさまず。 

初期設定では、ソニー製の機器び操作でさるよラに設 
定されています。 

お使いの機器に合わせて設定を変更ずると、初期設定 
では操作でさない ソニー 製機器や他社製の機器を操作 
することびでさます （115 ページ)。 

接続機器を操作でをる本機のリモコンのポタン 


接続した機おを操作ずる 


1操作したい接続機器の入力切り換え用ボタ 
ンを巧ず。 

2下の表で•の付いたボタンを使って、それ 
ぞれの機器を操作ずる。 



BD/DVD TOP 

MENU 、 BD/DVD • • • 

MENU 


F 1. F 2 _•_• 

a) LD プレーヤーのみ操作でさます。 

b ) デッキ B のみ操作でさます。 

巴) DVD プレーヤーのみ操作でさます。 
d ) ビデオ CD のみ操作でさます。 


ごを意 

お使いの機器によっては、一部の機能び操作でさないことびあ0 
ます。 
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お使いの機器に合わせてリ 
モコンコードを設定ずる 

本機につないだ機器を操作でさるよラにを機能1」モコ 
ンを設定でさます。また、初期設定のままでは操作で 
さない ソニー 製の機器 や 他社製の機器ち設定でさます。 
例： 本体後面の VIDEO 1 IN 端テにつないだ他社製の 
ビデオデッキを、この U モコンで操作でさるように設 
定するとさ 



AV 1 /の 


TV 


入力切り換え 
用ボタン 


ENTER 


1 RM SET UP を巧しなび!5、 AVI / のを巧ず。 

RM SET UP び点滅します。 

2 RM SET UP び点滅している間に、入力切 
り換え用ボタン ( TV ボタンを含む)を巧し 
て設定したい入力を選ぶ。 

例えば、 VIDEO 1 IN 端テにつないだビデオデッ 
キを操作したいとさは、 VIDEO 1を還びます。 

RM SET UP と SHI 打び点打します。 

TUNER や PHONO 、 DMPORT ' NETWORK 、 
SOURCE などプ□グラムでさない入力を還んだ 
場合は 、 RM SET UP び点滅を続けまず。 

3数字ボタンを巧して、機器とメーカー別の 
対応コードを入力ずる（コードび複数ある 
場合は、そのうちの1つを入力ずる）。 

入力切り換え用ボタンび点灯します。 


4 ENTER を巧ず。 

有効な巧麻コードび入力されると 、 RM SETUP 
び2回点滅し、設定モードび終了します。 

入力切り換え用ボタンち消打します。 


設定操作を途中でやめるときは 

手順の途中で 、 RM SET UP を巧します。 


機器 • メーカー別の巧応コード 

LU 下の対応コードを使って他社製の機器や、初期設定 
のままでは操作でさない ソニー 製機器を操作でさるよ 
ラに設定します。それぞれの機器び受け付ける U モコ 
ン信号はモデルや年式によってち異なりまずので、1 
つの機器に複数のコードび割り当てられている場合ち 
あります。ある1つのコードを使ってち設定でさない 
場合は、別のコードを使って設定してみてください。 


CD プレーヤ ^— の巧応コ^—ド 


メーカー 

コ ー I 

く 



SONY 

101 、 

102. 

103 


DEMON 

104 、 

123 



JVC 

105. 

106 、 

107 


KENWOOD 

108 、 

1 日 9 、 

110 


MAGNAVOX 

111. 

116 



MARANTZ 

116 




ONKYO 

112 、 

113. 

114 


PANASONIC 

11 己 




PHILIPS 

116 




PIONEER 

117 




TECHNICS 

り 己、 

118. 

119 


YAMAHA 

120 、 

121 、 

122 


DAT デッキの対応コ - 




メーカー 

□ -I 

く 



SONY 

S03 




PIONEER 

219 




カセットデッキの対応コー 

ド 


メーカー 

□ -I 

く 



SONY 

S 日 1 、 

202 



DEMON 

S 日 4 、 

205 



KENWOOD 

206 、 

207 、 

208、209 


NAKAMICHI 

210 





ごま意 

• TV ボタンに登録でさるのは、日 00 番台のコードのみです。 • お使いの機器によっては、どの入力切 0 撰え用ボタンも機能し 

• 対応コードは、各メーカーの最新情報に基づいて決められてい ないことびあります。 

ます。ただし、機器によっては一部またはすベての対応コード 
に反応しない場合もあ 0 ますので、あ 5 かじめご了承くださ 
い。 


II 
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メーカー 

□ -I 

く 


PANASONIC 

216 



PHILIPS 

2 り、 

212 


PIONEER 

213 、 

214 


TECHNICS 

21 日、 

216 


YAMAHA 

217 、 

218 


MD デッキの対なコー 

ド 


メーカー 

□ -I 

く 


SONY 

301 



DEMON 

302 



JVC 

303 



KENWOOD 

304 



HDD レコーダーの巧なコ— 


メーカー 

□ -I 

く 


SONY 

307 、 

308 、 

309 

ブルーレイデイスクレコーターの巧応コード 

メーカー 

□ -I 

く 


SONY 

310 、 

3 り、 

312 

LG 

337 



PANASONIC 

331 、 

332 、 

333、335 

PIONEER 

334 



SAMSUNG 

336 



SHARP 

4 己 9 、 

460 、 

461 

PSX の巧なコー 

ド 



メーカー 

□ -I 

く 


SONY 

313 、 

314 、 

315 

DVD プレーヤーの対なコー 

■ド 

メーカー 

□ -I 

く 


SONY 

401 、 

402 、 

403 

巨 ROKSON に 

424 



DEMON 

40 己 



HITACHI 

416 



JVC 

41 日、 

423 


MITSUBISHI 

419 



ORITRON 

417 



PANASONIC 

406 、 

408 、 

42 己 

PHILIPS 

407 



PIONEER 

409 、 

410 


RCA 

414 



SAMSUNG 

416 、 

422 


TOSHIBA 

404 、 

421 


ZENITH 

418 、 

420 



DVD レコーダーの巧応コード 


メーカー 

コード 





SONY 

401 、 

402 、 

403 




SHARP 

4 己 9 、 

460 、 

461 




HITACHI 

441 、 

442 、 

443 




JVC 

444 、 

445 、 

446 、 

447 、 

4 己 9 、 

460 、 


461 






MITSUBISHI 

448 、 

449 





PANASONIC 

450 、 

4 己 1 、 

452 




PIONEER 

4 己 3 、 

4 己 4 、 

4 己己、 

4 己 6 、 

4 己 7 、 

458 

TOSHIBA 

462 、 

463 、 

464 




テレビの対なコード 

メーカー 

コード 





SONY 

日 01 、 

日 02 





AIWA 

己 01 、 

日 36 、 

日 39 




AKAI 

日 03 






AOC 

日 03 






CENTURION 

己 66 






CORONADO 

己 17 






CURTIS-MATHES 

503 、 

551. 

日 66 、 

567 



DAYTRON 

已 17 、 

566 





DAEWOO 

己 04 、 

己 0 己、 

己 06 、 

己 07 、 

51 已、 

己 44 

FISHER 

己 08 、 

545 





FUNAI 

己 48 






FUJITSU 

己 28 






GOLDSTAR/LG 

己 03 、 

己 12 、 

己 1 己、 

己 17 、 

已 34 、 

己 44 、 


己己 6 、 

己 68 、 

己 76 、 

己 78 



GRUNDIG 

引 1 、 

己 33 、 

己 34 




HITACHI 

503 、 

引 3 、 

引 4 、 

引 5 、 

引 7 、 

己 19 、 


己 44 、 

557. 

571 




ITT/NOKIA 

己 21 、 

522 





J.C.PENNY 

503 、 

引 0 、 

566 




JVC 

已 16 、 

552 





KMC 

517 






MAGNVOX 

日 03 、 

日巧、 

日 17 、 

引 8 、 

己 44 、 

己 66 

MARANTZ 

己 27 






MITSUB に HI/MGA 

己 03 、 

己 19 、 

日 27 、 

己 44 、 

已目 6 、 

己 68 

NEC 

己 03 、 

己 17 、 

己 20 、 

己 40 、 

己 44 、 

己己 4 、 


566 






NORDMENDE 

己 30 、 

558 





NOKIA 

521 、 

522 、 

573 、 

575 



PANASONIC 

509 、 

524 、 

553. 

日日 9 、 

572 


PHILIPS 

己 1 己、 

己 18 、 

己己 7 、 

己 70 、 

571 


PHILCO 

日 03 、 

已 04 、 

己 14 、 

己 17 、 

518 


PIONEER 

日 09 、 

日 25 、 

日 26 、 

540 、 

551. 

己己己、 


己 79 






PORTLAND 

己 03 






QUASAR 

己 09 、 

535 





RADIO SHACK 

己 03 、 

己 10 、 

己 27 、 

己 6 己、 

己 67 


RCA/PROSCAN 

已 03 、 

己 10 、 

己 23 、 

己 29 、 

己 44 
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メーカー 

コード 





SAMSUNG 

己 03 、 

己巧、 

日 17 、 

己 31 、 

日 32 、 

534 、 


己 44 、 

己日 6 、 

日日 7 、 

己 62 、 

己 63 、 

日 66 、 


己 69 






SAMPO 

566 






SABA 

已 30 、 

537 、 

己 47 、 

己 49 、 

558 


SANYO 

己 08 、 

己 4 己、 

546 、 

己 60 、 

己 67 


SCOTT 

503 、 

566 





SEARS 

己 03 、 

508 、 

引 0 、 

己 17 、 

己 18 、 

551 

SHARP 

己 17 、 

己 3 己、 

日己 0 、 

己 61 、 

己 6 己、 

己 77 、 


己 80 、 

581 





SYLVAN IA 

503 、 

己 18 、 

己 66 




THOMSON 

己 30 、 

己 37 、 

己 47 、 

己 49 



TOSHIBA 

535. 

己 39 、 

540 、 

己 41 、 

551 


TELEFUNKEN 

日 30 、 

己 37 、 

日 38 、 

日 47 、 

549 、 

558 

TEKNIKA 

己 17 、 

己 18 、 

己 67 




WARDS 

己 03 、 

己 17 、 

己 66 




YORK 

566 






ZENITH 

己 42 、 

己 43 、 

567 




GE 

503 、 

日 09 、 

引 0 、 

己 44 



LOEWE 

己 1 己、 

己 34 、 

556 




LD プレーヤーの巧応コード 

メーカー 

コード 





SONY 

601 、 

602 、 

603 




PIONEER 

606 






ビデオ CD プレーヤーの対なコード 

メーカー 

コード 





SONY 

60 日 






ビデオデッキの対なコ 

—ド 





メーカー 

コード 





SONY 

701 、 

702 、 

703 、 

704 、 

70 己、 

706 

AIWA* 

710 、 

7 己 0 、 

7 日 7 、 

758 



AKAI 

707 、 

708 、 

709 、 

759 



巨 LAUPUNKT 

740 






EMERSON 

711 、 

712 、 

713 、 

714 、 

71 己、 

716 、 


750 






FISHER 

717 、 

718 、 

719 、 

720 



GENERAL 

ELECTRIC (GE) 

721 、 

722 、 

730 




GOLDSTAR/LG 

723 、 

753 





GRUNDIG 

724 






HITACHI 

722 、 

72 己、 

729 、 

741 



ITT/NOKIA 

717 






JVC 

726 、 

727 、 

728 、 

736 



MAGNAVOX 

730 、 

731 、 

738 




MITSU 目に HI/MGA 

732 、 

733 、 

734 、 

73 己 



NEC 

736 







メーカー 

コード 





PANASONIC 

729 、 

730 、 

737 、 

738 、 

739 、 

740 

PHILIPS 

729 、 

730 、 

731 




PIONEER 

729 






RCA/PROSCAN 

722 、 

729 、 

730 、 

731 、 

741 、 

747 

SAMSUNG 

742 、 

743 、 

744 、 

745 



SANYO 

717 、 

720 、 

746 




SHARP 

748 、 

749 





TELEFUNKEN 

7 己 1 、 

752 





TOSHIBA 

747 、 

756 





ZENITH 

754 







*アイワのコードを設定してちアイワ製のビデオデッキを操 
作でをない場含は、ソニーのコードを入力してください。 


BS デジタルチューナー/デジタル CS チュー 
ナーの巧応コード 


メーカー 

コード 





SONY 

801 、 

802 、 

803 、 

804 、 

824 、 

82 日、 


86 己 






AMSTRAD 

84 己、 

846 





BskyB 

862 






GENERAL 

866 






ELECTRIC (GE) 







GRUNDING 

8 己 9 、 

860 





HU MAX 

846 、 

847 





THOMSON 

8 己 7 、 

861 、 

864 、 

876 



PACE 

848 、 

849 、 

8 己 0 、 

8 日 2 、 

862 、 

863 、 


864 






PANASONIC 

818 、 

855 





PHILIPS 

8 己 6 、 

8 己 7 、 

858 、 

8 己 9 、 

860 、 

864 、 


874 






NOKIA 

8 己 1 、 

8 己 3 、 

854 、 

864 



RCA/PROSCAN 

8 目 6 、 

871 





HITACHI/BITA 

868 






HUGHES 

867 






JVC/Echostar/ 

873 






Dish Network 







MITSU 目に HI 

872 






SAMSUNG 

87 己 






TOSHIBA 

8 目 9 、 

870 








ホ 

U 




ま 

乘 

が 



3 
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い < つかの操作を続けて実 
行させる 

(マク□操作） 

マク□操作を使って、いくつかの1」モコンコマンドを 
1つにまとめて連続送信でさます。 

マク□操作は、2つ登録することびでさます 
( MACRO 1、2)。1つのマク□操作には、20個まで 
U モコンコマンドを登録することびできまず。 



操作の実行順を登録ずる 


1 RM SET UP を巧しなび5、 MACRO 1ま 
たは MACRO 2を1秒 LU 上巧ず。 

RM SET UP び点滅し、入力切り換え用ボタンの1 
つび点灯しまず。 

(初期設定では BD び点打します。） 

2 入力切り換え用ボタンを巧して、連続した 
操作を割り当てたい機器を選ぶ。 

3実行させたい操作のボタンを順番に巧し 
て、連続した操作を登録ずる。 

LU 下のボタンでは特定の操作を登録ずることびで 


さます。 

巧ずボタン 

登録される操作 

入力切 0 換え用ボタンを 
巧少 1 ;(上押す 

入力を切 0 換えます。 

MACRO "1 または 
MACRO S 

巧少の待機時間を設定しま 
す。 

よ 0 長い待機時間を設定す 
るには 、 MACRO "1 また 
は MACRO 2 をくり返し 
押しまず。 


手順2で選んだ入力のボタンび2回点滅し、再び点 
打します。 


4他の入力に連続した操作を割り当てたいと 
をは、手順2と3をくり返ず。 

5 RM SET UP を巧して、登録を終了ずる。 


マク□操作の登録を透中でやめるには 

手順の途中で60秒間何ちボタンを巧さないと、設定び 
キャンセルされます。前回登録した設定びそのまま有 
効です。 


ごま意 

マク□操作を登録するとさは、 U モコンの電池を新しいわのに交 
撰してくださし、。 


ちょっと一言 

手順1で RM SET UP が日回点滅して設定モードに入れない場 
合は、 U モコンの電池を新しいわのに交換してください。 
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マクロ操作を実行する 


1 AMP を巧ず。 

AMP び点灯し、消打しまず。 

2 MACRO 1または MACRO 2を巧してマク 
□操作を実行ずる。 

マク□操作び開始され、登録した順にコマンドび 
実行されまず。 

コマンドび送信されている間は、 AMP び点滅し、 
RM SET UP び点打します。送信び終了すると、 
RM SET UP と AM 円ま消灯します。 


登録したマク□操作を消ずには 

1 RM SET UP を巧しなびら、 MACRO 1または 
MACRO 2を1秒 m 上巧す。 

RM SET UP びくり返し点滅しまず。 

2 RM SET UP を巧す。 

登録したマク□操作び消去されます。 


本機の U モコンにないリモ 
コンコードをぎ習させる 


学習機能を使って、付属の U モコンに初期設定では登 
録されていないコードを学習させることびでさます。 



* これらのボタンに新しいコマンドを登録するには、先に 
SHIFT を押してから選びます。 


1 RMSETUP を巧しなび 5、 THEATER を 
巧ず。 

RM SET UP び点打します。 


ごま意 

学習機能を設定するとをは、 U モコンの電池を新しいわのに交換 
してくださし、。 


II 
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2 入力切り換え用ボタン ( TV ボタンを含む） 
を巧して、新しいコマンドで操作したい機 
器を選ぶ。 

還んだ入力のボタンび点滅します。 

(RM SET UP は点打したままです。） 

PHONO 、 DMPORT 、 NETWORK、SOURCE 
など学習でさない入力を還んだ場合は、その入力 
のボタンは点打しません 。 （RM SET UP は点打し 
たままです。） 

3新しいコマンドを割り当てたいボタンを巧 
ず。イラストで示した*印の付いたボタン 
の場合は、 SHIFT を巧してか5巧ず。 

手順2で選んだ入力のボタンび点打します。 

(RM SET UP は点打したままでず。） 

コマンド登録に失敗すると 、 RM SET UP び5回点 
滅します。 

4本機のリモコンコード受光部と、学習させ 
たい機器のリモコンの送信部とを向かい合 
わせる。 
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約 5cm 〜 10cm 


5学習させたい機器のリモコンのボタンを巧 
して、リモコンコードを送信ずる。 

本機の U モコンびコードを受信すると、手順2で 
選んだ入カボタンび消灯しまず。 

RM SET UP び2回点滅して、学習び完了します。 
学習に失敗したときは 、 RM SET UP び5回点滅し 
ます。 

手順2からもう一度行つてください。 

6 RM SETUP を巧して、学習機能を終了す 
る。 


学習を透中でやめるには 

手順の途中で RM SET UP を巧すか、60秒間何ちボタ 
ンを巧さないと、設定びキャンセルされます。 


学習させたリモコンコードをほラ 


入力切り換え用ボタン ( TV ボタンを含む)を巧 
して、操作したい機器を選び、学習させたボタン 
を巧ず。 


学習したリモコンコードを消ずには 

1 RM SET UP を巧しなびら、 THEATER を巧す。 

2 入力切り換え用ボタンを巧して、設定を消去したい 
入力を選ぶ。 

還んだ入力のボタンび点滅します。 

(RM SET U 円ま点灯したままです。） 

3 1 / のを1秒 LU 上巧ず。 

選んだ入力のボタンび2回の点滅をくり返しまず。 

4 学習させたボタンを巧し、登録した設定を消去ずる。 
RM SET UP び2回点滅して、消去び完了します。 
消去に失敗したときは 、 RM SET UP び5回点滅しま 
す。 

手順2からもう一度行つてください。 

5 RM SET UP を巧して、消去を終了する。 


ちよつと一言 

• 容量び一杯になったときは 、 RM SET UP が1日回点滅したあ 
とに学習モードか5抜けます。 

• 手順1で RM SET UP が日回点滅して設定モードに入れない 
場合は、 U モコンの電池を新しいものと交換してくださし、。 


• 手順3でコマンド登録に失敗する場をは、すでにコマンドが登 
録されているボタンに登録しよラとしていないか確認してくだ 
さい。すでにコマンドが登録されているボタンに新しいコマン 
ドを登録する場合は、あらかじめ登録済みのコマンドを消去し 
て < ださい。 
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リモコンをお買い上け時の 
設定に戻す 



'1/の 


1 MASTER VOL -を巧したまま1/むを巧 
し、そのままさ5に AV 1/のを巧ず。 

RM SET UP び3回点滅します。 

2 すべてのボタンを離ず。 

U モコンのすべての設定（登録したデータなど） 
び消去されまず。 


B かお融_」ホ U 乂讨音潔がおな W か 


扇窗画圈。阿 

島島画 i 吗阿 

と S ず fFK 到 || - lulfE 
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その他 


使用上のご注意 

設置場所について 

電源プラグは容易に手び届く場所にあるコンセントに 
接続してください。巧のような場所には置かないでく 
ださい。 

• ぐ6ついた台の上や不安定な場所。 

• じゅラたんや布団の上。 

• 湿気のをい所、風通しの悪い所。 

• ほこりのをい所。 

• 密閉された所。 

• 直射日光び当たる所、湿度び高い所。 

• 極端に寒い所。 

• テレビやビデオデッキ、カセットデッキか日近い所。 
(テレビやビデオデッキ、カセットデッキといっしょ 
に使用するとさ、近くに置くと、雑音び入ったり、 
映像び乱れたりすることびありまず。特に室内アン 
テナのとさに起こりやすいので屋外アンテナの使用 
をおすすめします。） 

巧用中の本体の温度上昇について 

使用中、本体の温度びかなり上昇しますび、故障では 
ありません。 

特に、大音量で鳴らし続けると、本体キャビネットの 
天板や側板、底板はかなり熱くなります。このような 
とさは、キャビネットに軸れないよラにしてください。 
义傷などのけびの原因になります。 

また、密閉した場所に置いて使用しないでください。 
温度上昇を防ぐため、風通しのよい所でお使いくださ 
し、。 


ステレオを聞<とまのエチケット 


ステレオで音楽をお楽しみになるとさは、 
隣近所に迷惑びかか6ないよラな音量で 
お聞さください。特に、夜はルさめな音 
でち周囲にはよく通るちのです。 

窓を閉めたり、へッドホンをご使用にな 
るなどお互いにむを配り、快い生ミ舌環境 
を守りましょラ。このマークは音のエチ 
ケットのシンボルマークです。 


I 百のエチケット J 


本付:のお手入れのしかた 

キャビネットやパネル面の巧れは、中性洗剤をかし含 
ませた柔らかい巧でふいてください。シンナーやベン 
ジン、アルコールなどは表面を傷めますので使わない 
で < ださい。 
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» 障かな？と思った 6 

修理に出す前に、をラー度点検してください。 

それでも正常に動作しないときは、ソニーの相談窓口（裏表紙）へお問い含わせください。 


全破 


症が 

原因と対応のしかた 


本機の電源が自動的に切れる 

4 「 A 山 0 Standby 」 が 「 ON 」 に設定されている （1 日〇ぺージ)。 

4ス U —プタイマー機能が働いている （78 ページ)。 

GUI 六ニューの 「 sSsSettings 」 が 
テレビ画面に表示されない 

■>「Settings Lock 」 が 「 ON 」 

に設定されている （1 日0ページ)。 


音青 


症が 原因と対応のしかた 

どの音源を選んでち音が出ない、ほ4スピーカーコードが正しく接続されているか確認する。 

とんど聞こえない スピーカーおよび各機器が正しく接続されているか確認する。 

4本機と選んだ機器の電源が入っているか確認ずる。 

4 MASTER VOLUME のレベルが- oodB になっていないか確認する。目安として、 -40 dB 
くらいの音量に調節してみてください。 

本機前面の SPEAKERS ( A / B / A + B / OFF ) が 「 OFF 」 になっていないか確認する （3 己 
ぺージ)。 

4リモコンの MUTING を巧して、消音機能を解除する。 

■> 入力切0換え用ボタンで正しい入力が選ばれているか確認する。 

■> へッドホンがつながれていないか確認する。 

■>「Night Mode 」 が働いていないか確認する （79 ページ)。 

4保護回路が働いている。本機の電源を切0、スピーカーの接続にショートがないか確認 
して、ちラー度電源を入れる。 

選んだ機器から音が出ない ■> 選んだ機器の音声入力端子に正し<接続されているか確認する。 

4接続コードが本機や選んだ機器に正し<接続されているか確認する。 

■> INPUT MODE を 「 AUTO 」 に設定する （75 ページ)。 

片方のフ□ントスピーカーから音が ■> ヘッドホンを PHONES 端子につなぎ、ヘッドホンから音が聞こえるか確認する。ヘッド 
出ない ホンの片方のチャンネルしか聞こえない場含は、選んだ機器と本機が正し<つながって 

いません。正し<つながっているか確認してください。両方のチャンネルが聞こえる場 
含は、フ□ントスピーカーが正しくつながっていません。正しくつながっているか確認 
して < ださい。 

モノラル機器をつないでいるとをは、 L / R の片方の端子のみにつないでいないか確認す 
る。この場をは、モノラルーステレオ変換ケーブル访 Ij 売）を使って L / R 両方の端子につ 
ないでください。ただし、選んだサウンドフィールドによっては、センタースピーカー 
からは音が出ません。センタースピーカーをつないでいないとをは、フ□ントスピー 
カー L / R からのみ音び出ます。 

アナ□グ2チャンネル入力の音が出 ■> 選んだ（デジタル）音声入力を、 Inp 山ニューの 「 lnp 山 Assign 」 を使って他の入力 
ない に割り当てていないか確認ずる （76 ページ)。 

デジタル入力 （ COAXIAL 、 4 INPUT MODE の設定を確認する （75 ページ)。 

OPTICAL ) の音が出ない に ch Analog Direct 」 を使っていないか確認する。 

■> 選んだ（デジタル）音声入力を、 Input メニューの 「Input Assign 」 を使って化の入力 
に割0当てていないか確認する （76 ページ)。 


















症状 原因と対応のしかた 

HDM 腊続を確認してください。 

HDMI Licensing LLC で認証された HDMin 3‘ 付きのケーブルでつないでいるか確認し 
て < ださい。 

再生機器によっては、機器側で設定が必要な場含があ0ます。各接続機器の取扱説明書 
ち参照してください。 

解像度が108 Op の映像や Deep Color または 3 D の映像を視聴するときは 、 HIGH 
SPEED 対応 HDMI 端子用の接続ケーブル （High Speed HDMI ケーブル）でつないで 
いるか確認してください。 

左ちの音のバランスび悪い、または ■> スピーカーおよび各機器が正しく接続されているか確認する。 

逆転している 4自動音場補正機能を再度実行する。 

■> スピーカーの 音量を調整する。 

八ム音またはノイズがひどい ■> スピーカーおよび各機器び正しく接続されているか確認する。 

■> 接続コードがトランスやモーターから離れているか、テレビや堂光灯からは少なくとち 
3 m 離れているか確認する。 

■> テレビを他のオーディオ機器から離して設置する。 

■> SIGNAL GND が正しくつながっているか確認する（レコードプレーヤーをつないで 
いる場合のみ)。 

■> プラグや端子がミちれている。アルコールでかし湿した巧で H を取る。 

センター/サラウンド/サラウンド ■> Auto Calibration ^^ ニューまたは Speake がニューの 「Speaker Pattern 」 を使ってス 
バックスピーカーの音が出ない、ほ ピーカーの設定が適切か確認する。その後、 Speake 「>< ニューの 「 TestTone 」 を使っ 

とんど聞こえない て各スピーカーから正しく音が出力されているか確認する。 

4 HD - D . C . S . モードを選ぶほ3ページ)。 

■> スピーカーの音量を調節ずる。 

4センタースピーカーがに1\/1八1_1_」または 「 LARGE 」 に正しく設定されているか確認す 
る （88 ページ)。 

サラウンドバックスピーカーの音が4パッケージにドルビーデジタルサラウンド EX の口づが記載されていてち、ドルビーデジ 
出ない タルサラウンド EX のフラグび書かれていないディスクがありまず。 

アクティブサブウーファーの音び出4アクティブサブウーファーが正しく接続されているか確認する。 

ない ■> スピーカーの電源び入っているか確認ずる。 

■> ずべてのスピーカーが 「 LARGE 」 に設定されているとき、 「 Neo :6 Cinema 」 または 
「 Neo : 目 Music 」 が選ばれているとアクティブサブウーファーからは音が出ません。 

サラウンド効果が得られない 4サウンドフィールドが働いているか確認する （ MOVIE / HD - D . C . S . または MUS にを押 

す)。 

4サンプ U ング周蔽数が 88. 2 kHz 政上の DTS - HD 信号を受信している場合は、サウンド 
フィールドは機能しません。 

4サンプ U ング周蔽数が176.4 kHz 政上の Dolby TrueHD 信号を受信している場合は、サ 
ウンドフイールドは機能しません。 


■>「PUI ( Music / Movie)」、「PLIIx ( Music / Movie)」、「PLIIz Height 」 および 「 Neo :6 
( Music / Cinema )」 は、スピーカーパターンが 2/0 または 2/0.1 に設定されている場合は 
機能しません。 


ドルビーデジタルや DTS のマルチ 
チャンネルの音声が再生されない 

■> 再生中の DVD などが、ドルビーデジタルや DTS 形式で録音されているか確認する。 

■> DVD プレーヤーなどを本機のデジタル入力端子につないでいるとをは、つないだ機器の 
音声の出力設定を確認する。 

録音びでさない 

■> 各機器が正し<つなびっているか確認するに6ページ)。 

4入力切0換え用ボタンで録音したい機器を選ぶ （46 ページ)。 

MULTI CHANNEL DECODING 

ランプが青色に点灯しない 

■> 再生機器をデジタル接続し、本機側でその入力を選んでいるか確認する。 

-> 再生しているソフトなどの入カソースがマルチチャンネルに対応しているか確認する。 

■> 再生機器側の設定がマルチチャンネル音声に設定されているか確認ずる。 

■> 選んだ（デジタル）音声入力を、 Inpu がニューの 「Input Assign 」 を使って他の入力 
に割0当てていないか確認する （76 ページ)。 


HDMI に入力しているソースの音が4 
本機または本機につないだテレビか ■> 
ら出ない 
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症状 

原因と対応のしかた 

デジタル六ディアポートアダプター 
につないだ機器から音が出ない 

■> 本機の音量を確認して<ださい。 

■> デジタル六ディアポートアダプターとプレーヤーが正し<接続されていません。本機の 
電源を切り、デジタル六ディアポートアダプターとプレーヤーをつなぎなおして<ださ 
い。 

■> 本機がデジタルメディアポートアダプターとプレーヤーのデバイスに对応しているか確 
認してください。 


映像 


症が 

原因と対応のしかた 

テレビ画面に映像が出ない、または 
明瞭でない 

4適切な入力を選ぶ （46 ページ)。 

4テレビの入カモードを確認する。 

4テレビをオーディオ機器から離す。 

4映像入力の割0当てを正し<設定する。 

4入力信号を本機でアップコンバートしている場合、入力と同じ信号にするに己ページ)。 

COMPONENT VIDEO OUT に出 
力している映像が乱れる 

■> テレビが COMPONENT VIDEO OUT 端子から出力される信号の解像度に対応していな 
い可能性があ0ます。このよラな場含は、本機で適切な解像度を選んで<ださい。 

HDMI に入力しているソースの映像 
が本機につないだテレビから出な 
し、、乱れる、または途切れる 

4 HDMI 信号の出力が 「 OFF 」 に設定されている。その場を 、 HDMI OUTPUT を押して 
「 HDMIA 」 または 「HDMI B 」 を選んでください。 

4 HDMI OUT A 端子と B 端子につないでいるモニター間で对応している映像フォーマット 
が異なる場合、 「 HDMIA + B 」 が働かないことがあります。 

4つないでいる再生機器によっては 、 「HDMIA + B 」 が働かないことがあります。 

4ケーブルの接続を確認してください。 

4再生機器によっては、機器側で設定が必要な場合があ0ます。各接続機器の取扱説明書 
ち参照してください。 

4解像度が1日 80 p の映像や Deep Color または 3 D の映像を視聴するときは 、 HIGH 

SPEED 対応 HDMI 端子用の接続ケーブル （High Speed HDMI ケーブル）でつないで 
いるか確認してください。 

4 HDMI 端子につないだ機器の映像が乱れることがあ0ます。その場合は、 HDMI 設定の 
「Video Direct 」 を 「 ON 」 にしてご使用ください。 

4映像信号が切0換わるとさに、 HDMI 端子につないだ機器の映像や音声が途切れること 
があります。その場含は、 HDMI 設定の 「Video Direct 」 を 「 ON 」 にしてご使用くだ 
さい。 

4 3 D 映像が切0換わるとさに頭切れが発生した0、 3 D 映像の色が正しくなかった0する 
場合は、 HDMI 設定の 「Video Direct 」 を 「 ON 」 に設定してください。 

テレビ画面に 3 D 映像が表示されな 
い 

4テレビや映像機器によっては、 3 D 映像は表示されません。システムが対応している 3 D 
映像フォーマットを確認してください。 

録画がでをない 

■> 各機器び正し<つながっているか確認する （19 ページ)。 

4入力切0換え用ボタンで録画したい機器を選ぶ （46 ページ)。 

GUI が表示されない 

4 「GUI MODE 」 がオフになっている 。 GUI MODE を押して 、 「GUI MODE 」 をオンに 
して < ださい。 

■> テレビと正しく接続されているか確認ずる。 

HDMI 入力を選んでいるとをに、映 
像び音声よ0遅れる 

4 HDMI 端子につないだ機器や再生するソースによっては、映像が音声より遅れることが 
あります。その場含は、 HDMI 設定の 「Video Direct 」 を 「 ON 」 にしてご使用くださ 
い。 
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HDMI 機器制御 


症状 原因と対応のしかた 

HDMI 機器制御機能が働かない 4 HDMI 接続を確認ずる （19 ページ)。 

4 HDM がニューで 「Control for HDMI 」 び 「 ON 」 に設定されていることを確認する。 

4接続機器が HDMI 機器制御機能に対応していることを確認する。 

4接続機器の HDMI 機器制御設定を確認する。お使いの機器に付属の取扱説明書を参照し 
て < ださい。 

4 HDMI 接続を変更した0、電源コードの抜を差しをした0、電源に不具含があるとをは、 
「"ブラビアリンク"機能を使う」 （71 ページ）の手順をくり返す。 

■>「 HDMI 目」または 「 OFF 」 を選んだあとに 「 HDMIA 」 または 「HDMI A + 巨」を選ぶ 
と、しばらくの間 HDMI 機器制御機能が正しく働かないことがあります。これは HDMI 
OUT A 端子につないだ機器側で本機が HDMI 機器制御機能を備えていることを確認して 
し、るためでず。 しばらく待っても HDMI 機器制御機能が正しく働かない場含は、「"ブラ 
ビアリンク"機能を使う」 （71 ページ）の手順をくり返してください。 

■>「 HDMI 目」または 「 OFF 」 が選ばれているときは、 HDMI 機器制御機能が正しく働きま 
せん。 

■>「Control for HDMI 」 が 「 OFF 」 に設定されていると、機器を HDMI IN 端子につないで 
いてち"ブラビアリンク"機能が正しく働をません。 

4 "ブラビアリンク"機能で制御でをる機器の種類と数は 、 HDMI CEC 規格でが下のとお 
0制限されています。 

一録画機器（ブルーレイディスクレコーダー、 DVD レコーダーなど）： 3台まで 
一再生機器（ブルーレイディスクプレーヤー、 DVD プレーヤーなど）： 3台まで 
ーチューナー関連機器： 4台まで 
一 AV レシーバー（オーディオシステム）： "1 台まで 

システムオーディオコント□ール機 ■> テレビびシステムオーディオコント□ール機能に対応していることを確認する。 

能を使っているとをに本機とテレビ ■> テレビにシステムオーディオコント□ール機能がないときは、 HDMI >< ニューの 
の両万■から音が出ない 「Audio 〇山」を下記のように設定する。 

-テレビと本機につないだスピーカーから音を聞くときは、 「 TV + AMP 」 に設定ずる。 
一本機につないだスピーカーからのみ音を聞くときは、 「 AMP 」 に設定ずる。 

■> 本機にプ□ジェクターなどの映像機器をつないでいるとを、本機につないだスピーカー 
から音が出力されない場含びあります。この場含は 、 「Audio 0山」を 「 AMP 」 に設定 
して < ださい。 

4本機につないだ磯器の音声び聞こえない場含 

一本機に HDMI 接続した機器を視聴ずるとをは、本機の入力を HDMI に切0換える。 

ーテレビ放送を視聴するとをは、テレビのチャンネルを切り換える。 

ーテレビにつないだ他の機器を視聴したい場含は、テレビを操作して、視聴したい機器 
または入力を選ぶ。テレビの操作について詳しくは、テレビの取扱説明書を参照して 
<ださい。 

4 HDMI 機器制御機能で、テレビの U モコンを使って接続機器を操作でをない場含 

ーテレビや接続機器によっては、 HDMI 機器制御の設定び必要な場含があ0ます。お使 
いの機器に付属の取扱説明書を参照して<ださい。 

一本機の入力を HDMI 接続しているものに変えてください。 

■> 番組のジャンルに応じてサウンドフィールドが切0換わらない場合 

一つないだテレビびオートジャンルセレクターに対応しているか確認する。 

一いったん本機の電源を切ってから、ちラー度電源を入れる。 
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u モコン 


症が 原因と対応のしかた 

U モコンで操作でをない 4本体の1」モコン受光部に向けて操作する。 

4 U モコンと本体の間にある障害物を取0除く。 

4 U モコンの乾電池を新しいちのに交換する。 

4本体と U モコンのコマンドモードが一致しているか確認する （80 ページ)。本体と U モコ 
ンのコマンドモードが違ラと操作でをません。 

4 U モコンで正しい入力を選んだか確認する。 

4イ也社製の機器を操作でさるよラに U モコンを設定したとさは、その機器の六一力一や年 
式によっては正しく操作でをない場含があります。 


ネツトワ—ク 


症が 

原因と対応のしかた 

サーバーが見つからない 

4 Server Search 機能でサーバーを検索するほ7ページ)。 

4下記を確認する。 

ールーターの電源が入っているか 

一本機とルーターの間に別の機器がつながっている場合、その機器の電源が入っている 
わ、 

一すべてのケーブルが正し<確実につながっているか 

ールーターの設定 （ DHCP または固定 IP アドレス）に含わせて設定されているか 
■> パソコンを使っているとを、下記を確認する。 

ーパソコンのオペレーティングシステムに組み込まれているファイアーウオールの設定 
ーセキュ U ティーソフトのファイアーウオールの設定 

お使いのセキュリティーソフトのファイアーウオール設定については、セキュリ 
ティーソフトのヘルプを参照してください。 

■> 本機をサーバーに登録する。詳し<は、サーバーの取扱説明書を参照して<ださい。 

4しばら<待ってから、ちラー度サーバーへの接続を試す。 

サーバー上にあるはずのコンテンツ 
が見つからない、再生でをない 

■> 「打 Music 」 画面および 「 OPhoto 」 画面では、 DLNA ガイドラインに準拠してサー 
バーが提示するコンテンツのうち、 本機び再生でをる可能性があるコンテンツのみを表 
示しています。 

先勵こ内の付いていないコンテンツは、サーバーが DLNA ガイドライン規定のコンテ 
ンツとして提示していて、本機び再生でをるコンテンツです。 

4先頭に[叫の付いているコンテンツは、サーバーが非 DLNA ガイドライン規定のコンテ 
ンツとして提示していてち、本機が再生でをる可能性のあるコンテンツです。 

4サーバーによっては DLNA ガイドライン規定のコンテンツとして提示しないため、本機 
が再生でをるコンテンツであってち、ニューに表示されないことがあ0ます。また、 
まれにサーバーが DLNA ガイドライン規定のコンテンツとして提示していてち、本機び 
再生でをない場合があ0ます。 

4サーバーによってコンテンツの提示のちまが異なりますので、コンテンツが表示されな 
い場含や再生に失敗する場含があ0ます。その場含は、サーバーソフトウェアとして付 
属の VAI 0 Media plus をお試しください。 

Setup Manager で本機に接続でを 
ない 

-> パソコンでアンチウイルスソフトウェアやファイアウオールソフトウェア、ネットワー 
クパケットフィルタドライバーが動作していませんか？ 

それらのソフトウェアを一時的にオフにするか、本機からの TCP および UDP の着信パ 
ケットをすべて許可してください。ただし、ソフトウェアを一時的にオフにする場含は、 
パソコンのセキュ U ティーに充分を意してください。 














症状 原因と対応のしかた 

ネットワークコント□-ラーから本 ■>「Server Function 」 が 「 OFF 」 に設定されている。その場合、 「 ON 」 に設定してくだ 
機にアクセスできない。 さい。 

■>「External Control 」 が 「 ON 」 に設定されていることを確認する。 

■> Controllers 設定画面にネットワークコント□—ラーが一覧表示され、 「 Permit 」 が 
チェックされていまずか？ 

チェックされていない場含は、「自動アクセス許可」にチェックしてからニューに戻 
り、一度ネットワークコント□ーラーから本機を操作したあと、「自動アクセス許可」の 
チェックをはずして<ださい。 

ネットワークコント□ーラーとしてパソコンのソフトウェアをお使いの場合、アンチウ 
イルスソフトウェアやフアイアウオールソフトウェアにブ□ックされていませんか？本 
機とソフトウエア間の UPnP の通信を許可してください。 


上記外の症状で、しばらく待ってを症状が改善しない場をは、 LU 下の操作を行って<ださい。 
• U モコンの1/のを押して、本機の電源を切ってから、をラー度電源を入れる。 

• 本体の1/のをボタンの上の緑色のランプが点滅するまで押し続けて、本機を再起動する。 


エラーメッセージ 


本機び正しく動作していないとさ、表示窓にメッセージとチェックコードび表示されます。表示によって、本機の状 
態びわかるよラになっています。 LU 下をご覧になり、表示に合った対応をしてください。2、3度くり返してち正苗 


に戻らないときは、ソニ- 

-ヴービス窓□にご相談ください。 

メッセージ 

原因と対応のしかた 

PROTECTOR 

天板の上がふさがれています。2、3秒後に本機の電源び自動的に切れます。天板をふさいでいるち 
のを取0除を、わラー度電源を入れて<ださい。 

SPEAKER SHORTED 

スピーカー出力に異常な電流が流れています。2、3砂後に 本 機の電源が自動的に切れまず。スピー 
カーの接続を確認し、わラー度電源を入れてください。 


その他のメッセージについては、「自動音場補正の測定後に表示されるメッセージの一覧」 （40 ページ)、「デジタル 
メディアポートメッセージー覧」 （48 ページ）をご覧ください。 


本機の設定を IJ セツ ト ずる 

参照ぺージ 


U セツ S するちの 

参照ページ 

すべての設定 

32ぺージ 

多機能リモコン 

に1ページ 


簡単リモコンをお買い上げ時の設定に戻ずには 

U モコンか日電池を抜いて、数分間放置してください。 
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保証書とアフターサービス 

保証書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買 
い上げの際、お買い上げ店でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、 
大切に保存してください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間でず。 

ア フターサー ビス 

調子が悪いときはまずチェックを 

この説明書をもう1度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いとさはサービスへ 

お買い上げ店、または添付の「ソニーご相談窓□のご 
案内」にあるお近くのソニーサービス窓□にご相談く 
ださい。 

保話期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださまず。 
詳しくは保証書をご覧ください。 

保話期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でさる場合は、ご要望により 
有料修理させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社ではステレオの補修用性能部品（製品の機能を維 
持するために必要な部品）を、製造打ち切り後8年間 
保有しています。この部品保有期間を修理可能の期間 
とさせていたださます。保有期間び経過した後ち、故 
障箇所によっては修理可能の場合びありますので、お 
買い上げ店か、サービス窓□にご相談ください。 

部品の交換について 

この製品では、修理のために部品を交換する際に、旧 
部品を回収させていただく場合びあります。あ6かじ 
めご了承ください。 

ご相談になるとをは次のことをお知百せくださ 
し、。 

• 型名： TA - DA 5600 ES 
• 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• 購入年月曰： 

• お買い上げ店： 


まな仕様 

アンプ部 

実用最大出力 

ステレオモード： 

(8 0、 JEITA ) 

160 W + 160 W 
(4 0、 JEITA ) 

160 W + 160 W 
サラウンドモード： 

(8 0、 JEITA ) 

フ□ント部:160 W +160 W 
センター部：160 W 
サラウンド部：160 W +160 W 
サラウンドバック部：160 W +160 W 
(4 0、 JEITA ) 

フ□ント部：160 W +160 W 
センター部:160 W 
サラウンド部：160 W +160 W 
サラウンドバック部：160 W +160 W 
スピーカー適合インピーダンス 

フ□ント、サラウンド、センター、ヴラウ 
ンドバック部： 

4 0またはそれ政上 
高調液ひずみ率 

0.09 %政下 
20 Hz 〜20 kHz 
(8 0負荷） 

120 W +120 W 

周波数特性 

10 Hz 〜1日日 kHz ±3 d 目 （8 0時） 

入力（アナ□グ） 

MULTI CHANNEL INPUT 、 SA - CD / CD 、 
DVD 、 目 D 、 TV 、 SAT / CATV 、 TAPE 、 MD 、 
VIDEO 1、2 、 TUNER : 

入力感度： 150 mV 
入カインピーダンス：日 OkO 
S/N 比： 96 d 目 

(Input short 、 20 kHz LPF 、 A ネットワー 
ク） 

PHONO : 

入力感度： 2.5 mV 
入カインピーダンス：日0 kO 
S/N 比： 86 d 目 

(Input short 、 20 kHz LPF 、 A ネットワー 
ク） 


II 
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入力（デジタル） 

BD 、 DVD 、 

SA - CD/CD ( Coaxial ) : 

入カインピーダンス： 7 己 Q 
S / N 比： 96 d 目 

(20 kHz LPF 、 A ネットワーク） 

VIDEO 1、2、 TV 、 SAT / CATV 、 TAPE 、 

MD ( OPT に AL ): 

S / N 比 ： 96 d 目 

に〇 kHz LPF 、 A ネットワーク） 

出力 TAPE ( RECOUT )、 

VIDEO 1 (AUDIO OUT )、 

ZONE 2 、 ZONE 3 (AUDIO OUT ) : 

出力電圧： 150 mV 
出カインピーダンス： 1 kO 
FRONT L / R 、 CENTER、SURROUND L / R 、 
SURROUND BACK L / R 、 

FRONT HIGH L / R、SUBWOOFER : 

出力電圧； 2 V 
出カインピーダンス： 1 kO 

ビデオ部 

入力/出力 

VIDEO :1 Vp-p 750 
COMPONENT VIDEO : ルミナンス（丫） 

入力感度/出力電圧：1 Vp-p 
入力/出カインピーダンス； 7日0 

お Pr 

入力感度/出力電圧： 0.7 Vp-p 
入力/出カインピーダンス： 7己0 

HDM 刚 

入力/出力 （HDMI Repeater block ) 

640 X 480 p @60 Hz 
720 X 480 p @ 己 9.94/6 日 Hz 
1280 x 720 p @59.94/60 Hz 
1920 xl 080 i @59.94/60 Hz 
1920 xi 080 p @59.94/60 Hz 
720 X 576 p @50 Hz 
1280 X 720 p @50 Hz 
1920 X 1080 i @50 Hz 
1920 xi 080 p @50 Hz 
1920 xi 080 p @24 Hz 

HDMI 部 (3 D ) 

入力/出力 （HDMI Repeater block ) 

1280 X 720 p @59.94/60 Hz Frame packing 
1280 X 720 p @59.94/60 Hz 

Over-Under ( Top - and - Bottom ) 

1920 xl 080 i @59.94/60 Hz 
Frame packing 
1920 xl 080 i @59.94/60 Hz 
Side - by-Side ( Half ) 

1920 xi 080 p @59.94/60 Hz 
Side - by-Side ( Half ) 


1280 X 720 p @50 Hz Frame packing 
1280 X 720 p @50 Hz 

Over-Under ( Top - and - Bottom ) 

1920 X I 080 i @50 Hz Frame packing 
1920 xi 080 i @50 Hz Side - by-Side ( Half ) 
1920 xi 080 p @50 Hz Side - by-Side ( Half ) 
1920 X I 080 p @24 Hz Frame packing 
1920 Xl 080 p @24 Hz 

Over-Under ( Top - and - Bottom ) 

再生が応フォーマット 

ホームネットワーク上の機器から配信されるコンテンツ 
を本機で再生するには、コンテンツが下のフオー マツ 
卜に対応している必要があります。 


コンテンツの 

種類 

フオーマツ S 

その他の条件 

音楽 

リニア PCM 

DLNA ガイドライン"1.0定義の 
LPCM 

サンプ U ングレート： 44.1、 
48 kHz 

チヤンネル数：1、2 
量子化ビット数：16 bit 


MPEG -1 

DLNA ガイドライン"1.0定義の 


Layers 

MPEG 


( MP 3) 

ビットレート： 32、40、48、 

己6、64、80、96、112、 

128、160、192、224、 

2日6、320 kbps 
サンプ U ングレート： 32、 
44.1、48 kHz 

チヤンネル数：1、2 
エンコード： C 目 R 、 V 巨 R 


Windows 

DLNA ガイドライン"1.0定義の 


Media 

WMA FULL および 


Audio 

WMA _ 巨 ASE 


( WMA ) 

最大ビットレート： 

38己 kbps 

サンプ U ングレート： 48 kHz 
まで 

チヤンネル数： 2 

WMA Pro ファイル非対応 


AAC 

DLNA ガイドライン" 1.0 定義の 
AAC Profile @ Level 1、@ 
Level 2 

サンプ U ングレート： 8、 

11.025、12、16、22.0日、 

32、44.1、48 kHz 
最大ビットレート： 

576 kbps 
チヤンネル数：1、2 
ファイルによって再生でをな 
い場含びあ0ます。 


WAV 

リニア PCM に準じる。 

ファイルによって再生でをな 
い場含がありまず。 
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コンテンツの 

種類 

フオー マツ S 

その他の条件 

写真 

JPEG 

DLNA ガイドライン"1.0定義の 
JPEG _ SM 、」 PEG _ MED 、 
または JPEG 丄 RG 
最大ピクセル数： 4096 X 
4096 

非プ□グレッシブ JPEG 


BMP 

JPEG に準じる。 

ファイルによって再生でをな 
い場含があ0ます。 


PNG 

JPEG に準じる。 

ファイルによって再生でをな 
い場含があ0ます。 


電源’、その他 

電源 AC 100 V 、 50/60 Hz 

消費電力 300 W 

消費電力（スタンバイ状態時） 

0.5 W (「Control for HDMI」、「Server 
Function」、「Network Standby 」、 
rRS232C Control 」 を 「 OFF 」 に設定、 
および 2 nd /3「 d ゾーンの電源切時） 

最大が形ゴ法 

430 X 175 X 430 mm 
(幅/高さ/奥行を、最大突起部を含む） 
質量 約 17.8 kg 

付属品 キヤ U ブレーシヨンマイク□フォン： 

ECM - AC 1(1) 

電源コード （1) 

U モートコマンタ'—: RM - AAL 033 (1) 

U モートコマンダー: RM - AAU 0 目1 (1) 
単3おマンガン乾電池 （4) 

か/マウスけ) 

スピーカーコード取付補助員 （1) 

Setup Manager CD-ROM (1) 

VAIO Media plus CD-ROM (1) 
取扱説明書（本書） （1) 

接続-設定ガイド （1) 

GUI メニユ ー U スト （1) 

ソニーサービス窓□-ご巧談窓□のご案内 

( 1 ) 

保証書 （1) 

ま全のために （1) 


仕様および外観は、改良のため、予告なく変更ずるこ 
とびありますび、ご了承ください。 

本機は rj に C 61000 -3-2 適合品」です。 



晋エネルギー 


• オートオフ機能搭載 
• 待機時消費電力44%削減 （2009 年 
度当社従来モデル比） 



ホ 

8 

ま 


ごを 意 

• DRM で保護されたファイルには非対応です。 

• ファイルによっては、上記の条件を満たしていてち再生でさな 
し、ことびあ0ます。 


• DLNA ガイドラインで規定されているフォーマツトにつし、て 
は、 DLNA ガイドラインで定め！5れたフォーマツト情報を 
サーノ（一び正しく付加して公開している必要びあ0ます。 
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本製品に含まれるソニー製 
ソフトウェアの ffi 用許諾契 
約書 

本製品をご使用になる前に LU 下の契約内容をよくお読 
みください。 

お客様による本製品の使用開始をちって、当該契約内 
容にご同意いただいたちのとさせていたださます。 

重要なお巧!5せ：この使用許諾契約書 （ J ； •(下、 r 本契 
約」といいます）は、お客様と本件ソニー八ードウェ 
ア製品 （1； •(下、「本製品」といいます）の製造ちである 
ソニー株式会社 （ LU 下、「ソニー」といいます）との間 
の法的拘束力のある契約です。本製品に含まれる、若 
しくは、アツプデート■アツプグレード版として提供 
或いはウェブサイトからダウン□ー ドされる、すべて 
のソフトウェア及び第=者ソフトウェア（ソニーびお 
客様にその旨を通知する、別途独自のソフトウェア使 
用許諾契約を要するちのを除さます）を！;•(下、「許諾ソ 
フトウェア」とします。本契約は、許諾ソフトウェア 
にのみ適用されるちのです。許諾ソフトウェアには、 

本製品に含まれるソフトウェア、関連媒体、書類並び 
にオンライン文書及び電モ又書（ソニーび提供するこ 
れ S の正式な アツ プデート ■アツ プグレード版を含み 
ます）び含まれます。お客様は、許諾ソフトウェアを 
本製品の使用に関してのみ使用することびでさるちの 
とします。お客様の本製品の使用開始をちって、本使 
用許諾にかかる諸条件に従ラに同意したちのとさせて 
いたださます。本使用許諾の諸条件にご同意いただけ 
ない場合、お客様は、本製品の購入代金返金のため、 
許諾ソフトウェアを本製品と共にご返送いただく際の 
手続をソニーに速やかにお問い合わせいただくちのと 
します。 

ソフトウェアほ用許記 

許諾ソフトウェアは、著作権法並びに著作権に関する 
国際条約その他知的財産権に関する法律及び条約に 
よって保護されています。許諾ソフトウェアは、使用 
権を許諾されるちのであり、お客様に譲渡されるちの 
ではありません。 

巧用巧の許諾 

本契約は、 LU 下に定める非独占的、譲渡不能（別途本 
契約で許諾されている場合を除さます)、且つ限定的な 
権利をお客様に許諾するちのです。 

• 許諾ソフトウェア：お客様は、本製品上においての 
み、許諾ソフトウェアを使用でさます。 

• 私的使用：お客様は、許諾ソフトウエアを私的目的 
でのみ使用でさます。 


• 保管/ネットワーク使用：お客様は、許諾ソフトウェ 
アと共に頒布される文書で特に定める場合を除さ、 
許諾ソフトウェアをネットワークを通じて使用した 
り、許諾ソフトウェアを頒布してはなりません。 

• バックアップコピー：お客様は U カバ U —目的での 
み許諾ソフトウェアのバックアップコピーを一部作 
成することびでさます。 

制限事頂 

U ノ（ースエンジニア U ング、逆コンノ（イル及び逆アセ 
ンブルの制限：お客様は、許諾ソフトウェアの全部又 
は一部を改変、 U バースエンジニア U ング、逆コンパ 
イル、逆アセンブルその他の許諾ソフトウェアのソー 
スコードを生成させる行為をしてはなりません。 

許諾ソフトウェアの一部の分離：許諾ソフトウェアは、 
単一製品として使用許諾されるちのです。ソニーより 
明示的に許諾されない限り、お客様は、許諾ソフト 
ウェアの一部を分離してはなりません。 

データファイル：許諾ソフトウェアは、その使用時に 
自動的にデータファイルを生成することびあります。 
かかるデータファイルは、許諾ソフトウェアの一部と 
みなされます。 

単一製品：許諾ソフトウェアは本製品と一体の単一製 
品として、本製品と共に使用許諾されるちのです。お 
客様は、許諾ソフトウェアを、許諾ソフトウェアと共 
に提供される文書で特に定める場合を除さ、本製品と 
巧に使用しなければなりません。 

貸与：お客様は、許諾ソフトウ X アを貸与又は賃貸し 
てはなりません。 

許諾ソフトウェアの譲渡：お客様は、本製品の販売或 
いは移転に伴う場合にのみ、本契約に基づくお客様の 
権利の全てを永久に譲渡することびでさます。但し、 
この場合、お客様に許諾ソフトウェアの全て（全ての 
複製物、構成物、記録書体及び又書類、許諾ソフト 
ウェ 了の全 )(ージョン及びアップグレード版並びに本 
契約を含む）を譲渡するちのとし、一写の複製物を手 
元に残してはな!5ないちのとします。 

解約：お客様び本契約の諸条件に違反した場合、ソ 
ニーは、その他のいかなる権利ち失ラことなく、本契 
約を解約することびでさます。かかる場合、お客様は、 
許諾ソフトウェアの複製物及びその構成物の複製物の 
一切を消去するちのとします。 

秘密保持：お客様は、許諾ソフトウェアに含まれる公 
巧でない情報を秘密に保持し、 ソニーの 事前の書面に 
よる承諾のない限り、第=者に開示してはなりません。 
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付随ソフトウェア：許諾ソフトウェアの動作に必要な、 
許諾ソフトウェア！;•(外のソフトウェア、ネットワーク 
サービスその他の製品は、提供者（ソフトウェアヴプ 
ライヤー、サービスプ□バイダー、或いはソニー）の 
判断で、提供中止されることびありまず。ソニー及び 
かかる提供者は、当該ソフトウェア、ネットワーク 
サービスその他の製品び、中断或いは変更されること 
なく継続して利用でさる事、或いは動作する事を保証 
するちのではありません。 

著作権 

許諾ソフトウェア（許諾ソフトウェアに含まれる、画 
像、写真、動画、映像、音声、音楽、文字及びアプ 
レットを含むびこれに限られません。）及びその複製物 
に関する著作権等の一切の権利は、ソニー又は原権利 
ちに帰属するちのとします。本契約の下で特に許諾さ 
れていない権利は、ソニーに留保されるちのとします。 

許諾ソフトウェアの署作権巧上巧護されるコン 
テンツとの巧用 

お客様は、許諾ソフトウェアを、お客様及び第=ちび 
製作したコンテンツを保存、加工、使用するために使 
用することびでさまず。かかるコンテンツは著作権法 
その他の知的財産権に関する法律及び/又は契約によつ 
て保護されている場合びありまず。お客様は、許諾ソ 
フトウェアをかかるコンテンツに適用される法律や契 
約を遵守の上で使用するちのとしまず。お客様は、ソ 
ニーび、許諾ソフトウェアの使用により保存、加工、 
使用されるコンテンツの著作権を保護ずるために適切 
な手段を講じることびでさることに合意するちのとし 
ます。かかる手段には、お客様による特定の許諾ソフ 
トウェアの機能を用いたノ（ックアップ及び復旧の頻度 
を数えること、特定の許諾ソフトウェアの機能を通じ 
たお客様のデータ復旧要ホを拒否ずること、並びに、 
お客様び許諾ソフトウェアを違法に使用する場合、本 
契約を解約することを含みますびこれに限られません。 

八イリスク行為 

許諾ソフトウェアは耐障害性を有するちのではなく、 
安全装置機能を必要とする危険な環境（核施設の運営、 
航空機の操縦、情報通信システム、航空管制、直接生 
命を維持する装置、又は武器などの許諾ソフトウェア 
の欠随び死 t 、 怪我、重大な物理的若し<は環境的損 
害につなびり得るちの （ LU 下、「八イ U スク行為」とい 
います)）においてオンライン制御び可能な装置とし 
て、設計、製造又は使用若しくは再販する事を想定し 
たちのではありません。 ソニー 及び原権利者は、許諾 
ソフトウェアびかかるバイ U スク行為に適合するもの 
であることを、明示、黙示を問わず保証するちのでは 
ありません。 


CD - ROM 媒体についての限定胤呆証 

許諾ソフトウェアのバックアップコピーび CD-ROM 
媒体で提供される場合、ソニーは、お客様への納入曰 
から90日間、 かかる!又、ソ クアップコピーび記録されて 
いる CD - ROM 媒体び、通萬使用の下で、物理的及び 
工程上のお疵びないことを保証する。この限定的保証 
は、最初の許諾を受けたお客様にのみ適用されるちの 
とします。ソニーの限定的保証に合致せず、ソニーに、 
( CD - ROM 媒体び保証期間内であることを証明ずる） 

売買証書巧式の購入証明と巧に返却された CD-ROM 
媒体の交換のみび、ソニーの責任の全てであり、お客 
様の得6れる唯一の救済です。ソニーは、事故、誤用 
或いは不正使用により破損したディスクを交換する責 
任を負うちのではありません。 CD - ROM 媒体につい 
てのいかなる黙示的保証（商品性、特定目的適合性の 
保証を含みますびこれに限6れません）は、納入曰か 
ら90曰間に限られます。保証期間の限定び認められな 
い裁判管轄では、お客様に前述の期間限定は適用され 
ません。この保証はお客様に特別の法的権利を与える 
ちのであり、お客様は各管轄毎に異なるその他の権利 
ち有ずるちのとします。 

許諾ソフトウェアの巧証適用の除が 

お客様は、許諾ソフトウェアの使用は自己責任で行ラ 
ちのであることを明示的に認識し、かつ合意するちの 
とします。許諾ソフトウェアは、現状有姿かつ無保証 
で提供されるちのとし、ソニー及びそのライセンサー 
au 下、本条項ではあわせて「ソニー」といいます） 

は、いかなる明示-黙示の保証（商品性、目的適合性、 

特定目的の黙示的保証を含みますびこれに限られませ 
ん）ち負わない事を明示的にお認するちのとします。 

ソニーは、許諾ソフトウェアに含まれる機能びお客様 
の要ホを満たすこと、或いは、許諾ソフトウェアの動 
作び修正されることを保証するちのではありません。 

また、ソニーは、許諾ソフトウェアの正お性、信頼性 
その他の観点において、許諾ソフトウェアの使用もし 
くは使用の結果について、何らの保証又は表明を行ラ ホ 

ちのではありません。ソニーの正式な代表者の□頭、 I 

書面の情報、アドバイスは、新たな保証を提供し、又 
は、本保証の範囲を一切あ張するちのではありません。 

許諾ソフトウェアに不具合びある場合、お客様（ソ 
ニー 或いは ソニーの 正式な代表者ではありません）び、 

必要なヴービス、修理に必要な費用全部を負担ずるち 
のとします。但し、黙示的保証の除外び認められない 
裁判管轄では、お客様に前述の除外規定は適用されま 
せん。 
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ソニーは、いかなるコンピュータ八ードウェア及びソ 
フトウェアち、許諾ソフトウェア或いはお客様び許諾 
ソフトウェアを使用してダウン□ードしたデータに 
よって破損されないことを保証しません。お客様は、 
許諾ソフトウェアの使用は全自己責任で行ラことを明 
示的に認識し、かつ合意するちのとし、許諾ソフト 
ウェアのインストール、及び、許諾ソフトウェアの本 
製品との使用については、お客様び責任を負ラちのと 
します。 

責任限定 

ソニー、その関連会社及びそれの各ライセンサー （LU 
下、本条項ではあわせて「ソニー」といいます）は、 

本製品に関する、いかなる明示若しくは黙示の保証違 
反、契約違反、故意、厳格責任その他法的根拠に基づ 
<間接損害、偶然損害、結果損害又は特別損害（逸失 
利益、逸失収入又はデータ損失、本製品或いは関連 
J \- ドウェアの使用機会喪失、中断時間及びお客様の 
時間損失を含みますびこれに限られません）について、 
損害び生じる可能性をソニーび通知され、又は認識し 
ていた場合であってち、責任を負いません。いかなる 
場合ち、ソニーの本契約の各条項に基づく責任は、関 
連製品について実際に支払われた対価を上限とするち 
のとします。結果或いは偶発的損害の免責或いは責任 
制限び認め日れない裁判管轄では、上記の除外規定は、 
お客様には適用されません。 

ソフトウェアデータ収集とモニタリング 

許諾ソフトウェアには、ソニー及び/又は第=ちび、許 
諾ソフトウェアを実行又は許諾ソフトウェアと巧互接 
続する制御用及び/又は監視用コンピュータ及び装置か 
日、データを収集でさる機能び含まれています。お客 
様はかかるデータ収集行為び行われることにつさ同意 
するちのとします。ソニーの現行のプライバシーポ U 
シーについては各国におけるソニーの問合せ先までお 
問い合わせ下さい。 

自動アップデート機能 

ソニー或いは第=者は、セキュ U ティ機能の強化、パ' 
グ修正並びに機能改善目的等で、お客様びソニー或い 
は第=者のサーバーにアクセスする場合等に、適宜許 
諾ソフトウェアの自動アップデートその他改変をする 
ことびでさます。かかるアップデートや改変物は、許 
諾ソフトウェアの機能の性質その他の特徴（お客様び 
ま用している機能を含みます）を削除或いは変更する 
ことびあります。お客様は、これ日の行為びソニーの 
判断のみで行ラことびでさ、かつ、ソニーは、お客様 
びかかるアップデート若しくは改変版を完全にインス 
トールし、或いは受諾することを、許諾ソフトウェア 
の継続的使用の条件とすることでさる事に合意するち 
のとします。 


輸出 

お客様び許諾ソフトウェアを、お客様の居住国！;•(外で 
使用する場合、お客様はあらゆる輸出入及び関税に関 
する法律及び規制（米国商務省その他米国政府機関の 
法律及び規則を含みますびこれに限られません）を遵 
守するちのとします。お客様は、許諾ソフトウェアを、 
輸出禁止国に、又は輸出入及び税関に関する制限に違 
反して、移転或いは移転させないことに同意するちの 
とします。 

可分,曲 

本契約の一部び無効或いは執行不能となってち、本契 
約の他の部分は有効に存続するちのとします。 

準拠る及び裁判管轄 

本契約は、法例に抵軸しない限り、曰本法に準拠する 
ちのとします。本契約の当事ちは、曰本の裁判所を専 
属管轄裁判所とすることに同意するちのとします。ソ 
ニーは、お客様び登録された E メールアドレスへの通 
巧、又はその他法的に容認されるあ式の通知により、 
許諾ソフトウェアの使用許諾に関する特定の条件を変 
要することびでさるちのとします。お客様びソニーか 
ら発効に先立ち通知された変更後の条件に同意しない 
場合、お客様は本契約の「重要なお知らせ」に規定さ 
れた手続に従った返金のため、本製品全部及び購入時 
に同捆されたその他配布物をソニーのウェブサイトか 
日入手されたソフトウェアと共に返却するちのとしま 
す。かかる通知後、お客様び許諾ソフトウェアを継続 
して使用することをちって、お客様は修正後の条件に 
従うことに同意したちのとみなされます。 

第=ちまなち 

本契約の全ての目的のために、ソニーの許諾ソフト 
ウェアにかかる各第=ちライセンヴーは、日月示的な本 
契約上の第兰ち受益ちとみなされるちのとし、本契約 
の諸条件を執行する権利を有するちのとしまず。 

本契約或いは本契約上の限定的保証に関して疑問びあ 
る場合、各国におけるソニーの問合せ先に書面にてお 
問い合わせ下さい。 
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本機のファームウェアにつ 
いて 

本製品は Microsoft Corporation の知的財産権により 
保護されています。当該ファームウェアについては、 

M icrosoft もしくは M icrosoft 認定モ会社のライセンス 
なしに、本製品より取り出して使用したり、または配 
巧したりすることは禁止されています。 

本製品のファームウェアには、 libpng バージョン 
1.2.8 、 Independent JPEG Group の JPEG ソフト 
ウェアバージョン 6 b 、「 zlib 」 ミ凡用圧縮ライブラリ- 
バー ジョン1 .2.2のインタフエース之化.["1 、 FreeType 
2バージョン 2. 1.9、および OpenSSL パ‘ージョン 
0.9.8 b が含まれています。 


There is no warranty against interrerence with 
your enjoyment of the library or against 
infringement . There is no warranty that our 
efforts or the library w 川 fulfill any of your 
particular purposes or needs . This library is 
provided with all faults , and the entire risk of 
satisfactory quality , performance , accuracy , and 
effort is with the user . 

libpng versions 0.97, January 1998, through 
1.0.6, March 20, 2000, are Copyright © 1998, 
1999 Glenn Randers - Pehrson , and are 
distributed according to the same disclaimer 
and license as libpng -0.96, with the following 
individuals added to the list of Contributing 
Authors : 


libpng version 1.2.8 

COPYRIGHT NOTICE , DISCLAIMER , and 
LICENSE : 

If you modify libpng you may insert additional 
notices immediately following this sentence . 

libpng versions 1.2.6, August 1 己，2004, through 
1.2.30, August 15, 2008, are Copyright © 2004, 
2006 -2008 Glenn Randers - Pehrson , and are 
distributed according to the same disclaimer 
and license as libpng -1.2.5 with the following 
individual added to the list of Contributing 
Authors : 

Cosmin Truta 

libpng versions 1.0 .7, July 1, 2000, through 
1.2.5 - October 3, 2002, are Copyright © 2000- 
2002 Glenn Randers - Pehrson , and are 
distributed according to the same disclaimer 
and license as libpng -1.0.6 with the following 
individuals added to the list of Contributing 
Authors : 

Simon-Pierre Cadieux 
Eric S . Raymond 
Gilles Vollant 

and with the following additions to the 
disclaimer : 


Tom Lane 

Glenn Randers-Pehrson 
Willem van Schaik 

libpng versions 0.891 June 19961 through 0.961 
May 1997, are Copyright © 1 996, 1997 Andreas 
Dilger Distributed according to the same 
disclaimer and license as libpng -0.88, with the 
following individuals added to the list of 
Contributing Authors : 

John Bowler 
Kevin Bracey 
Sam Bushell 
Magnus Holmgren 
Greg Roelofs 
Tom Tanner 


libpng versions 0.5, May 19951 through 0.881 
January 1996, are Copyright © 1995, 1996 Guy 
Eric Schalnat , Group 42, Inc . 

For the purposes of this copyright and license , 
‘‘Contributing Authors " is defined as the 
following set of individuals : 



ホ 

8 

音 


Andreas Dilger 
Dave Martindale 
Guy Eric Schalnat 
Paul Schmidt 
Tim Wegner 
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The PNG Reference Library is supplied "AS に". 
The Contributing Authors and Group 42, Inc . 
disclaim all warranties , expressed or implied , 
including , without limitation , the warranties of 
merchantability and of fitness for any purpose . 
The Contributing Authors and Group 42, Inc . 
assume no liability for direct , indirect , incidental , 
special , exemplary , or consequential damages , 
which may result from the use of the PNG 
Reference Library , even if advised of the 
possibility of such damage . 

Permission is hereby granted to use , copy , 
modify , and distribute this source code , or 
portions hereof , for any purpose , without fee , 
subject to the following restrictions : 

1. The origin of this source code must not be 
misrepresented . 

2. Altered versions must be plainly marked as 
such and must not be misrepresented as 
being the original source . 

3. This Copyright notice may not be removed 
or altered from any source or altered source 
distribution . 

The Contributing Authors and Group 42, Inc . 
specifically permit , without fee , and encourage 
the use of this source code as a component to 
supporting the PNG file format in commercial 
products . If you use this source code in a 
product , acknowledgment is not required but 
would be appreciated . 

A ‘‘ png _ ge し copyright " function is available , for 
convenient use in " about " boxes and the like : 

printf (‘‘ o / oS "， png _ get _ copy 「 ight ( NULL )); 

Also , the PNG logo (in PNG format , of course ) is 
supplied in the files " pngbsr . png " snd 
" pngbar . jpg " (88 x 31) and " pngnow . png " 
(98 x 31). 

Libpng is OSI Certified Open Source Software . 
OSI Certified Open Source is a certification 
mark of the Open Source Initiative . 

Glenn Randers-Pehrson 
glennrp at users . sourceforge.net 
August 15, 2008 


The Independent 」PEG Group ’ s」PEG Software 
version 6 b 

• Portions of the firmware of this product is used 
in part on The Independent JPEG Group’s 
JPEG software . The Independent JPEG 
Group’s JPEG software is copyright © 1991- 
1998, Thomas G . Lane . All Rights Reserved . 
‘‘The Graphics Interchange Format © is the 
Copyright property of CompuServe 
Incorporated . GIF ( sm ) is a Service Mark 
property of CompuServe Incorporated ." 

zlib.h - interface of the ‘ zlib ’ general purpose 

compression library version 1.2.2 

zlib.h -- interface of the ‘ zlib ’ general purpose 

compression library version 1.2.2, October 3 rd , 

2004 

Copyright © 1995-2004 Jean-loup Gailly and 
Mark Adler 

FreeType 2 version 2.1.9 
Portions of this firmware of this product are 
copyright © 1996-2002 The FreeTypeProject 
( www . freetype . org ). All rights reserved . 

1 .No Warranty 

THE FREETYPE PROJECT IS PROVIDED ‘AS IS ’ 
WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND , EtHER 
EXPRESS OR IMPLIED , INCLUDING , BUT NOT 
LIMITED TO , WARRANTIES OF 
MERCHANTA 目 lUTY AND FITNESS FOR A 
PART に ULAR PURPOSE . IN NO EVENT WILL 
ANY OF THE AUTHORS OR COPYRIGHT 
HOLDERS BE LIABLE FOR ANY DAMAGES 
CAUSED BY THE USE OR THE INABILITY TO 
USE , OF THE FREETYPE PROJECT . 

OpenSSL version 0.9.8 b 
1. OpenSSL License 

Copyright © 1998-2008 The OpenSSL Project . 
All rights reserved . 

Redistribution and use in source and binary 
forms , with or without modification , are 
permitted provided that the following conditions 
are met : 

1 .Redistributions of source code must retain 
the above copyrightnotice , this list of 
conditions and the following disclaimer . 
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2. Redistributions in binary form must 
reproduce the above copyright notice, this list 
of conditions and the following disclaimer in 
the documentation and/or other materials 
provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning 
features or use of this software must display 
the following acknowledgment: 

‘‘This product includes software developed by 
the OpenSSL Project for use in the OpenSSL 
Toolkit, (http://www.openssl.org/)’’ 

4. The names "OpenSSL Toolkit" and 
"OpenSSL Project" must not be used to 
endorse or promote products derived from 
this software without prior written permission. 
For written permission, please contact 
openssl-core@openssl.org. 

己 . Products derived from this software may not 
be called "OpenSSL" nor may "OpenSSL" 
appear in their names without prior written 
permission of the OpenSSL Project. 

6. Redistributions of any form whatsoever 
must retain the following acknowledgment: 
‘‘This product includes software developed by 
the OpenSSL Project for use in the OpenSSL 
Toolkit (http://www.openssl.org/)" 

THIS SOm/VARE IS PROVIDED BY THE 
OpenSSL PROJECT ‘‘AS に " AND ANY 
EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO,THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND 円 TNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE 
ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE 
OpenSSL PROJECTOR ITS CONTRIBUTORS 
BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, 
INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, 
BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF 
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES ： LOSS OF 
USE, DATA，OR PROFITS; OR BUSINESS 
INTERRUPTION) 

HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF 
LIA 目 lUTYi WHETHER IN CONTRACT, STRICT 
LIA 目 lUTY，OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN 
ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SO 打 WARE，EVEN IF ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

2. Original Ssleay License 
Copyright © 1995-1998 Eric Young 
(eay@cryptsoft.com) 

All rights reserved. 


This package is an SSL implementation written 
by Eric Young (eay@cryptsoft.com). 

The implementation was written so as to 
conform with Netscapes SSL 

This library is free for commercial and non¬ 
commercial use as long as the following 
conditions are aheared to. The following 
conditions apply to all code found in this 
distribution, be it the RC4, RSA, lhash ， DES, 
etc. ， code ： not just the SSL code. The SSL 
documentation included with this distribution is 
covered by the same copyright terms except 
that the holder is Tim Hudson 
(tjh@cryptsoft.com). 

Copyright remains Eric Young's, and as such 
any Copyright notices in the code are not to be 
removed. 

If this package is used in a product, Eric Young 
should be given attribution as the author of the 
parts of the library used. 

This can be in the form of a textual message at 
program startup or in documentation (online or 
textual) provided with the package. 

Redistribution and use in source and binary 
forms, with or without modification, are 
permitted provided that the following conditions 
are met: 

1. Redistributions of source code must retain 
the copyright notice, this list of conditions and 
the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must 
reproduce the above copyright notice, this list 
of conditions and the following disclaimer in 
the documentation and/or other materials 
provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning 
features or use of this software must display 
the following acknowledgement: 

‘‘This product includes cryptographic software 
written by Eric Young (eay@cryptsoft.com)" 
The word ‘cryptographic’ can be left out if the 
rouines from the library being used are not 
cryptographic related : 

4. If you include any Windows specific code 
(or a derivative thereof) from the apps 
directory (application code) you must include 
an acknowledgement: 

"This product includes software written by Tim 
Hudson (tjh@cryptsoft.com)" 
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THIS SO 订 WARE IS PROVIDED BY ERIC 
YOUNG "AS に ’’ AND ANY EXPRESS OR 
IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN 
NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR 
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 
INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; 
OR BUSINESS INTERRUPTION) 

HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF 
LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT 
LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERW に E) ARISING IN 
ANY WAY OUT OF THE USE OF TH に 
SO 巧 WARE, EVEN IF ADV に ED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


The licence and distribution terms for any 
publically available version or derivative of this 
code cannot be changed, i.e. this code cannot 
simply be copied and put under another 
distribution licence [including the GNU Public 
Licence.] 
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あ巧 

アップデート目 3,100 

イコライヴー (EQ) 91 

インターネットラジオ 62 

インピーダンス 33, 87 

映像設定 (Video) 94 

映像変換機能 25 

エフエクトタイプ 90,103 

才ーディオ U 夕ーンチャンネル (ARC) 75 

オートジャンルセレクタ ー 73 

オプションメニュ ー 44 

音声設定 (Audio) 93 

か巧 

解像度 94,104 

画面 U モコン設定 （Quick Click) 99 
クイックク U ック 105 

を巧 

サーバー 42, 57 
サーバー 検索 57 
サラウンド効果を調節する 90 
自動音場補正機能 36, 84,102 
消音機能 46 
初期設定 32 

スーパーオーディオ CD プレーヤー 26, 27, 28 
スピーカ ー -r ンピーダンス 33,103 
スピーカーパターン 87,103 
ス U - プタイマー 78 
接続する 

映像機器 19 
オーディオ機器 26 
スピーカー 1 目 
テレビ 18 
ネットワーク 30 
ソフトウエア 63,100 

た行 

デジタルメディアポート 26,47 
デジタル CS チューナー 23 
電源コード 32 
ドルビーデジタル EX 55 

な巧 

名前を入力する 46, 85,111 
入力を選ぶ 46 
ネットワーク 56 
設定 41 

ネットワーク設定 (Network) 97 


は巧 

バイアンプ接続 82 
ビデオデッキ 24 
表お切り換え 104 
表术窓 7 

ブルーレイディスクレコーダー 20, 22, 46 
へッドホン 49 
補正タイプ 39,102 
ボ U ューム目 

ま巧 

マクロ操作 

クイッククリック 110 
を機能リモコン 118 
マルチゾーン 6 己 

マルチゾーン設定 (Multi Zone) 91 
メッセージ 

エラー 128 
自動音場補正 40 
デジタルメディアポート 48 
メこュ ー 43, 83 

6巧 

リセット 128 
メモ U — 32 

U モコン 121 

U モコン 10, 33, 114-121 
レベル 91 
録音する 79 
録画する 80 

A 

ARC 7 己 

Audio Out 96,104 
Audio 簡恐 93 
Auto Calibration 36, 84, 102 
Auto Standby 100 
A.F.D. ( モード）己 0 
A.P.M. 8 己 
A/VSync 93,103 

B 

Bass 5, 91,103 
BI-AMP 87 

目 S デジタルチューナー 23 

c 

Calibration Type 84 
CD プレーヤー 26, 28 



Center Mix 87, 103 
Control for HDMI 96, 104 
Controllers 98 
Crossover Freq 88,103 

D 

Decode Priority 93,103 
Device Name 99 
DISPLAY MODE 101 
Distance Unit 89, 103 
DLNA 己 6 

Dual Mono 93,103 
DVD プレーヤー 20, 22 
DVD レコーダー 24 
D.C.A.C. 36 
□.Range Comp 89, 102 

E 

Enhanced Setup 84 
EQ Curve 8 己 
EQ 簡定） 91, 103 
External Control 98 

F 

Front Ref Type 86 

G 

GUI (Graphical User Interface)18 
GUI MODE 44 

H 

HD-D.C.S. 日 3 

HD-D.C.S. ( エフェクトタイプ） 9 日 
HDMI IN ボタン 5, 32 
HDMI OUT ボタン 6, 74 
HDMI ( 設定） 96, 104 
HDMI 端テ 9, 19 
H.A.T.S. 96 


Impedance 33, 87,103 
Input Assign 47,76 
INPUT MODE 7 己 
IP アドレス 97 

L 

LARGE 88 

LF.E. (low Frequency Effect) 8 

M 

Manual Setup 87 


MOVIE 己 3 
Multi Zone 簡定 ）91 
MUSIC 51 
My Library 己 7 

N 

Neo:6 (Cinema) 53 
Neo:6 (Music) 己 1 
Network Standby 99 
Network ( 設定 ） 97 
Night Mode 79,93,103 

P 

Pass Through 75, 96 
Phase Audio 89, 102 
Phase Noise 88,102 
PHONES 端テ 6 
PIP ( 円 cture In Picture) 9,12 
PLIIx (Movie) 己 3 
PLIIx (Music) 51 
PLIIz Height 51,53 

PLII (Movie) 己 3 

PLII (Music) 己 1 

Position ( 自動音場補正） 84,102 

PROTECTOR 128 

Proxy サーバ ー 98 

Q 

Quick Click ( 言受定 ）99 
Quick Setup 38 

R 

Repeat 己 8 
Resolution 94,104 
RS232C Control 100 

s 

Server Function 98 
Settings Lock 100 
Setup Manager 63 
SHOUTcast 62 
Shuffle 己 8 
SMALL 88 
Software Version 100 
Sound Field 47, 96 
SOURCE 69 
SP Pair Matching 86 
Speaker Pattern 87,103 
Speaker Relocation 8 己 
SPEAKER SHORTED 128 
Speaker 簡定 ） 33, 87, 103 
SPEAKERS (A/B/A+B/OFF) 6, 
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Subwoofer Level 97,104 
Subwoofer LPF 97,104 
Sur Back Assign 3 日 ， 87 
Surround ( 設定） 90,103 
System ( 設定） 100,104 

T 

Test Tone 88,102 
THEATER 74 
TONE 5 

TONE MODE 5, 32 
Treble 5, 91,103 

V 

VAIO Media plus 42 
VIDEO 2 IN 端テ 24 
Video ( 設定） 94,104 

z 

Zone 12V Trigger 103 
ZONE2 68 

Zone2 Line Out Level 92 


数き 

12V Trigger 92 
12V 卜 U ガ機能 92 
2 チヤンネル 49 
2ch Analog Direct 49 
2ch Stereo ( モード ） 49 
40 34 

5.1 チヤンネル 14 
7.1 チヤンネル 14 
80 34 


記号 

ふ SIGNAL GND 端テ 28 
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